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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「うーむ。どうするべきか」

　夕ゆう陽ひで赤く染まった街の中で、如月きさらぎ武たけ琉るは腕を組みながらつぶやいた。

　ただでさえ目つきの悪い目をさらに細めて、周囲をぐるりと見回す。

　やや高級感を感じさせる近代的な街並みだ。

　料理店とおぼしき店や、パン屋、喫茶店など小こ綺ぎ麗れいな雰囲気の建物が立ち並んでいる。

　武琉はタイルで舗装された道に立ちながら、眉まゆをひそめる。

　周囲のすべてに見覚えがない。

　当然だ。はじめてきた場所なのだから。しかも、武琉には帰り道すらも分からない。

　そんな状態だった。

「右か、左か、まっすぐか」

　武琉が顎あごに手をあて思案している横で、たくさんの生徒たちがのんきに歩いている。

　ごく普通の放課後の風景──。

　しかし、普通でないところが一点だけあった。

　生徒たちのすべてが剣を所持している、ということだ。

　およそ武琉の知っている現代では使われなくなったはずの武器。

　だが武琉が先日やってきたこの異世界では最強の兵器として使われている武器。

　──やっぱり、異世界なんだな──。

　などと考えていると、小さく潜ひそめられた話し声が武たけ琉るの耳に入り込んでくる。

「ねえねえ。あの人って……」

「黒髪に黒目ってことは、うちの学科に来たって噂うわさのヤマトの人、かな」

「うんうんっ！　ほら、剣も持ってないし。制服も違うやつだし」

　そんな話をしているのは西洋系の外見をした女生徒二人組だった。

　彼女たちは武琉に駆け寄ってくる。

　いやな予感がした。

　捕まってしまえば話が長引く可能性がある。さらに咲さく耶やに見られたら、ちょっと面倒だ。

　武琉が黒髪黒目のヤマト人だということが発覚してからは、何度も様々な生徒に話しかけられた。それを理由として咲耶に文句をつけられたことも数回あったのだ。

　なぜ武琉がこんなにたくさんの人に意識されているのか──というと。

　この世界ではヤマト人という人種は、絶滅危惧種のように希少な存在。

　だけど希少さだけじゃない。

　武琉が来てしまったこの異世界の武器である《神域封剣レグナーレ》や《偽剣レプリカ》といったアイテムを使うための素質が非常に優秀らしい。

　そういった遺伝子を子孫にも受け継がせることのできるヤマトの血脈は、とても高い価値を持つ、という理由のようだった。

「あの、すみませっ──」

　話しかけてきた少女が言葉を終える前に、武琉はきっぱりと言い切った。

「人違いだ」

　すると少女は「え、えっ」と戸惑うように目を瞬まばたかせる。

「悪いけど、急いでるんだ」

　話を切るように言う。武琉はまっすぐ前へ向かって、すたすたと歩き出す。

「あんなにはっきり言うってことは、違うの、かな……？」

　戸惑う声を背中に受けながら、その場からはやく去ろうと足早になる。

　さすがに、追いかけてきたりはしてないよな？

　そう思って武琉はしばらく歩いたあとに振り返った。──その次の瞬間だった。

　どんっ、軽い衝撃。背中に誰だれかがぶつかったようだ。

　続いて、どさ、どさどさ、と何かが落ちる音が聞こえた。

　前を見れば、すぐ目の前で女の子が尻しり餅もちをついていた。彼女の腰の湾刀サーベルがカチャリと音を立てる。

　さらさらの銀色の髪が彼女の後ろでふんわりと広がった。蒼玉サフアイアの色をした瞳が丸く開かれ、武琉を見ている。

　季節は夏だというのに、彼女はなぜかマフラーを巻いていた。強い風が吹いて彼女が目を閉じると、マフラーがなびく。

　マフラーの影が揺れるその下で、荷物が散らばっていた。

「ごめん。大丈夫か？」

　そういって武たけ琉るが手を伸ばすと、彼女は伸ばされた手に視線を一度向けてから、すぐにそらした。地面に手を突いてから一人で立ち上がる。

　小さな背丈の子だった。

　身長から見るに、中等部の生徒なのかもしれない。

　彼女は落としてしまった荷物に手を伸ばす。

　洒落しやれた包装紙のかかった箱に、手提げ袋。服だとか、そういう物が入っていそうな袋だ。

　武琉は拾うのを手伝ってから、声をかけた。

「悪かった。そして迷惑ついでに、もう一個すまん。学園アカデミアの──光波剣科ルーメンのある場所を、教えてもらえないか？　迷子になっちゃってさ」

　先ほどの女の子たちに道を聞いても良かったのだが、色々と尋たずねられることが嫌だったため、つい避けてしまったのだ。

　武琉がいま目の前にいる少女の反応を待っていると、少女は何も聞こえなかったかのように、すたすたと歩き出す。

　答えてくれる気はないようだった。












　その様子に武たけ琉るは小さくため息をついてから、少女と反対方向に歩き出す。

「ぶつかって悪かった。じゃあな」

　背を向けたまま言うと、後ろから声が聞こえた。

「…………来ないの？　そっちは逆方向」

　振り返れば少女が表情をほとんど変えないまま、武琉を見ていた。

「案内、してくれるのか？」

　尋たずねると少女はこくりと頷うなずき、武琉に小さな背中を向けて歩き出す。

　武琉は少女の近くへと走って向かう。

「悪いな。本当に助かる。それ、重そうだな。持とうか？」

「問題ない。この程度で重いなんて、ここの生徒は思わない」

　──まあ、そりゃそうか──と思いながら、武琉は少女の隣を歩き出す。

　そのあと少女は、光波剣科ルーメンの見える場所まで武琉をつれてきてくれた。

　マフラーの少女は「……それじゃ」という言葉を残し、夕ゆう陽ひへと向かって歩いていった。




　大学のキャンパスのように広い光波剣科の敷地内。

　武琉は少女と別れてから、光波剣科の中にある高層ビルのような校舎の一つに入った。

　エレベーターを使って十七階へと向かい、とある一室の前に到着する。

　そこは元々宿直室として用意されていた場所だった。

　今現在は、この神霊浮遊学園エーテルフロートの中で唯一残ったヤマトの領土だ。

　そう。他の国家はそれぞれがこの学園アカデミア内に広い領土を有しているというのに、ヤマトはこの一室だけなのだ。

　ついでに言えば、ここは借地ですらある。

　つまりこの世界のヤマトという国家は、絶体絶命のピンチということだった。

　武琉は咲さく耶やから受け取ったカードキーを使い、ロックを解除する。

「戻ったぞ」

　言いながらドアを開くと、狭々とした六畳一間の部屋があった。

　その部屋の中央付近に、滅亡寸前であるヤマト国のお姫様が中腰で立っている。

　咲耶だ。

　──そしてなぜか半裸だ。

　咲耶は部屋着の、ショートパンツをはこうとしているところに見えた。

　美しく流れる黒髪。その間からのぞく黒曜石オブシデイアンの瞳が大きく開かれている。

　白い頰ほおに、形の良い顎。その下には乳白色をした慎つつましい胸があった。武琉の記憶よりも、若干大きい気がする。

「あ、あ、あ……」

　咲さく耶やの白かった頰ほおがカァァァっと赤く染まっていく。

　大きな瞳にじわりと涙がにじむ。

「た、たた、武たけ琉る、あんた……！　チャイムくらい鳴らしなさいよっ……！」

「わ、わりい」

　武琉は咲耶をまっすぐに見つめながら、そうつぶやいた。

「い、い、い、いつまで見てんのよ！　武琉ッ！　あ、あ、あ、あっち、向きなさいよ！　わっ、わわ、わざとなの!?」

　言われて武琉は顔を背ける。

「悪かったって。許せ」

「ゆ、許せ……？　許せですって？　なんでそんなに偉そうなの！　許してください、の間違いでしょうっ！　いいから、ドア閉めてよっ！」

「お、おう」

　言われて武琉はドアを閉めてしばし待つ。

　すると、中からドアが開く。咲耶が不機嫌そうな声で「もう、いいわよ」とつぶやいた。

「悪かった。怒るなよ」

「怒ってないし」

　咲耶は、むー、と膨ふくれた顔でつぶやいた。












「なによ」

「悪かった」

「……ホントにそう思ってる？」

「ああ」

「本当にそう思ってるんだったら、何が悪かったか判わかるわよね？」

　確かに謝罪しなければいけないことがある。それは、二つ。

「一つは、済まなかった。咲さく耶やの着替えを覗のぞくつもりは、なかったんだ」

「ふうん。それで、これで何回目？　わざとなんじゃないでしょうね？　って、一つは、ってことは、他ほかにもあるの？　他に何をやったのかしら。言ってごらんなさい」

　言いながら咲耶が、部屋の前に立つ武たけ琉るをじぃっと見つめてきた。

「ああ、いや。聞かないほうが、いいと思う」

「……何よ。そこまで言ったのなら、最後まで言いなさいよ」

　武琉は非常に迷っていた。汗が頰ほおを伝う。とりあえず、これを言って良い結果が得られることはないだろう。なのになぜ、他に謝ることがあることを暗にほのめかしてしまったのか。つい口から出てしまったとしか言い様がない。

　かといって、この状況から言わないで済む方法を武琉は思いつかない。

　武琉は意を決して、答えた。

「この前、『つける必要があるのか？』なんて言って、すまなかった。たしかにそのサイズはつける必要があると思う。あの時のオレの目がおかしかったのか。それとも、短期間で咲耶の胸が膨ふくらんだのか、オレには判らん。だが──」

　説明を続けようとする武琉の声を遮って、咲耶が叫んだ。

「こンのバカ武琉ーっ！」

　咲耶はすぐ近くにおいてあった赤い鞘さやを握った。中に刀の入っていない鞘だけの存在だ。

　その鞘の名は《龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくら》。

　この世界で最強の剣である《神域封剣レグナーレ》の中の一振り。中に納められていた刀は過去に失われてしまった。しかし刀部分がないとはいえ、その力は未いまだ膨ぼう大だいすぎるものだ。

　咲耶から放たれるエーテルにより大気が怯おびえるかのように震える。

　咲耶が予備動作すらほとんどなく、跳ねた。後ろに流れる黒髪が見えた。

　神速で振り上げられた赤鞘が、武琉の額ひたいに向かって落ちてくる。

「てえい！」

「ふっ！」

　武琉は息を吐き出しながら、赤鞘の流れてくる場所で両手をたたきつける。

　白刃取り。

　武琉の両手が左右から赤鞘をとらえていた。手と鞘の当たる風圧が壁にたたきつけられ、びりびりと嫌な音が響く。武たけ琉るの立つ廊下に衝撃波が駆け抜ける。

「あぶねえ」

　武琉は息をついた。

　咲さく耶やが歯をかみしめて、無む理り矢や理り、力づくで赤あか鞘さやを叩たたきつけようとしてくる。

　ぎりぎり、と、二人で押し合う。

　咲耶は赤鞘をいったん手から放すと、武琉につかみかかった。

「ばか！　ばか！　武琉のばか！　なんでたたかれないのよ！　ばかーっ！」

　そういいながら武琉の胸をぽかぽかと拳こぶしでたたく。

　それを見ながら、武琉は気まずげに頰ほおをかいた。

「……悪かったよ」

　言うと、咲耶はむぅと唇くちびるをとがらせる。

「もう、ほんとに、武琉ったら。…………その、の、覗のぞきとか、気をつけてよ、ね？」

　いつまでも部屋の目の前で、裸足はだしの咲耶とこのようなやりとりをするのも恥ずかしい。

「…………わかったよ。とりあえず、いいから、部屋に入るぞ」

　言うと咲耶はぷーっと頰をふくらませた。

「やだ。武琉の言うことなんか聞かない」

「…………は？」

　一瞬何を言われたのか解わからず、武琉は目を丸くした。

　咲耶はすねたような顔になって、また同じことをいう。

「やだ。入らない」

　武琉には、咲耶の意図が一切読めなかった。

「ちょっと待て。咲耶、なんのつもりだ」

「だって武琉の言うこと聞きたくないし。さっきもやなこと言われたし。覗かれたし。聞きたくないもん」

　──もん？

　突如言われた謎なぞの言葉に、武琉は聞き間違えを疑った。

「……はァ？」

　いったいどうしたのか、この暑さで脳のう味み噌そがとろけたのか。

「何があったんだよ。咲耶、まるでおまえ、子供みたいだぞ」

「こ、子供？」

「ああ。子供が甘えてるみたいだ」

　言うと、咲耶は一瞬だけ目を丸くして、固まった。

　それからシュウウウウウウと顔が赤く染まっていく。

「咲耶、おまえそれ、なんのジョークだよ」

「にゃ、にゃんでもない……。じょ、冗談、だし」

　咲さく耶やは言葉をかみかみしながら、そう言った。

「え？」

　両手を前にだして、顔をそむけるようにしながら咲耶がまた謎の言葉を発する。

「一回頼っちゃったから、武たけ琉るなら大丈夫だって思っちゃったとか、ぜんぜんないしっ！　ないから！」

「脳みそ、大丈夫か？」

「い、い、いいからっ！　忘れなさいっ！」

　そういって咲耶はどすどすと音を立てて部屋の中へと入っていく。

　黒髪をなびかせながら、くるりと武琉を振り返る。

「あ。そうだ──」

　つぶやいたその顔は、いつもの咲耶だ。

　すねた表情もなく、頰ほおの赤さもほとんど消えて、まじめな表情で武琉を見ている。

「武琉。明日から、神剣刀争ベルム・ラミナの予選が始まるわ」

　言われて、武琉は頷うなずいた。

「ああ。学園アカデミアで聞いたよ。ここの、てっぺんを決めるための大会──神剣刀争の本戦にでるための、戦い」

　そんな戦いを考えると武琉の胸が高鳴った。

　この異世界にきてから、前の世界のように遠慮しなくていい。

　すごい連中がいる、この世界の最高峰ハイエンドである学園。

　さらにその中の超最高峰を決める大会だ。

　そのことを思うと気持ちが昂たかぶる。

　口元に自然と笑みが刻まれていく。

「なあ、咲耶。それは、厳しいものなのか？」

「ええ。とても、ね。気が遠くなるほど高い倍率をくぐり抜けた人間が、集まるこの学園。さらにその中ですら、ほとんどの人間が辿たどり着つくことのできない戦い。そんな連中が本気で戦い合うところ」

　咲耶は少し間を置いてから言葉を続ける。

「そこで活躍すれば富も名声も思いのまま。誰だれしもが本気で足を踏み入れたい神の領域エリユシオン。そこで頂点に立つことは、一国の大統領になるのよりも、難しいわ」

「いいね。それは、楽しみだ」

「きっと武琉なら、大丈夫だって信じてる。《神域封剣レグナーレ》を持ってる私はシード枠だから、予選には出ないけど、頑張ってね。期待してる」

　咲耶はそういって、微笑ほほえんだ。






│一章│予選開始






　──翌日。

　武たけ琉るの所属する一年九組の生徒たちは、朝からそわそわとした様子を見せていた。

　他ほかの生徒と声高に話している生徒が多く見受けられる。

　そんな彼らは本日の放課後の話を──そう、予選の話などをしていた。

　学園アカデミアの誰だれしもが気もそぞろになりながら、一日が瞬またたく間に進んでいく。




　授業がすべて終わり、ホームルームになった。

　武琉の所属する一年九組の黒板の前に担任がいた。

　予選の話を聞きたいと願う生徒たちの、期待混じりの視線が担任に集まる。

　しかし、超人見知りである担任は教卓に身を隠すかのように、かがんでいた。

　はちみつ色の髪の毛と、形の良い眉まゆ、そして目。

　つまり目から上だけが教卓の上からでており、教室を見回していた。

「あ、あの、みなさんっ……。本日は、神剣刀争ベルム・ラミナの第零次予選があります」

　担任が言うと、教室にいる生徒たちの視線に力がこもる。

　そんな目で見つめられた担任は「ひはぁっ」と変な声をあげて、教卓の下に隠れた。

　その教卓の裏から、余裕を取り戻した声が聞こえてくる。

「こほん。まあ、みなさんは、何回も経験済みだから分かっているとは思います。これは、この学園で最強を決めるための大会です。この学園の最強ということは、世界の最強を決める戦いということです。──まあ、国家の思おも惑わくなども絡んでいたりしますけどね」

　担任が言葉を続ける。

「ですが、みなさんは学生らしく、精一杯頑張ってください。臆おくすることなく、正々堂々と突き進んでください」

　担任は身を隠しながら、正々堂々などと口にした。

　生徒を鼓舞する声は、木でできた四角い教卓から発せられたようにすら見える。

　これほど説得力のない言葉は、あまりないな、とみんなが思った。

「詳しい説明は、学科長の先生からあると思います。ということで、第三訓練場へ向かってください。第零次予選は、例年通り、学科毎ごとに行われます」

　クラスメイトの一人である、口にピアスをあけた少年が手をあげた。

「なぁ、センセ。今年はどんな試験やんだよ？」

　今年は、ということは、毎年違う試験なのだろうか？　と武琉が思っていると、教卓たんにんが答える。

「すみません、ベイカーさん。それはまだ教えてはいけないことになっています。もう少しで集合時間になりますので、参加を希望する生徒は第三訓練場へ向かってください」

　その声を皮切りに、生徒たちが立ち上がって教室の出口へと向かっていく。

　クラスメイトの全員だ。帰りの準備を始めた生徒は一人もいない。

　クラスから出て行こうとする生徒たちに、教卓たんにんが言葉を投げかける。

「ここで良い成績を残せれば、それは未来へつながる実績になります。良い明日をつかむために、後悔しないよう、頑張ってくださいね！　みなさんは、わたしの自慢の生徒さんたちです。応援してますからねー！」

　担任は暖かい言葉を投げかけてくれるが、見た目が教卓のため、ありがたさは半減だ。

　そして武たけ琉るも立ち上がって、誰だれに話しかけるでもなく口を開いた。

「うし。オレも行くか」

　教室を出ると、女子が入り口付近に立っていた。

　同じクラスの、よく武琉に話しかけてくる四人の女子だ。

　武琉が名前を思い出そうと悩んでいると、彼女たちは明るい声で話しかけてきた。

「ね、武琉くん、一緒にいこー。場所わからないでしょ？」

「……ああ、助かる」

　武琉はそう答えてから、彼女たちと一緒に試験会場へと向かった。




　たどり着いた先はもちろん先ほど担任が言っていた第三訓練場だ。

　先日ノエルと決闘した場所とは様子がまったく違う。

　あの時は古代ローマの闘技場のような場所だった。だが、今回はただの広場だ。武琉は、以前通っていた学校のグラウンドを思い浮かべる。だが、それよりもずっとずっと広い。

　夏の日差しが降り注ぐ中、広場にはたくさんの生徒が集まっていた。

　ざっと見て、千人近く。いいや、それ以上はいるようにも見えた。

　多くの話し声が重なってざわめきとなり、意味をなさない音となって武琉の耳に入る。

　まるで全校集会の始まる前のような雰囲気に、武琉は懐かしさを覚えた。

　まだこの世界にきて一週間も経たっていないし、あちらには特にいい思い出もない。

　それでも思い出してしまうのは、ずっと暮らしていた場所だったからだろうか？

　などと感傷に浸っていると、横から声が聞こえてきた。

「ヘイ、ユー。そこのユー。ちょっと待ちな？」

　軽薄そうな男の声に視線を向けると、武琉を見ている一団がいた。

　ちゃらちゃらした雰囲気の四人の男子生徒だ。

　その中でも一際軽そうな、ホストのような外見をした生徒が武琉に向かって足を踏み出してきた。

　黄金こがね色の長髪。制服は胸がはだけている。両手の指にはこれでもかというほどに指輪がはまっていた。

「ハァイ。俺がこの学園アカデミアのプリンス、二年のナッくんだぜ」

　彼はそういいながらポーズをとりだす。

　左手の親指を空へと向け、人差し指、小指をピンと立てながらセクシーに唇くちびるを動かす。

「これが、ラァァァブ」

　次に、腕をクロスさせるように、右手の甲を武たけ琉るに向けて中指を立てた。

「そしてこれが、デス」

　彼はきらめくような笑みを浮かべる。

「ラブ、オーア、デス。おまえに残された道はたった二つ。この俺を愛するか、それか、死ぬかだ」

「……あ？」

　武琉がポカンとしていると、一緒にいた男子生徒三人が口々に言い出す。

「ひゃあ！　さっすがナッくん！　ちょーかっけえ！」

「この学園で一番キマってんじゃん！」

「くぅぅぅぅう！　あまりのカリスマっぷりに、失禁しそうだぜえ！」

　学園のプリンス・ナッくんとやらは、片手で彼らを制して告げる。

「ウェイ、ウェイ、ウェイティング。そんなことは分かっている。当たり前のことを言っても、誉ほめたことには、ならないんだぜ？　アンダスタン？」

　ナッくんは、自らのシャツのボタンをもう一つ開きながら武琉に言葉を投げる。

「ユーが如月きさらぎ武琉だな？　最近ユー、輝いてるらしいじゃないか。この俺を、さしおいて。学園のプリンスの座をスティール？」

　武琉は眉まゆをひそめてからつぶやく。

「いらねえよ。そんな、なんだか解わからないモンはさ」

「ハァン？　ユー。噓うそをつくなよ。如月武琉。誰だれしもが求める、プリンスの座。欲しくないわけが、ないだろう？　そうか。君は、こちらを──デスを選ぶんだな？」

　いいながらナッくんは右手の中指をもう一度立てた。

「デスでもなんでも、できるもんならやってみろよ。プリンス」

　武琉が言うと、ナッくん先せん輩ぱいは軽薄な表情のまま、低い声でささやくように言った。

「だったら、容赦はしないぜ。メーン？」

「へえ。どう、容赦しねーっていうんだよ」

「もし、仮に。仮にだ。万が一、ユーがこの零次予選に通ったら、この俺が直々に教えてあげるよ。このプリンスの、輝き──ってやつをね」

　ナッくんはそういって、くるりと背を向ける。

　天に向かって中指を立てながら、一歩を踏み出した。

「じゃあな。ブラザー。次に合うときまでに決めておきなよ。ラブか、デスか」

　それに続くように三人の男子生徒が後を追った。

「はっ。変な奴やつだ、それにしても、すごい自信だな。よほど、すごい奴なのか……？」

　周囲の喧けん騒そうをよそに、武たけ琉るはそう一人つぶやいた。




『えー、静かに、静かにしてください』




　マイク越しに、気の弱そうな男の声が晴天の下に響きわたる。

　しかし、その力のない声のせいか、まだ会話をやめない生徒たちがいる。

『あの、みなさん。みなさーん、聞いてますか』

　声のするほうを見れば、金属製の台の上によれたスーツを着た男性が乗っていた。

　年齢は二十代後半くらいか。眼鏡をした、自信のなさそうな顔が印象的な人だった。

『み、みなさーん。聞いてくださーい』

　そんな途と方ほうにくれたような声をあげる。

　すると、屈強な体たい軀くの教師が彼の後ろから現れた。

　屈強な体軀の教師は大きく息を吸い込んで、マイクも使わずに叫んだ。

「くそガキどもがァ！　学科長が、話していらっしゃるだろうがァ！　いつまでくっちゃべってんだ！」

　耳をつんざく爆音。

　会話の騒音は、さらに大きな音にかき消される。

　すべての音が止やんだ。

『ああ、ありがとうございます。副学科長先生。どうもすみません』

　学科長と言われた眼鏡の男はぺこぺこと頭を下げる。

「学科長。やめてください。当然のことです。それより、そろそろお時間ですが」

　屈強な体軀の副学科長が言うと、学科長が生徒に向き直り、ぐるりと見回した。

『えー、みなさん。学科長のバルトロメイ・バルシャイです。今年も多くの生徒が、神剣刀争ベルム・ラミナの予選に集まってくれて、嬉うれしく思います』

　そう言って今度は生徒に向かってぺこりと頭を下げた。

『現在ここに集まっているのは、光波剣科ルーメン高等部の希望者だけです。えーと、千二百人とちょっと、ですね。他学科も含めると、中等部高等部を含めた全校生徒、ほぼ二万名の生徒が予選に参加することになります』

　言われて武琉は思い出す。

　ああ、そうか。そうだよな。参加するのは、ここの奴やつらだけじゃないんだよな。

　神霊浮遊エーテル・フロート学園という厳しい試験で選ばれた二万の中から、さらに選ぶのか。

『その中で、予選をすべてくぐり抜け、本戦に出場できる生徒は、二十五名。この光波剣科ルーメン高等部からは、多くても二名ほどだと思います』

　周囲をずらりと埋め尽くす千二百名以上の生徒たち。

　この中から多くて二名。

　武たけ琉るが通っていた学校であれば、全校生徒から一人選ばれるか、選ばれないかの倍率。

　しかもここの生徒は一人一人が、世界中から選びぬかれた精鋭。

　なんという狭き門なのか。

　武琉は、全世界から選ばれた二万人の中に入ることはできた。

　それ以上のどこまで行けるのか。どこまで行けば、自分を止める壁にぶつかれるのか。

　武琉は熱くなった鼓動を押さえきれず、拳こぶしを握った。

『とても厳しい試験になります。下手をすれば、死ぬことだってあり得ます。だから、ここに残ったみなさんは、覚悟して予選に臨んでください』

　──死ぬ可能性すらある、厳しい試験か。

　つい笑ってしまう。馬ば鹿かにしているからでも、舐なめてかかっているからでもない。ただただ楽しい。それだけだ。

『今の話を聞いて怖くなった方や、やはりやめておこう、という方がいたら、今のうちに棄き権けんをしておいてくださいね』

　──そんな面白そうなもの、棄権なんて、するわけがないだろう？

『いませんか？　いませんね。すばらしいです。では、第零次予選の内容を説明します』

　周囲の生徒たちが息をのむ。

　じっと学科長を見つめ、一言一句を聞き逃さないような雰囲気。

　どんな試験が来るのかという、期待と恐れの入り交じったような空気があたりに満ちる。

『みなさんは、そこに立っていてください』

　静寂──生徒たちは次の言葉を待ち望む。

　しかし学科長は何も言わず、首を傾かしげた。

『あれ。伝わりませんでしたか。ええっと、そこに立っていてください。立っているだけで、いいですよ。五分間だけ立っていられたら、第零次予選、合格です』

　武琉は眉まゆをひそめた。

　──立っているだけで、合格だと？

　どれだけ厳しい試験かと思えば、誰だれでも当たり前に合格できるような試験内容だ。

　すると、生徒の一人が叫んだ。

「ふざけてんのかよ！」

　それに続くように幾人かの生徒が文句を言い出す。

「そうだ！　そんな試験、全員合格できるだろうが！」

「何が厳しい試験よ。バカにしてるの？」

「ああ。あんなひ弱そうな学科長には、難しい試験なのかもしれねーな」

　その生徒の言葉をどう勘違いしたのか、学科長は気弱な微笑ほほえみとともに答えた。

『長いですか？　だったら、一分間にしましょう。うん。一分間にしますね』

　一部の生徒から、よりいっそうのブーイングがあがる。

　その様子にやや年かさに見える生徒たちが顔を青ざめさせていく。

「おい、一年ども、いい加減にしとけって」

　焦った様子を見せながら、年かさの生徒が文句を垂れる生徒を止めたときだ。

　学科長は腰につけた湾刀サーベルを引き抜く。水色の刀身をした美しい剣だった。それが太陽の日差しを浴びて、きらりと輝く。

『では、立っていてくださいね。第零次予選、開始です。あ、副学科長先生、タイマーをよろしくお願いします。一分間ですよ。一分間』

　学科長が湾刀型《偽剣レプリカ》の蒼あおい刃先を生徒たちへと向ける。

　先ほどまで日差しが熱いほどだったのに、どこか肌寒くなってくる。

　武たけ琉るの隣の生徒が、ガチガチと歯をならし、両腕で自分を抱きしめだした。

　まるで彼だけが真冬に放り込まれたようですらあった。

　いや、彼一人じゃない。そんな状態になっている生徒が、あちらこちらに見受けられる。

　学科長はなんでもないような顔で全員に向かって告げた。

『エーテルを身にまとわせて。それも無意識じゃなくて、意識しないと、ダメですよ。でなければ、よほどのエーテル量がないと耐えられない』

　なるほど。試験とは、このことだったのか。

　周囲の気温を下げ、寒さによる攻撃を耐えきる。

　残り、三十秒くらいか？

　九割以上の生徒がまだ両足で立っていた。

『さて。そろそろ覚悟はできましたか？　じゃあ、いきますね』

　学科長は蒼い刃の湾刀型《偽剣》を天空へと向けた。

　すると、バキンッ！　青空が固まりヒビが入っていく。ぱきぱきと。ばきばきと。いいや、違う。空にヒビが入ってるんじゃない。空が氷で覆われていっている。

『さあ、頑張って耐えてくださいね』

　学科長が言いながら湾刀型《偽剣》を鋭く振り下ろした。

　それと同時に、

　空が割れた。

　空を覆う氷が砕けていく。

　凍いてつく氷のつぶてが、雹ひようとなって弾丸のように降り注ぐ。

　地面に穴が穿うがたれた。

　直撃した男子生徒が、たったの一撃で崩れ落ちた。

　一撃を耐えた生徒も、二発三発と当たるうちに、ぐらりと身体からだが傾かしいでいく。

　──残り十五秒。

　男子も女子も関係なく、次々と地面に倒れていく。倒れた生徒たちは腕や足が小刻みに動いている。力を入れようとしても、入らないような様子だ。

　それでも立ち上がった生徒の額ひたいには非情にも雹のつぶてが直撃し、仰あお向むけに倒れ込んだ。

　倒れた生徒にも容赦なく氷のつぶては降り注ぐ。

　死者すらでそうな、凄惨な有様。

　もはや立っていられている生徒のほうが少ないほどだ。

　そして、武たけ琉るにも氷のつぶては降り注いでいた。

　しかし、武琉には当たらない。

　おそらく学科長が言っていた、エーテルとやらが守ってくれているのだろう。

　武琉はポケットに手を突っ込んだまま立っていた。

　氷のつぶては武琉の身体にかすりすらしない。

『では、最後に、もう少し削りますよ』

　学科長の声とともに、雹が大きくなる。勢いよく消しゴムほどの大きさの雹が降り注ぐ。

　今まで耐えていた生徒も、耐えきれず膝ひざをついた。

　巨大なグレートソードを盾にして防いでいた生徒が、大きな雹に打たれ弾はじき飛とばされる。

　──残り三秒。

　もうそろそろおしまいだ。降ってくる氷の量が次第に減ってきた。

　まるで雨あがりのように、空が明るくなっていく。

　──止やんだ。

　晴れ上がっていく空を見ながら武琉は、小さくつぶやく。

「…………こんなもんか」

　すると、学科長の視線が武琉を向いた。

　声など聞こえるはずもない距離だったにも関わらず、学科長はまるで聞こえていたかのように武琉に向かって微笑ほほえんだ。

『そんな心構えじゃ、怪け我がをするかもしれませんよ。油断した追試分です』

　言われた次の瞬間、心臓が冷えた。嫌な予感を強く覚える。

　斜め上に野球のボールほどにも大きな氷ひよう塊かい。それは確実に武琉にぶつかるコース。

　認識した次の瞬間には、武琉の目の前に青白い氷塊が迫っていた。

　当たったら、まずそうだ。威圧感がある。直撃しても無傷でいられるとは思えない。

「ちっ」

　舌打ちし、武たけ琉るは咄とつ嗟さに氷を殴りつけた。

　氷はきらきらと煌きらめく無数の欠片かけらとなって、消滅する。

『では、第零次予選、終了です。今、自分の足で立っている方だけ、合格ということで』

　微笑ほほえむ学科長の正面は、まさに死し屍し累るい々るいといった有様だった。

　残った生徒は、ざっと見て二割ほど。その二割の中にすらも、なんとか立っているだけの生徒がいる。試験が終わって、崩れ落ちるように倒れた生徒もいる。

　しかし、それとは別に余裕綽々なんでもないといった様子の生徒たちもいた。ポケットに手を突っ込んだままガムをかんでいる男子生徒や、携帯ゲームに熱中している様子の女子生徒などもいる。

『では、立っている生徒は前へきてください。合格者の名簿を作りますので』

　そうして、第零次予選は終了した。

　たった一分間の試験。

　しかし、八割が落ちた試験。

　ああ、そういえば、最初話しかけてきた二年の先せん輩ぱいは、どこだろうか。

　そう思って見回す。だが、未いまだ立っている第零次予選突破者の中に、その姿はなかった。

　あれは本当にいったいなんだったのか。

　などと思いながら武琉は教師の方へと向かっていく。その途中で地面の上に転がったままのナッくん先輩が目に入る。

　ナッくん先輩は、顔面を土の中に埋め込んだかのような姿で突っ伏していた。

　ああ、ご愁傷様──と武琉は視線を送ってから、訓練場の前へと到着する。

　先ほど横で見守っていた大人たちが名簿らしきものを手に持ち、待っていた。

　職員らしき男性が武琉に目を合わせて微笑んだ。初めて会う人だ。

「ああ。君が噂うわさの、ヤマトの子だね」

「そうですけど。…………何か？」

「いや、すまない。特に用事がある訳じゃないんだ。色々と大変だろうけど、応援しているよ。いちおう、君の学年とクラス、名前を教えてくれるかな？」

「一年の、たしか、九組。如月きさらぎ武琉です」

　すると、職員は頷うなずきながら紙にさらさらとペンを滑らせる。

「ふむ。記入は終わったよ。合格者の君には、この腕輪を預けることになっている」

　言われて渡されたのは、金属でできた蒼あお色の腕輪だった。

「へえ、綺き麗れいなもんっすね」

　言いながら武琉は腕にはめようとした。

　すると、職員は慌てたように手を振った。

「待った！　待ったっ！　まだつけちゃダメだ！　担任から聞いていないのか!?　それは次の試験の参加資格で、まだつけてはいけないものなんだ」

「これが？」

「ああ。そうだ。《神域封剣レグナーレ》と同じ古代遺跡から発掘された道具──の技術を転用して作ったものだ。いいと言われるまで、決してつけてはいけないよ。何が起こるかは、僕も聞いていないんだ」

　神妙な顔で職員が告げる。

「そして、来週の頭から始まる試験まで、決してなくしたらいけない。気をつけてね」

「わかりました」

　武たけ琉るは頷うなずきながら、心の中で担任に悪態をつく。

　危うく試験に落ちるところだった。





　■第零次予選　結果

　　千二百十八名　→　二百五十六名







　　　　　◆　◆　◆






　翌朝、武琉が教室にたどり着いたのは、始業時間の十分前だった。

　もうほとんどの生徒が教室に来ており、彼らは昨日の話をしている。

　昨日はとても厳しかったとか。おまえは受かったか？　とか。俺落ちちまったよ。いや、本気だしてねーし──とかである。

　武琉が教室に入っていくと、クラスメイトたちの色とりどりの瞳ひとみが武琉に向けられた。

　ぴょこぴょこと小さな身体からだを動かして近づいてきたのは、小動物っぽい女子だ。リスに似た髪と瞳の色をした、背の低い女子だ。

　名前はたしか、コゼッ……ト……だったか？

「ねえねえ、武琉くんー。昨日の第零次予選どうだったー？　受かったのー？」

「まあな」

　言うと、コゼットは小動物のような目を輝かせる。

「やー。武琉くんなら、絶対受かるって思ってたよー。うんうんー。やっぱりねー」

「おう。ありがとな」

　武琉はコゼットに答えながら、自らの席に座った。

　続いてやってきたのは、ルシアの貴族であるらしい、ふんわりとした髪の毛の女の子だ。名前はたしか、ゆるふわカールっぽい名前だ。ゆるふわカティア。

　右側を小動物系女子が陣取っていたためか、ゆるふわカティアは武たけ琉るの左から腕をとる。

「さすがわたくしの武琉さんですわね」

「……暑苦しいからくっつくなよ」

　武琉が顔をしかめながら言っても、ゆるふわカティアは気にしていない。

「あっ。カティアずるーい！　わたしもーっ！」

　次は右手をコゼットが小さな手で握ってくる。

「おい。おまえは俺の話を聞いているのか。頭の中までリスなのか」

　武琉がその手を振り払うと、コゼットは残念そうな顔つきになる。

　頭の上にずん、と何かが乗った。同時に後ろから声が聞こえてくる。

「頑張った武琉くんにはカレーを食べる権利をあげようっ！　ナイスっ！」

　言ったのは褐色の肌のリンディアの少女。……名前は覚えていない。確かカレーの人だ。

「…………おい。おまえ、俺の頭の上に何を乗っけた」

　振り向けば落ちてしまいそうな気がして、振り返ることができない。

「ナンだよっ！」

「おい、やめろ。オレの頭に乗せるな」

「水筒にカレー入れてきてるから、あとであげるねっ！」

「ええ……。水筒に入れてんのかよ」

「とにかくっ！　第零次予選通過、マジスゴ天晴あつぱれ丸だね！」

　その言葉を受けたのはゆるふわカティアだ。

「アンジュさん。そのしゃべり方、そろそろ古くありません？」

「ふっふっふ！　カレーは熟成した方がおいしくなるんだよっ！　言葉だってそう。そろそろ、アレとか使ってもいいかもしれないねっ！　ほら、あれだよっ！　……えーと。ちょ──ちょべり、ば？　だっけ？　なんかそういうやつ」

　などという彼女たちに、武琉は何か違い和わ感かんを覚えた。

　この前よりも若干騒がしくない、ような気がする。一人足りないのか？

　と思ったら、小麦色の髪をした気の弱そうな、しかし上品な雰囲気の女生徒が目に入った。困ったように戸惑うように、武琉の机の近くをうろうろ歩き、おろおろとしている。

　右から武琉に近づこうとして、小動物系女子がいるために近づけない。左にはゆるふわカティア。背後にはカレー娘だ。そして前には机。

　完全に武琉は囲まれている状態だった。

　たぶんこの薄幸そうな少女の名前は、レイ……レイなんとかだったはずだ。

「…………あっ。そうですぅ……」

　薄幸少女は何かを思いついたように頷うなずいてから、しゃがみこむ。

　よいしょ、よいしょ、と武琉の机の下に侵入した。

　そして武たけ琉るの股の間に顔を出したのだ。

「……まさか、無言でこんなポーズを強要するなんて、ヤマト人は鬼畜ですぅ……」

「なにしてんのおまえ？　今、自分からじゃねーか！　強要してないよな？　わざわざ狭いところに入るなんて、タコみたいな奴やつだな。ほら、タコ壺つぼとか」

　レイなんとかは、下から武琉の顔を見上げて、恐れおののくような顔つきをした。

「はっ……。こ、これだけじゃ、足りないって言うんですかぁ？　まさかのタコ推し？　さすがヤマト人……。浮世絵でタコと絡み合う絵を書いていただけはありますぅ……」

　薄幸少女は目に涙を浮かべ、つらそうにつぶやく。しかし、こっちの世界でもヤマト人ってのは日本人と似たもののようだ。日本人の浮世絵にもそういったモノがあったと、元の世界で誰だれかが言っていた。

「……だとしても、私、負けないですぅ……タコとだって絡んじゃいますぅ……」

　などとやっていると、周囲の男子生徒たちの視線がキツくなったように感じた。

「なんだあいつ……。教室をいったい何だと思ってやがるんだ」

「あんなに女の子を侍はべらして……。しかも、あの四人、クラスの中でもかわいい子たちじゃねえか。ゆ、許せん……！」

「如月きさらぎ武琉最低だな」

「ああ。ヤマト人最低だな」

「くそ、ただの学校の椅子が、玉座に見えるぜ……」

　それは目の錯覚だ。武琉は心の中で疲れたため息をつきながら、『オレがやらせてるわけじゃねえし。なんとかしてくれよ、これ』と思って男子生徒たちを見る。

　しかし、男子生徒たちはササッと視線をそらした。顔が青ざめているようにすら見える。

「お、おい。今睨にらんできやがった」

「くっ……。『ここじゃオレが好き勝手やるから、口を挟むなカスども』ってことかよ」

「羨うらやま死しそうだぜえ」

「ヤマト人めええ……！」

「ちくしょう。俺にもヤマトの血さえ流れてれば……！」

　他人を頼ろうとしたのが間違いだったか。武琉は眉まゆをひそめながら思った。

「おい、おまえら、いい加減に──」

　しろよ、と言おうとして、あまりの光景に武琉は動きを止めた。

　薄幸少女が、顔を近づけてきていたのだ。危険な位置に向かって。

「…………ヤマトの人は、えっちですぅ……」

「お、おい。やめろ。おまえ、それ以上顔を近づけるな！」

「…………聞いたことがありますぅ。ヤマトのマフィアのボスは、そういう風に暗に示し唆さして『下の人間が勝手にやったことだ』っていうって。さすが鬼畜ですぅ……ああ、そんな……そうです。これは、私が勝手にしてるだけで、武たけ琉るさんは悪くないんですぅ……」

　いいながら顔を近づけてくる薄幸少女。武琉は左右で手をとられる。

「や、やめろ──」

　と、そのときチャイムが鳴った。

　それとほぼ同時に教室の前扉ががらりと開き、担任が入ってくる。

　さすがに薄幸少女もそれ以上攻めようとは思わなかったようで、動きが止まる。

　──はあ、助かった。

　武琉はそう思って、薄幸少女の小麦色の髪から手をどけた。

　すると、ずるり。頭の上で何かが滑るような感覚がした。

　両手は小動物系女子とゆるふわカティアでふさがっており、止めることもできない。

　頭の上に乗っていたナン入りのお弁当箱が、ごんっ。

　薄幸少女の頭に直撃した。

　その勢いで薄幸少女の顔が武琉の胸に直撃。

　薄幸少女はそのままずるずると滑り落ちて、危険な位置に。

「あいつ、教師が来てもお構いなしかよ!?」

　そんな男子の叫びが、教室内にとどろいた。




　というような、教室でのやりとりに武琉は疲れ果てていた。

　そのため、休み時間の度に教室を抜け出している。

　すると、それはそれでクラス外の人間から声をかけられるハメになることもあった。

　放課後ですら、そうだ。

　武琉はクラスメイトとの接触を避けるように、授業が終わるとすぐ校舎の外へと出る。

　校舎の外には、誰だれかを待っているように思える人間が、たくさんいた。

　武琉のクラスよりも早くホームルームが終わったクラスや、別学年の生徒たちだろう。

　髪の色も、人種も、統一性のとれない集団だ。

　腰や背中に《偽剣レプリカ》を携えている。

　それぞれが牽けん制せいするような、睨にらみ合あうような様子が、ほんの一瞬だけ起こった。

　その隙を逃さず、一人の女生徒がいち早く武琉の前へと現れる。

　気品あふれる、優雅な動作だ。淡い金色のウェーブがかったロングヘアが揺れる。

「初めまして。あなたが如月きさらぎ武琉さんね？」

　落ち着き払ったような綺き麗れいな動き。特段大きなアクションをしているわけではないのに、目立つ。おそらく綺麗すぎるがゆえに。

　彼女は作り物めいて見えるほどに美しい一礼をする。

　周囲の生徒たちは、空気に飲まれたかのように彼女の動きを見守っている。

「私は、エリヴィラと申します。エリヴィラ・パラジャーノフ。ルシア貴族、パラジャーノフ家の娘です。氷雪剣科ザミルザニイの高等部一年生をしています。如月きさらぎさんにお話があって参りました」

　そういって彼女は、お嬢様のお手本のような笑みを浮かべた。

　流されやすい人間なら、内容問わずに頷うなずいてしまいたくなる微笑ほほえみだ。

　武たけ琉るはどうでもよさそうに視線をそらしてから告げる。

「悪いな。どんな用か知らないが、付き合えないぞ。これからちょっと予定が詰まってるんだ。そこにいる人たちから逃げなきゃならなくてね」

「……そうですか」

　困ったような声をあげるエリヴィラを一いつ顧こだにせず、武琉は彼女の脇をすり抜ける。

　そこで武琉は、エリヴィラの後ろに、夏だというのにロングマフラーを巻いた少女がいることに気がついた。

　それは、昨日、迷子になった武琉を光波剣科ルーメンまで案内してくれた少女だ。

　少女は武琉に向かってわずかにだけ頭を下げた。

　武琉が少女に何か言おうとした瞬間、今まで静観していた生徒たちが一斉に近寄ってきて話しかけてくる。部に入れだとか、国に来いだとか。そういったお誘いだ。

　武琉はスルーしながらタンッと地面を蹴って跳ね上がる。












　一瞬にして人垣を飛び越え、彼らの背後に着地。そのまま逃げようとしたところ──。

「ヘイ！　ヘイユー！　ちょぉっと待ちなぁ！」

　聞き覚えのある声がする方向に視線をやれば、背中まである金色の髪の男がいた。ナッくんとか名乗っていた先せん輩ぱいのはずだ。

　彼はささっと手を動かす。左手でラブ、右手でデスのポーズを決めた。それから、斜めに傾かしいだような姿勢で口を開く。

「ラゥァァブ・オーア・デェェァス！　決めておいて、くれたかな。如月きさらぎ武たけ琉る」

　パチンッとウィンク。それに反応するかのように後ろにいた三人の男子生徒が叫ぶ。

「うひょおお！　ナッくんかっけええええ！」

「俺が女だったら抱かれてもいい！　むしろ抱いて！」

「夏の日差しより殺人的なプリンス・スマイルッッッ！」

　ナッくん先輩は余裕の表情を浮かべ、武琉に尋たずねる。

「どっちがいい？　俺に倒され、俺を輝かせるか。それとも俺の下で俺を輝かせるか」

　武琉は両手をポケットに突っ込んだままで、笑った。

「ハッ。どっちも嫌だね。俺に喧けん嘩かを売ってるのか？」

「プリンスはそんな野や蛮ばんなことはしないさ。決闘か、狩りと言い換えてほしいね。君を倒し、俺はさらに輝いてみせる」

「狩りでもなんでもいいけどさ。できるならやってみてくれよ」

「ユーは、このプリンスを馬鹿にしているんだね？　この俺が、美しさだけでプリンスになったとでも？」

　彼の背後から声が飛んでくる。

「それでも、ナッくんは、格好良さだけでもプリンスになれるほどかっけーっす！」

「それで強さもハンパねえ！　強さだけでもプリンスだぜえ！」

「つまりナッくんは超絶★プリンスってことだッッッ！」

　……ほんとなんなんだコレ。武琉は若干やる気をそがれながらも、つぶやく。

「じゃあ、オレが負けたら子分にでもなってやるよ」

「さすがに最近輝いていただけのことはある。なかなかいいシャイニンだよ。如月武琉」

　などと言っていると、先ほど勧誘してきた人間からも声があがった。

「えっ！　倒したら、武琉さんを好きに、できるんですか……!?」

　そんな女子の黄色い声を皮切りに、次々に声が聞こえる。

「な、なんだと……。ならば、ぜひうちの部に」

「いいえ！　わたしのとこです！」

　群衆は自分勝手な言葉をはきながら、そのうちの一人が《偽剣レプリカ》を抜いた。

　それを見て《偽剣》を抜く生徒が数人現れる。

　武器を抜いた生徒が複数現れたためか、臨戦態勢になる生徒が徐々に増えていく。

　気がつけば、武たけ琉るは武装した数十人の生徒に囲まれるような状況に陥っていた。

「まじか。……ははっ」

　明らかに普通じゃないこの状況。それが武琉の胸を高鳴らせる。

　そして彼らはそれぞれ武器を振りかぶり、一斉に襲いかかってきた。

　その瞬間。

　横合いから冷気を感じた。

　視線を送る。

　そこにいたのは、最初に話しかけてきた、エリヴィラと名乗った女生徒だった。

　彼女は自らの湾刀サーベル型《偽剣レプリカ》を艶あでやかに横に振るう。

「──凍いてつき眠れ──永久氷柩ヴエチノスチ・リヨート」

　つぅ──と蒼あおい線のようなものが走った。

　それは、武琉ではなく、生徒たちに向かって迸ほとばしる。

「えっ……!?」

　驚いたような表情の男子生徒に、その蒼い線が当たった。

　触れた箇所から冷たそうな白い煙が吹き上がる。ぴきぴきと、彼は凍り付いていく。

　冷気の波はそれだけでは止まらず、周囲の生徒すらも凍り付かせていった。

　あっという間に数十のリアル過ぎる氷像が完成する。

　その場が、美術館や宮殿などになったかのようにすら思える。今まで動いていたがゆえに躍やく動どう感かんがあり、それを凍らせたからこその粗さがある。

　たくさんの氷像が立ち並ぶ中を、エリヴィラは優雅に歩いてきた。

「大丈夫でしたか？　如月きさらぎさん。お怪け我がは？」

「いや、ないけど」

「これでお時間できましたわよね？」

「あ、ああ……だけど」

　困惑しながら武琉は凍り付いたままの生徒たちに目をやる。

「大丈夫ですよ。如月さん。外側を圧縮した氷で覆っただけですから、中身は無事です。それに、数十分もすれば溶けるように手加減もしました」

「…………ほんとうに大丈夫なのかよ？」

　半信半疑で尋たずねる。だが、エリヴィラは自信ありげに告げた。

「ええ。氷で覆われたくらいで死ぬ人間は、そもそも学園アカデミアに入ることすら不可能です」

　身体からだが氷に包まれる。普通の人間ならば、数十分もそのままなら死んでいる気がする。だが、この学園の生徒であれば大丈夫、なのだろう。

「へえ。死んだのかと思って、ちょっと焦ったぜ」

「そんな怖いこと、できませんわ」

　いいながらエリヴィラは自分の身体からだを抱きしめ、恐ろしいといったふうに震わせた。

「無用な争いを止めただけです。……というわけで、如月きさらぎさん。せっかく時間ができたのですから、私にその時間をくださらない？」

　あくまでも控えめな申し出といった様子で、エリヴィラは頭を下げた。

「…………まあ、少しだけならいいけど」

　武たけ琉るがつぶやくと、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「ありがとうございます」

「それで、なんの用事なんだ？」

「単刀直入に言いますね。そちらのほうが、お好みでしょう？」

　武琉が頷うなずいてみせる。すると、エリヴィラはごく普通の世間話をするように告げる。

「ヤマトではなく、うちの国に、ルシアにいらっしゃいません？」

「へ？」

「後ろ盾を変えませんか？　というお誘いです。これは如月さんのためになるはずです」

「ああ、そういう話だったら、悪いけどお断りだ。放っておけない奴やつがいるしな」

　言いながら武琉は、同居している少女を思い浮かべる。武琉は、この世界に連れてきてくれた少女に感謝していた。変な奴だけど、いい奴でもある。そういった好感を、武琉は咲さく耶やに対して抱いていた。

「では、一度こちらに遊びに来るだけでも、いかがですか？　最高級のもてなしで、出迎えさせていただきます」

「悪いな。やめておくよ」

　武琉が言うと、エリヴィラは斜め後ろを見た。

　そこにいたのは、マフラーの少女だった。

「アーニャ。あなたも、ご挨あい拶さつなさい」

　エリヴィラに言われて、アーニャと呼ばれたマフラー少女が前に出てくる。長い銀髪の、愛らしい少女だ。彼女は小さな口をわずかに開いた。

「……アーニャ・イリンスキー。氷雪剣科ザミルザニイ、一年。よろしく」

「ああ。如月武琉だ。この前は、ありがとな」

　言うとアーニャは首を左右に振った。

「別に、いい」

「うん？」

「それより、武琉」

　アーニャは蒼玉サフアイア色の瞳ひとみで武琉をじっと見つめた。

「……うちに、きて」

「へ？」

「おねがい」

　アーニャの表情がわずかに動く。

　それがなぜか、武たけ琉るには必死な表情に見えた。だから次に何を言うのかと、身構えた。

　するとアーニャが口を開く。

「……来てくれたら、わたしをあげる」

「へ!?」

「わたしに、何してもいい」

　いいながらアーニャは、自分の小さな身体からだに視線を落とした。

「待て、待て待て。話の流れが全然わからん」

「おねがい」

　武琉の腕をとり、強く抱き抱え、引っ張ってきた。

　薄いとはいえ女の子の胸の間に、腕が挟まっている。

　とはいえ、子供みたいな見た目だからか、色気なんかほとんどない。

　武琉はアーニャの頭にぽんぽんと手をあて告げる。

「そうやって自分をあげるとか、気軽に言うのはよくないぞ。相手が変な奴やつだったら何があるか分からないからな。そういうのはもう少し大きくなってからでいいんじゃないか」

　武琉が言うとアーニャは、ややムッとしたように、わずかに眉まゆを釣り上げた。

「……意味なんかわかってる。それにわたし、もう十六歳」

「え」

　高等部の一年だったのか。身長のせいか、中等部の一年かと思っていた。

　そうか。…………同い年、なのか。

　言われてもまだ納得しづらいくらいにロリロリしいわけだが。

「……とにかく。お願い。一緒に来て」

　武琉は少女の手を振りほどく。

「悪いな。ついていく気は、まったくない。でも、それ以外の礼ならいつか返すよ。この前は光波剣科ルーメンまで案内してくれて、ありがとな。──それじゃ」

　武琉は彼女たちに背を向ける。

「如月きさらぎさん。本日は挨あい拶さつだけになってしまいまして、残念です。今度お会いしたらもっとお話ししましょうね」

　そんな言葉を背中に受けながら、その場から立ち去った。





　　　　　◆　◆　◆






　しかし、それにしても面倒だった。

　勧誘だとか何だとか、そういうことをされるのは得意じゃない。

　される度になぜか咲さく耶やの顔がチラついて、悪いことをしているような気持ちになる。

　それならばいっそのこと、殴りかかってきてくれたほうが判わかりやすい。

　何よりも、そのほうがきっと楽しいはずだ。

　今まで我慢させられてきたせいか、力を発揮することができるだけで、体の奥からふつふつと熱い気持ちがこみ上げる。

　物足りない気持ちすら抱きながら、武たけ琉るは宿直室のある校舎へと向かう。

　授業を受ける校舎から、武琉が寝泊まりしている校舎まではわずかに距離がある。

　その少しの距離を歩いている途中で、武琉は背後から悪寒を感じた。

「っ！」

　前に転がるように飛とび退のいた。

　すると、ぎゅん！　空間が切り裂ける音。

　先ほどまで武琉がいた位置に、蒼あおい円えん錐すいのようなものが飛んでいった。

　まるでそれは氷柱つららだ。

　氷柱は鋭い音を立てて空気を切り裂く。道なりに植えられた太い木に直撃。

　幹はべっきりと中央部から折れた。武琉に向かって倒れてくる。

　武琉はそれを片腕で振り払って破砕する。すぐに襲撃者に鋭く視線を向けた。

　襲撃者を視界に収めると、襲撃者の周囲がぐらりとブレたような気がした。

　襲撃者は、一言で言えば、理解できなかった。

　背が高いか低いかさえも判断できない。

　髪型も認識できない。

　せいぜい服装が、女子用のものである──ということくらい。

　その中で唯一はっきりと、見えすぎるくらいに見えるのは、顔の上半分を隠す仮面マスク。

　それは装飾過多なものだった。

　武琉がいた元の世界でいうならば、ベネツィアのものに似ている。

　相手をうまく認識できない。こんな感覚は初めてだ。絶対に何かされている。

　そう考えて、武琉は口元に笑みを浮かべた。

「誰だれだか知らないが、ありがとうな」

　いうと、仮面少女が怪け訝げんそうな様子を浮かべた。

「さっき遊ぶ機会を奪われて、消化不良だったんだ」

　先ほど生徒たちに囲まれたことだ。あれも楽しそうだった。だが、こちらも楽しそうだ。

　仮面少女は大きな湾刀サーベル型《偽剣レプリカ》を構えた。

　武琉は相手がそれ以上何かする前に地面を蹴って、まっすぐに跳んだ。

　仮面マスク少女が湾刀サーベル型《偽剣レプリカ》を振り下ろす。

「──串くし刺ざせ──氷雪鋭砕刺シユトウルム・サスリカ」

　冷たい声。同時に何も存在しない空間に氷柱つららが生じた。武たけ琉るに向かって激しく迫る。

　あえて紙一重で回避。

　少女がさらに立ったまま《偽剣》を一振り、二振り。氷柱の追撃を加えてくる。

　木の幹を一撃で砕いた氷柱が二本。次は武琉を貫こうと冷気をまき散らす。

　武琉はその二本を、がっしりと正面からつかんだ。

　つかんでそのまま投げ返す。

「ッッ!?」

　仮面少女は後ろにステップを踏んで避ける。

　そこに、一切速度をゆるめなかった武琉が追いついた。

　拳こぶしを握りしめて、振り抜く。それだけで仮面少女は弾かれるように吹き飛び、転がる。

「さて。まだやるか？　やるよな？」

「……っ！　──氷散剣ヴズルイフ・リヨート」

　少女が斜めに剣を振るうと、爆発のように、たくさんの細かな氷が飛んできた。

　煌きらめく蒼あおが視界いっぱいに広がる。

　しかしダメージはない。これくらいの攻撃ならば、武琉は防ぐ必要すらなかった。

　視界が開けた後、仮面少女の姿はない。木の影にでも隠れているのだろう、とあたりをつけて、武琉は問いかける。

「で、おまえは誰だれだ？」

　返事は返ってこない。

「この学園アカデミアに来てからなぜか襲われることも多くてね。恨うらみを買った覚えなんて──」

　ないんだけどな、と言おうと思ったところで、先日のアルベルトとの戦いを思い出す。

　そういえば、ノエルとも決闘したりもしたな。

「まあ、恨みを買った覚えなんて、あるけどな。ネオリカとかゲルツとかさ」

　いいながら武琉は、木の陰に隠れたであろう少女を見ようと回り込んでいく。

　しかし木の裏側には誰も見当たらない。

　武琉は額ひたいに手を当てて大きく息をついた。

「逃げられたか。……まあ、いいか」
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　仮面少女は、走っていた。

　物音を立てないように。

　ただひたすらまっすぐに。

　自分の背中が樹木に隠れ、武たけ琉るから見えないように。

　仮面マスク少女は背後を振り返り、誰だれもついてきていないことを確認する。

　彼女は顔の上半分を覆う仮面をはずすと、ふぁさと銀色のロングヘアが揺れた。

「……なに、あれ。強すぎ」

　ため息をついて小さな背丈を縮ませた。首にまいた季節はずれのマフラーが風に揺れる。

　そこに鈴のような声が響いた。

「アーニャ。どうでした？」

　仮面を脱いだ少女、アーニャが振り返ると、そこにいたのはたおやかな微笑ほほえみを浮かべたエリヴィラだった。

「……エリヴィラ」

　つぶやいたアーニャに、エリヴィラはお嬢様然とした歩き方で近づいてくる。

「何を、しているんです？」

「…………それは」

　アーニャはつい目をそらしてしまう。するとエリヴィラの手が肩をつかんできた。

「もっとしっかりしないと、ダメですよ。アーニャ。そのためにあなたに第七階位偽剣レプリカの《マロース》を渡したのですから」

　第七階位湾刀サーベル型偽剣《マロース》。またの名を《厳げん寒かんのマロース》。それはルシアが独自に作ったものであり、学園アカデミアの所有物ではない《偽剣》だ。

「水属性の中でも、氷属性の得意なあなたと相性の良い《偽剣》なのですから。もっと成果を見せてください」

「……っ」

「あなたの、妹さんのためにも、ね」

　エリヴィラが確認するかのように目を見て告げてくる。

　その言葉にアーニャは視線を落としながら頷うなずいた。

「そして、私はあなたを応援すると同時に、私も如月きさらぎさんが欲しい」

「……うん」

「でも、私にはできないことがある。だけどあなたにはそれができる。──逆に、私にはできることがある。そしてそれはあなたにはできない。どういうことか覚えていますか？」

　エリヴィラがひどく人の善さそうな笑みで告げてくる。

「前に教えたでしょう？」

　アーニャは戸惑うような声で言葉を返す。

「……わたしとエリヴィラは、お互い、できないことができる、すばらしい関係」

「ええ。だから私、アーニャとはずっと仲良くしていたいんですよ」

「……うん。わかってる」

　エリヴィラは一際優しげな表情を浮かべながら、告げる。

「それなら、いいんです」

　まるで言い含めるように、エリヴィラはアーニャに向かってささやいてくる。

「如月きさらぎさんの血肉は、若いヤマト人のもの。私たち二人がほしいものです」

　エリヴィラが柔らかな声で言葉を続ける。

「エーテルを大量に生み出し蓄えられるヤマトの血肉。それは本当に無駄がありません。血肉を喰くらえば、身体能力を上げることができる。骨をすり潰しても薬になる。エーテルに溢あふれた髪すら、使い道は山ほどあります。研究のサンプルなどとするなら、どの部位であっても十分過ぎるほどです。つまり、細胞の一つすら余すことなく有効活用ができます」

　いいながらエリヴィラは、アーニャを指し示す。

「あなたにも、必要でしょう？」

　言われてアーニャは重たい気持ちのまま頷うなずいた。

「そして私は、私自身の理由によって、ヤマトの血そ肉れが欲しい。アレは、二人ともが、欲しいものなんですよ。ええ、そうすればあの女も……」

　何かを思い出したかのように、エリヴィラは、ぎり、と歯がきしむほどに嚙かみしめる。

「私は、私を馬ば鹿かにしたあの女も……！」












「……お、落ち着いて」

　エリヴィラは大きく息を吐いてから、平静を取り戻したように頷うなずく。

「ええ。落ち着いていますよ。とにかく、如月きさらぎ武たけ琉るは《神域封剣レグナーレ》を持っていない──それどころか《偽剣レプリカ》すら持っていない、ヤマト人です。なのに、あれだけ強い。本当にヤマト人というのは、化け物みたいですね」

「……うん。それは、同意」

「ああいうのは、獅し子しや虎と同じです。教養のある人間が檻おりに入れて有効活用するべきです。見世物でもいいし、実験でもいいし、すり潰して薬にしてもいい。そして、そういう猛獣を捕らえるとき、私たち教養人は、ここを使います」

　言いながらエリヴィラは自らの頭を指で示す。

「幸い、もうすぐ一次予選です。一次予選は大抵、学園アカデミア全体を巻き込んだものになります。それを利用しましょう」

「……情報もなしに、ぶっつけ本番？」

「学園の教師に少しばかり伝つ手てがあります。そこから、情報を引き出しましょうか」

　エリヴィラは口の端を引き上げた。
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　──一次予選当日。

　一日の授業はつつがなく終了した。その後のホームルームの時間だ。

　担任が黒いファイルを抱えながら教室に入ってくる。

　全員の視線が向く。担任はビクッと身体からだを跳ねさせてから生徒たちの前に立つ。

「ええと、みなさん。先日は第零次予選、お疲れさまでした」

　ぺこりと頭を下げながら告げる。

「このクラスで、第零次予選をくぐり抜けた方は、六名です。おめでとうございます」

　それから、口をむにむにと動かして気まずそうな表情になり、うつむいた。

「……で、ですね。先日は伝達事項を言い忘れて、ごめんなさい。実は合格者は、腕輪を渡されるのですが……。腕輪は、絶対に指示があるまでつけちゃダメですよ。って、言わなきゃいけなかったんです。即座に失格、ってわけじゃあ、ないんですけど。失格になる確率が格段にあがっちゃうんですよね」

　そこまで言ってから担任は顔をあげた。

　一部の生徒が担任をむっとした表情で見つめて叫ぶ。

「あやうく落選だこの野郎！」

　担任は、震え上がっていた。

「ひ、あひっ！　そ、そんな目で見ないでください……！　ご、ごめんなさーい！　で、でも、でもですね？　それで不合格になった生徒は出なかったから、あううう！　やめてっ！　先生をそんな目で見ないでーっ！　ていうか、見ないでくださーい！」

　担任は頭を抱えながら、黒板の前で苦しみにのたうつように転げ回る。

「ほら、みんなっ。あんまり先生を見ないっ！　話が進まなくなっちゃうよっ！」

　という誰だれかの言葉に、生徒たちは「仕方ないな」と頷うなずくなどそれぞれ同意を示す。

　全員の視線がはずれると、ようやく担任はおそるおそる話しだした。

「うう……。えっと、ですね……。次の試験は、鬼ごっこです……」

　……鬼ごっこ、だと？

　武たけ琉るを含むクラスメイトが怪け訝げんな顔を浮かべる。

「鬼は、失格した生徒全員、です。合格した生徒を、残りの生徒全員で追いかけます」

　武琉は考え込むように顎に手を当てる。

　つまり八割が鬼の鬼ごっこか、それは、かなりハードだな。

「鬼は、《偽剣レプリカ》による攻撃が許されています。だから、最低限の防御力を持たない生徒は、第零次予選で落とされています」

　人数が多い上に遠距離攻撃までありかよ。

「さらに、逃げる側は一撃でも貰もらったら、アウトになります」

　それは結構な難易度だな。──面白そうじゃんか。

「たとえば、誰かを護衛中や、データ入りの記憶媒体の輸送中など、攻撃を受けてはいけない場面は、いくらでも考えられます。そういったシミュレートも、含まれているんです。一撃でも貰ったら、死ぬつもりでやってください。たとえばあなた方はそういった仕事につくこともあるでしょう。そのとき、失敗できない状況はいくらでもあります。一度失敗してしまえば、二度と取り返しがつかない」

　担任は痛みすら感じさせる声でそう告げて、首を左右に振った。

「攻撃の判定には、先日合格したときに渡された腕輪を使います。受験者のみなさんは、それを腕にはめてください」

　言われて武琉は蒼あおい腕輪をカバンから取り出し、左腕に装着した。

　腕輪がカチリと音を立てる。

　一瞬だけ強く発光する。細工の色が蛍光色のようなやや光を帯びた色に変化していく。

　腕輪をはめた腕がほんの少しだけ暖かくなる。その暖かさが全身に広がっていく。

「その腕輪は、古代遺跡から発掘された技術を応用されて作られた道具です。腕輪にエーテルを蓄え、全身に障壁バリアを張る防御装備です。といっても、実用レベルではありません。少々の攻撃で、障壁は壊れてしまいます。それが破壊されたら失格です」

「へえ、これがねえ……」

　武たけ琉るは《偽剣レプリカ》以外のそういう道具をはじめてみた。いったいどうなってんのかな、と腕輪をはずそうと手をかける。

「あ、腕輪ははずしても、今張った障壁バリアは壊れちゃいますので、注意してくださいね」

　あっぶねえ！

「今一度障壁を張っただけで、貯蔵してあるエーテルは使い尽くしていますからね。そして一次予選は、三日間連続です。毎日放課後に時間をとって、行われます」

　つまり、この三日間は、プライベートですら攻撃を受けてはいけないってことか。

　…………咲さく耶やに攻撃してこないように、よく注意しておかないとな。

　もしかすると、武琉が一番気をつけなければいけないのは、自宅にいる女の子なのかもしれない。

「三日間毎日、受験者はなんらかのミッションを与えられます。それを、攻撃を避けながらクリアしてくださいね」

　それから担任はいったん息を吸って続ける。

「そして、惜しくも第零次予選で落ちてしまったみなさん。みなさんは、試験中に受験者を捕まえることで、評価点が大きくプラスされます」

　おおおお、とクラスがどよめいた。

　その反応が気になった武琉は声を潜ひそめながら、隣の席のコゼットに尋たずねる。

「なあ、評価点ってなんだ？」

「ああー。そっかー。武琉くんは、知らないよね。えっとねー、評価点で、生徒のランクが決まるの。ランクが高いとねー、いろんなトコで学園アカデミアに便宜を図ってもらえるんだよー」

「ほお……」

「学食で食べられるもののランクとか、就職とかも、そうだねー。何よりね、ランクの高い《偽剣》が回ってきやすくなるの。そして、第七階位とか高位《偽剣》の争奪戦に参加する権利がもらえるのー」

　なるほどな。評価点が高いと、学園側から優遇されるわけだ。

「ランクが高いと自慢になるんだよー」

「さんきゅ。だいたい分かった。つまり、すげえってことだろ」

　武琉が今理解したことを一言で告げる。するとコゼットは、『ああ、うん、そうだね……』といった様子で頷うなずいた。

「……そんなかんじかもー」

　ざわめきが静まってから、担任が言葉を続ける。

「──では本日のミッションの発表ですー」

　担任が一人でぱちぱちと手をたたく。

「本日はみなさんが慣れるのも兼ねています。一時間、攻撃を受けずに逃げ回ってください。今日は学園アカデミア内のみですから、表に出ないようにしてくださいね。出たら失格です。また、試験の合格者を最後にチェックするので、終わったら一度教室に戻ってきてください」

　誰だれとも視線が合わないような、器用な視線の動かし方で担任が告げた。

「開始は、鐘の音がなってから──って、ああっ！　もうこんな時間です……！　開始は、ご、五分後です！　それまでに、通過者の生徒は、好きな場所まで逃げてくださーい！」

　慌あわてたような担任の言葉とともに罵ば声せいが飛んだ。

「いつもいつも、どうしてそんなミスするんですか!?」

「先生のばか！」

「やばいやばいやばい！　文句言うより逃げないと！」

　いきなり通過者が焦しよう燥そう感かんを露あらわに騒ぎ出す。

　といっても、慌てているのは武たけ琉るを除いた第零次予選通過者の五名だが。

　急いでクラスを出て行く彼らを見ながら、武琉も教室から外に向かう。

　その途中で、今話されたことを頭の中で整理していく。





　①試験は放課後、指定された時間に行う

　②試験は三日間連続で行われる

　③変則的な鬼ごっこ。鬼は生徒の八割

　④攻撃を一撃でも受けたら敗退

　⑤その上で、一日ごとに違ったミッションが与えられる






　今回のミッションは、一時間逃げ続けること。

　だいたいこんな感じのはずだ。

　──きっと今ごろ教室では、オレたちを捕まえる話でもしているかもしれないな。

　武琉はそう考えながら、外へと向かって歩いた。
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　──武琉くん。大丈夫かなあ。

　コゼットはそんなことを思いながら、武琉を見送った。

　一年九組から、第零次予選通過者がいなくなった途端、クラスは一種の慌ただしさとともに、お祭りのような空気に包まれだす。

　その教室の中でも、開始時間の待ち方は様々だ。

　直球勝負で評価点をとりにいこうと燃えている生徒がいる。

　作戦の計算でもしているのかノートにがりがりと何かを書いている生徒もいた。

　複数人で協力して本気で捕まえにいこうとしている生徒もいれば、友達同士楽しむように相談している生徒もいる。

　コゼットは相談しているタイプだ。その周囲には、三人の女子が集まっていた。

　リスにも似た小動物っぽい女子のコゼットが両手をあげながら言う。

「よーし。じゃあ、作戦会議をはじめるよー」

　ルシアのお嬢様カティアがそれに髪をかきあげながら同意を示す。

「そうですわね。みなさん。完かん璧ぺきで美しいプランで、あの方を、狙いましょう」

　激おこ使いの褐色リンデイア少女アンジュが水筒を掲げながら叫ぶ。

「うん！　腹が減っては戦いくさはできぬっ！　だよっ！　みんなでカレーでも食べるっ!?」

　内気むっつりの薄幸少女レイチェルが困ったような、どこか艶なまめかしい声を出す。

「……あうう。そんなに時間ないですよう」

　彼女たちは、生まれた国もばらばらだが仲がよかった。

　そもそも光波剣科ルーメンが国籍混合の学科である。他学科は、その学科で強い勢力を誇っている国家があり、その国以外の人間は驚くほどに少ない。

　たとえば炎熱剣科フレイムであれば、大国ネオリカ。氷雪剣科ザミルザニイはルシア。といったように、その国が所有する《神域封剣レグナーレ》の属性に合わせ、学科の主軸となる国籍があるのだ。

　彼女たちは自国が勢力を持つ学科に行かなかった、もしくは行けなかった生徒である。

　能力の高低かもしれないし、他ほかに理由があるのかもしれない。

　彼女たちは、お互いそこに絶対に触れない。

　触れればお互いが焼け付くような痛みを負うかもしれないと分かっているからだ。

「とにかくー。今回の目的を、再確認するよー。いいかなー？」

　コゼットが全員に向かって問いかけた。

「ええ。どうぞ。構いませんわ。……って、アンジュさん。カレーを食べるの、やめてくれませんこと？　わたくしの制服にカレーの匂いがついてしまいますわ」

「お？　カティアちんも食べる？　はい、あーん」

「……いりませんわよ」

　などという会話を聞きながら、コゼットはぱんぱんと手をたたく。

「はーい。みんなー、聞いてー。時間ないよー」

　三人の視線が集まったところで、口を開いた。

「わたしたちの目的は、武たけ琉るくんだよー。おっけー？　おっけーだよねー。武琉くんを、追いつめることだよー」

　その言葉に全員が頷うなずく。

「ここで気をつけなきゃいけないのはー。勢い余って武琉くんを失格にしないこと」

「もちろん。わかっていますわ。追いつめた上で、交渉を行うんですわよね」

「そのとーりだよー。追いつめて、見逃すことを条件に、デートに、誘っちゃうんだよー」

　くふふ、とコゼットが笑う。

「ええ。目標は、一人デート一回、かしら」

　カティアが言うと、アンジュが驚いたような顔で叫ぶ。

「一人一回もっ!?　全員で一回かと思ってたよっ！」

「うんうんー。頑張って追いつめたら、一人一回も、狙っちゃえるかもねー。最悪でも、全員で一回を狙うよー」

「…………そんなっ。全員同時なんて……。は、はじめてなのに。だ、だめですだめですぅ……破は廉れん恥ちですぅ……」

　レイチェルが身をよじる。カティアは口元を隠して、意地悪そうに目を細めた。

「ふふっ。わたくしたち、とっても悪い子ですわね……。何か、悪事を働くと思うと、胸がどきどきしますわ」

「あたしたち、マジわる番長丸だねっ！」

「いやいやー。これくらいで悪事とか、器が小さいよねー」

　三人がそうやって笑いあう中、レイチェルは一人だけ怪しげな笑みを浮かべていた。

「……ふふ。武たけ琉るさんを追いつめて。あんな要求とか、こんな要求とか……。ああ、断れないですよね。うふふ。こんな要求、だ、だめですぅ……。でも、あは、あははぁ……」

「レ、レイチェルー？」

　心配になってコゼットが尋たずねると、カティアが涼しい顔でいう。

「いつものことですわ」

「……えへへ。ふふ……」

　四人の話がだいたいまとまったとき、光波剣科ルーメン全体に鐘の音が鳴り響いた。

　次の瞬間、地割れのような音がした。

　天井がきしみ、ぱらぱらと音と砂粒のようなものが落ちてくる。

　周囲の生徒たちも、立ち上がり、半数がわき目もふらずに廊下へと駆け出していく。

　三割ほどの残った生徒たちは急いで窓側から飛び降りる。

　上の階からも別の生徒が飛び出してきており、窓の外には学園アカデミア生がびゅんびゅん降っていくのが見えた。

　残り二割はいまだ作戦会議中のようだ。

　コゼットたちも、妄想するレイチェルを引っ張りながら、廊下へと走り出す。

　廊下は大勢の生徒で混雑しており、階段などはひどい有様だった。廊下側の窓からも、生徒たちが次々に飛び降りていくのが見えた。

「行くよー」

　コゼットは語尾をのばしながら告げて、廊下側の窓から外へ向かって窓枠を蹴った。




　コゼットたちが学園アカデミアの外にでると、幾筋もの光が迸ほとばしっているのが見えた。

　青い氷の弾丸が飛び、炎が渦を巻く。鋭い烈風が空気を切り裂く音がして、岩の塊かたまりが地面に降る。

　早速見つかったらしい男子生徒が、集中砲火を受けていたのだ。

《偽剣レプリカ》から放たれた剣波が雨あられと降り注ぐ。

　見知らぬ男子生徒は横に飛んで攻撃を回避する。

「おー。すごいねー」

　そんなコゼットの声は、巻き起こる爆音にかき消された。

　男子生徒の着地点を狙った攻撃が降り注ぐ。男子生徒は《偽剣》を振るい、攻撃のいくばくかを打ち消す。

「こんなところで、やられてたまるかよ！」

　攻撃を放った勢いを利用して後ろに跳ねて、そのまま真まっ直すぐに駆け出した。

　それを生徒たちが追いかけていく。

　そんな様子を見ながら、カティアが難しい顔になった。

「さすが、第零次予選をくぐり抜けた生徒だけはありますわね。逃げる二割は、全員があれくらいの能力を有していますわよ。とくに武たけ琉るさんなんて、どれほどのものか……」

「……まあ、あんまり気にせずにいこー。とりあえず、武琉くん見つけないと。このまま時間切れが、一番悲しいよー」

　コゼットの言葉に、カティアが頷うなずいた。

「ですわね。いったいどこにいるのか」

　予選を行う場所が光波剣科ルーメン内だけとはいえ、それでも敷地はとても広い。千数百人の生徒が学び、さらに実技の訓練でも非常に広い場所が必要になる。

　そういったわけで、一つの学科だけでも大きめの大学くらいの広さを用意されている。

　どうやって武琉を探そうかと考えあぐねていたとき、レイチェルが口を開いた。

「……わ、私が、見つけます」

　そういってレイチェルは腰に差してあった双剣の一本を抜いた。

「できますの？」

「……去年まで暗黒剣科ノワールだったんです。暗黒剣科は、絡め手や小技も結構得意なんですよ。武琉さんみたいに、あれだけ剣気オーラが垂れ流しになっているなら、すぐですぅ。この第三階位偽剣《クリコー》さんと《クピド》さんさえあれば、どんなところにいても、ふふ……ふふ」

　レイチェルはかわいらしい顔に不気味な笑みを浮かべながら、《クリコー》を強く握った。

　突如《クリコー》が黒い炎に似た禍まが々まがしい何かに包まれた。

「《クリコー》さん、《クリコー》さん。武たけ琉るさんは今どこにいますか？」

　剣先から黒い剣気オーラが立ち上る。

　先端から延びる黒い剣気は、一方向をピンと指し示していた。

　まるでその剣気に操られるかのごとく、レイチェルの腕が引っ張られていく。

「……こっちですぅ」

　レイチェルはまるで《クリコー》に導かれるように、歩き出した。




　四人がたどり着いた先は、屋内型の訓練場の近くだった。

　ドーム型の施設のすぐ隣の開けた場所。そこで、爆音が連続して鳴り響いている。

　コゼットは違い和わ感かんを覚えて眉まゆをひそた。またも同じ場所で爆発音が聞こえたからだ。

　それは、おかしなことだった。

　通常であれば、ここまで何度も同じ場所で爆発音が鳴り響くということはあり得ない。

　逃亡者が逃げるから、である。

　これは鬼ごっこだ。だとすれば、逃亡者が逃げないというのは明らかに普通ではない。

　四人は顔を見合わせてから、爆音のするほうへと走る。

　たどり着いた場所は、ひどい惨状になっていた。地面がえぐれ、木々は折れている。

「あ。武琉くんだよっ！」

　アンジュが指さしたのは、その惨状の中央にいる少年だった。

　不敵な笑みを浮かべた少年が立っていた。

　この世界にもうほとんど存在しない黒い髪と、黒い瞳。

　それはヤマト人であることを表す印。

　彼はポケットに手を入れたまま、自分を取り囲む数十人の生徒を油断なく見ている。

　いや、もはや立ったまま武琉を取り囲んでいるのは、十名ほどだ。

　他の生徒たちは膝ひざをつき、あるいは身体からだを地面に横たえ、荒い息をついている。

　彼らをぐるりと見回してから、武琉は口を開いた。

「なあ。大丈夫か？」

　取り囲んだ男子生徒の中の一人が、叫ぶ。

「まだ、終わるかァ！　これで、どうだっ！」

　男子生徒は巨大な大剣型《偽剣》グレートソードを両手で構え、振るう。

　燃えさかる炎の塊かたまりが先端から放たれ、武琉に襲いかかった。

　それを武琉は、その場からほとんど移動しないで、紙一重で回避した。

「おおー……。結構攻撃速いのに、完かん璧ぺきに見切ってるねー」

　コゼットが武琉を見ながらつぶやく。

「もう一度だァ！」

　男子生徒がもう一度炎を生み出す。それに合わせて、周囲の十数名の生徒もそれぞれ、氷の塊かたまりや、風の刃、岩石などを武たけ琉るに向かって解き放つ。

　様々な属性の、恐るべき数の集中砲火だ。

　すべてが直撃すれば、障壁バリアを破るどころか死んでもおかしくないほどの、攻撃。

　それを見た武琉の口元に楽しそうな笑みが浮かんだ。

「いいね」

　言って武琉は、一撃目を上半身をのけぞらせるだけで避ける。

　次は起きあがりながら左足を軸に四分の一だけ回転し半身になってかわした。

「すっごー……」

　コゼットが口をぽかんとあけた。

「……とんでもないですわね」

　カティアの頰ほおに汗が流れ、ふわふわの髪が一筋はりついた。

「………………」

　アンジュは目を丸くして、言葉もない様子を見せる。

「…………た、武琉さんすごいですぅ……。あれだけ激しいのを受けれるってことは、よ、夜の受けも……。だ、だめですぅ」

　レイチェルは赤くなった頰ほおをおさえ、かがみこんだ。

　そんなことをしている間にも、武琉に向かって連続攻撃は降り注ぐ。

　そのすべてを武琉は遊んでいるかのように回避し続ける。

　武琉の背後に破壊の爪つめ痕あとが刻まれる。武琉の足下が攻撃の余波で深くえぐれていった。

　──ドサッ。と、誰だれかが倒れる音がした。

　武琉ではない。

　武琉を攻めていた生徒のうちの一人だ。

「あれっ？　武琉くん、何もしてないのにっ！　そういえば、いっぱい倒れてる人いるけど、なんでだろ。カレーあげてきたほうがいいかなっ」

　アンジュがそういうと、カティアが答えた。

「……カレーはやめてあげてくださいませ。ていうかカレーで回復なんかしませんわよ。今の生徒が倒れたのは、エーテルを使って攻撃しているからですわ。あれは、エーテルを攻撃に変えて外に放っているんですの。だから、放ちすぎれば、あのように」

　カティアはいいながら、武琉を取り囲むように倒れている生徒たちを見た。

　コゼットがアンジュに代わって口を開く。

「やー。それくらい、アンジュも知ってると思うよー。でも、あそこまでなの？　だって、今回の予選は、障壁を壊すだけだよー。だから鬼役の生徒だって、威力は低めに抑えてるはずだよー。ということは、エーテルの消費も大きく抑えられてるってことだよー」

「その上で、ですわよ。そんな低消費の攻撃でも倒れてしまうほどに、何度も撃たされている──ということですわ」

　それを聞いてコゼットは身体からだをぞわっと身震いさせる。想像するだけで馬ば鹿か馬鹿しい。

「そんなの──いったいどれだけの時間、ここで続けていたのかなー。あれでもダメなら、わたしたちで追い詰めることなんて、できるのかな」

「できるできないじゃなくて、『やる』ですわ」

　カティアの言葉に、三人が頷うなずく。

　そういった話をしている間にも、武たけ琉るはひたすら攻撃を避け続けていた。

「あっ」

　アンジュがつぶやいた。アンジュが見ていた方向は武琉の背後だった。そこには、身を潜ひそめるように一人の女生徒がいた。

　正面からの攻撃に武琉が気を引かれている間に狙おう、という意図だろう。

　女生徒は音も立てずに風の刃を生み出す。そして極めて静かに武琉に向けて放った。

　それが到達する前に、武琉は何かを感じ取ったかのようにちらと目の端で後ろを見た。

　ほんの一瞬視界に収めただけで、飛んでくる風の刃を悠々と回避してみせる。

「いやいやー……。これは、無理でしょー」

　あはは、とコゼットが乾いた笑いを浮かべる。

　カティアが「それでも、やるんですの！」と檄げきを飛ばしたときには、武琉を取り囲む生徒のほとんどが地面に膝ひざや手などをついていた。

　残った数名の生徒に向かって武琉が尋たずねる。

「まだ、やるか？」

　その中の一人の男子生徒が肩を落としながら言う。

「いや、やめとくよ。……もう、時間もないしな」

「そっか。じゃあ、オレは別のとこいってくるよ。楽しかったぜ。またな」

　そう言った武琉の声は、コゼットにはどこか残念そうに聞こえた。

「もう、どっちが鬼だか分かりゃしねえな」

　男子生徒は武琉に向かって苦々しく笑う。そこへ、コゼットが声をあげた。

「ちょ、ちょっと待ったー。武琉くん。わたしたちとも勝負してもらうよー」

「……そうやって語尾をのばすと、まったく締まりませんわね」

　カティアがいいながら進み出る。

「お」

　ほんの一文字分の言葉をつぶやいた武琉がコゼットたちに視線を向けてきた。

「ふっふー。まあ、いくよー」

　コゼットは間延びした声で告げてから、自分の第三階位刺突剣レイピア型《偽剣レプリカ》を構える。

　コゼットの刺突剣型《偽剣》は優美な見た目とは裏腹に、得意属性は《地》だ。

　操るのが《地》属性である限り、コゼットは百％の力を引き出すことができる。

「──隆りゆう起きせよー！　土塊障壁テールミユール！」

　牽けん制せいの一撃。

　武たけ琉るの周りの土がぼこりと膨ふくれた。視界を覆うように、一瞬にして高く盛り上がる。

　これは本来防御のための技である。しかし、硬さよりも何よりも、障壁バリア出現の速度を優先させ、武琉の正面に出現させる。それによって、コゼットは目隠しとして利用したのだ。

　さらに、コゼットたちは光波剣科ルーメンである。光波剣科は、すべての属性に精通する万能者ジエネラリスト

　を育成するための学科だ。他の属性の攻撃もある程度理解しているし、されているということだ。

　つまりコゼットの意図は、攻撃を放った瞬間に、カティア、アンジュ、レイチェルにも伝わっている。

　武琉が戸惑っているであろう一瞬の隙に、カティア、アンジュ、レイチェルが散開する。

　別々の位置から《偽剣》を振るい、剣波を放つ。一番単純な、振るった先に剣撃を届かせるというだけの技。

　それは、そのような弱い攻撃でも壊せるようにコゼットが障壁の強度を調整したということを、理解している証しよう拠こだった。

　しかし、攻撃を見越していたかのように、武琉は土の壁に覆われた場所から飛び上がる。武琉のいなくなった土の壁が、三人の攻撃に激しく破砕される。

　飛び上がった武琉が表情を変えたのが、コゼットには見えた。

　何かに気づいたような顔。

　だが、自分もカティア、アンジュ、レイチェルも、攻撃を行ったばかりだ。

　次の攻撃にはまだ移れない。

　だというのに武琉はどうして、あんな表情を？　と思った瞬間、蒼あおい塊かたまりが目に入った。

　飛び上がった武琉のさらに斜め上に、巨大な氷柱つららが現れていた。

　それは見るだけでコゼットの背筋が凍えるほどの、力が込められている。

　障壁を破壊するのには、明らかに過剰な攻撃。かすっただけで、腕の一本くらい持って行かれそうな威圧感。直撃せずとも死に至らしめるには十分。そんな化け物のような攻撃。それが空気を切り裂き、未いまだ空中にいる武琉に向かって迫っていく。

「これは、あいつか──!?」

　武琉のそんな声がコゼットの耳に入った。

　避けられない……！

　コゼットが目を見開く。しかし武琉は、コゼットが生み出し、つい今少女たち三人の攻撃で砕け散った土塊の破片を、蹴った。

　空中でほんのわずかに姿勢を変化させた武たけ琉るは、氷柱つららをぎりぎりで回避した。

「よ、よかったー……」

　コゼットがそう安あん堵どの息をついた。しかし、カティアの悲鳴じみた声があがる。

「いいえ！　まだですわ！」

　さらに体勢の崩れた武琉に向かって、氷柱がもう一本飛んでいっていた。

　今度は蹴るべき土塊すらない状況。

　コゼットが悲痛に顔をゆがめる。

　あんなものが当たってしまえば、予選で失格になるどころか、命すらも危うい。

　武琉は、その瞬間、氷柱そのものを蹴った。

　直撃するタイミングに合わせ、正面からではなく、横から氷にぶつかるように。超高速で飛んでくる氷柱を、さらなる超々高速で蹴ったのだ。

　氷柱が砕け、ついで武琉が地面に着地する。

「…………ほんと、なにあれー……。信じられないよー」

　呆ぼう然ぜんとするコゼットの視界の端で、訓練場の外壁の上に何かが映る。

　それはぼんやりとした黒い影に見えた。

　でも黒い影は一瞬見えただけで、すぐに消え去る。

　気づけば武琉もコゼットと同じ方向を、楽しさすら感じさせる笑みを浮かべ眺めていた。

　ちょうどそのとき、光波剣科ルーメン中に鐘の音が鳴り響く。

　第一次予選の、一日目が終了したのだ。





　　　　　◆　◆　◆






　もう終わってしまったのか。──わりと短かったな。

　それにしても最後に攻撃してきたアイツ。一瞬しか見えなかったけど、先日襲撃してきた仮面マスク少女、だよな？　攻撃方法もよく似ていたし。

　そんなことを考えながら武琉は試験終了後に教室に戻り、合格者の一覧に名を連ねた。

　一年九組の武琉以外の合格者は二名で、計三名だ。

　クラスの第零次予選突破者である六名のうちの半数が生き残るという結果になった。

　武琉はクラスメイトの賞賛の声に適当に答えながら、教室を出る。

　武琉はそのまま、いま居い候そうろうをしている家へと向かった。




　武琉は部屋の前までたどり着くと、カードキーでロックをはずし、扉をあける。

　すると正面に、制服の上にエプロンをかけた咲さく耶やがいた。

　まるで待ち構えていたかのように、玄関の目の前にいたのだ。

　咲さく耶やはおそるおそる、確かめるように、口を開いた。

「ど、どうだった……？」

　下からのぞき込むように、じっと武たけ琉るの目を見つめてくる。

「おう。大丈夫だったぞ」

　そういうと、咲耶はぱぁぁぁと顔を明るくする。ゆるんだ口元を動かす。

「そ、そうなんだ。良かった。わ、わたしは、まったく心配なんかしてなかったわ。武琉なら、受かると思ってたし。うん」

　こくこくと一人で頷うなずいてから、武琉に微笑ほほえみかけてきた。

「でも、お疲れさま。ちょうどご飯ができるところだったから、武琉も一緒に、どう？」

　言いながら咲耶が部屋の奥に入っていく。

「座ってていいから」

　部屋の中央にはすでに折りたたみ式のテーブルが用意されている。すでに料理が少しだけ用意されている。そこに咲耶は冷蔵庫からいくつかの料理を取り出す。

　ぱたぱたと歩いて、申し訳程度の調理台に向かう。

　咲耶は味み噌そ汁しるを温めて、肉を焼いた。それから武琉と一緒のテーブルにつく。

　テーブルの上にあるのは、和風のハンバーグ。味噌汁。ごはん。冷ひや奴やつこに、ほうれん草のゴマ和あえ。鶏とり肉にくと野菜のサラダ。

「……待ってたわけじゃ、ないからね」

　咲耶は武琉の目を見ながら、わざわざそういった。

「だったら、オレが帰ってくるのはいいタイミングだったよな」

「う、うん。そうよ」

「わざわざ冷めても大丈夫な料理だったり、温めるだけで食べれるようにして、待っててくれたかと思ったよ」

　咲耶は不満そうに唇くちびるをつきだして言う。

「……そんなわけ、ないじゃない」

　頰ほおにはほんのり赤みがさしていた。

「違うのか？」

「違うわよ。いいから食べて」

　武琉はいただきますと告げてから、ハンバーグに箸を突き入れる。透明な肉汁がじわりとあふれ、皿の上に広がった。

「ちゃんと栄養をとって、武琉も頑張ってね。わたしも頑張るし」

「おう。予選が終わったら、咲耶も参戦するんだよな？」

「ええ。そうよ。ちゃんと力を見せつけないとね。ヤマトが舐なめられたら潰されちゃうかもしれないし」

　武たけ琉るは箸はしの動きを止めて、咲さく耶やを見る。

「っておまえ、重いことをなんでもない事みたいに言うなぁ……」

「別に、堅苦しく言ったからって変わらないでしょ」

「まあ、そうだけど」

　咲耶はぎゅ、と拳こぶしを握った。

「わたしがここで力を見せつけて、ヤマトに喧けん嘩かを売ったら痛い目みるって、示す。ただそれだけのことよ。とっても単純な話」

「それ、オレが活躍しても、意味あるんだよな？」

　咲耶は少し考えるように視線をさまよわせたあと、頷うなずく。

「たぶん、そうね。武琉はヤマトの人間だって認識されてるはずだし……」

「そっか」

　先日の、咲耶との『咲耶を救う』という約束は、まだ生きている。

　武琉にとってそれは叶かなえるべきものだ。

　祖父は言っていた。

『軽々しく助けを求める人間だったら、少し手を貸してやるだけでいい。だけど、もしも、そうでない人間が助けを求めたら、何を敵に回しても見捨てるな』

　あのとき、咲耶が叫んだ助けの言葉は、きっととても重たいものだ。

　だって咲耶はきっと、他ほかに助けを求められる人間がいない。

　誰だれにも頼らず自分の力だけで生きてきたことは、想像に難くない。

　加えて言えば、武琉とも利害が一致している。

　武琉は大会で勝ち抜きたい。咲耶はヤマトの人間が大会で活躍して欲しい──といっても、現状は咲耶と武琉の二人しかいないわけだが。

　その中でどうやったら最大限咲耶のためになるのか。

　それを知るためには、この世界がいったいどうなってるのかを知らなければならない。

　まずは、この学園アカデミアがどういった場所なのか、とか。

「なあ、咲耶。気になっていたんだけどさ、この学園って、なんでできたんだ？」

「それは、以前も言ったと思うけど。七つの国家がお互いの技術を学び合うために──。っていうのは表向きの理由ね。まあ、実際それも、あるけれど」

「ああ」

「実際は、代理戦争の場所ね。自分の国はこんなに強いんだぞーって、《神域封剣レグナーレ》の力をぶつけあい、牽けん制せいしあう。そこから推し量った武力を元に、交渉の有利不利が生まれるの。だから《神域封剣》を二本持ってるネオリカが、今この世界では一強。でも、それ以外の国が結けつ託たくすれば、ネオリカよりも強くなる。だからネオリカも好き勝手にはできない。力で力を牽けん制せいするパワーゲームよ」

　言いながら咲さく耶やは小さく息を吐いた。

「まあ、当然ながらヤマトは弱小よ。一強のネオリカとも、わたしがアルベルトといざこざを起こしたせいで、おそらく険けん悪あく気味ね。ゲルツが持ちかけてきた同盟も断っちゃったし。ま、だからこそ、大会で強い力を示す必要があるわけだけど」

　咲耶はそこでいったん言葉を区切る。それから固い声で告げた。

「……それだけだったら、まだいいんだけどね」

　今までの話だって十分すぎるほどに重たい話だったはずだ。なのに、それ以上があるっていうのか？

「実は生徒の間で噂うわさされていることがあるの。学園アカデミアが設立された、本当の理由があるって」

「……噂、か」

　噂。不確かな話。取るにたらない話。しかし咲耶の表情はそうは言っていない。

「……それは、いったいなんなんだ？」

「神霊浮遊都市エーテル・フロートがないくらい昔、国が滅びたの。それも《神域封剣レグナーレ》を持っていた国が」

　現在の最高戦力である《神域封剣》。それを持った上で滅びたということがどういうことか。この世界では、《神域封剣》の強さによって、保有している国自体の発言権すら左右される。つまりそれは他ほかに逆らえる存在がないほどの武力ということだ。

「……ほかの《神域封剣》に、やられたのか？」

「ううん。それ以外のものよ」

「それは」

「わからないわ。一説によれば、剣を持った人型のナニカ。違う説では巨大な化け物や、他国の研究サンプル。災厄なのか化け物なのかも、わからない。でも、《神域封剣》に勝てるそんなものは、存在しないはずなの。とにかく、学園ができる前にその出来事があったという話。そんな災厄に対応するために、学園ができたって説もあるの」

「……ああ」

「学園の上層部が隠いん匿とくしていて、史実には何も記されていないわ」

「なんでそんなことがわかるんだ？」

「理事長に聞いたときは、はぐらかされたけど……。でも、たまたま学園の上の人に確認する機会があったの。彼は慌てたように口をつぐんだの。つまり、そこには絶対何かがあるということよ」

　確かに慌てて口を閉ざすなんていうのは、怪しい動作だ。

「生徒の間では、こう呼ばれているの」

　咲耶は武たけ琉るの目を見ながら、それの名前を告げた。

「狂信の災禍フアナテイクス」




　そのすぐあとのことだ。

　先ほどの真面目な空気を吹き飛ばすようにやってきたのは、ノエル・リーヴェンだった。

　玄関にはまるで魔術師のようなコートを着た、茶色のツインテール少女がいる。生真面目な妖精を思わせる雰囲気。ノエルが来るだけで、咲さく耶やの部屋の空気ががらりと変わる。

　彼女はいつもの名前と所属を告げる挨拶をしたあと、緑石色エメラルドの瞳で武たけ琉るを見上げるように射抜く。

「如月きさらぎ武琉。そして此この塚づか咲耶。先日はお世話になりました」

　ノエルが頭を下げる。その角度は一定なのか、既視感すら覚えさせられた。

　そんなノエルに、咲耶は狭い部屋の中から視線を向ける。

「べつに、そんなの、いいわよ。もともとわたしのせいだし……」

「此塚咲耶。私は、あなたに本当に感謝しています。非合理的で、納得できないのですが、何度も考えてしまいました」

　ノエルは正しい姿勢のまま、わずかに頰ほおを染める。その様子に咲耶は眉まゆをひそめた。

「……え？」

　ノエルはほんのわずかにもじもじとしてから、口を開く。

「あなたと、武琉と、三人で暮らすことを、です」

「はぁ!?」

　予想だにしていなかったセリフだったのか、咲耶が叫び声をあげた。

「きっとそれは、幸せなことでしょう」

「待って。何か、何かおかしい気がするわ……。なんか頭が痛くなってきた」

　頭を抑える咲耶をよそに、ノエルが武琉のほうを向きながら告げる。

「そして如月武琉。あなたのために、また会議が開催されました」

「また!?」

　あの、頭のおかしい会議が、また開かれたというのか。ゲルツの各種スペシャリストを集めた、首脳会議。先日の会議の結果は、人材の無駄遣づかいというのが相応ふさわしいものだった。

　いや──と武琉は首を左右に振った。

　天才経済学者から、裏社会の首しゆ魁かいまで。超絶メンバーが集まっているのだ。ならば、前回の失敗を無駄にするわけがない。

　今度こそ、武琉に何かをするための、有意義な会議になったに違いない。

「そうです。これが、その結果です……！」

　ノエルは自信満々に胸を張って、魔術師のようなローブを上からはだけていく。

　その下から現れたのは──。

　マニアックな紺色をしたワンピース型の水着。──即すなわち、スクール水着。

「これは、我がゲルツが誇る会議で決められたものです。特に、一つの事象からすべてを見通す歴史学者ゲシヒテ・ゲレーアタアが推していたものです。これはヤマトで最も愛された衣装です」

　紺色の水着かいぎのけつかを見たためか、武たけ琉るは頭が痛くなってきた。

「……本気か？」

「国をあげて本気であなたを落としにかかっている。だからこそ、この衣装です。性を感じさせないこの目立たない紺色。あどけない少女を想起させる身体からだを大きく覆う形状。あえてつけた塩素の匂い。さらに耐久力にも優れています。つまり実用的。ゆえに美しさを引き立たせ──（略）。──それを歴史が証明している！　と歴史学者は仰おつしやってました」

「そいつダメだろう!?　ちょっとおかしいんじゃないか!?」

　武琉のツッコミを無視したノエルは、ローブを下の方まではだけながら口を開く。

「ところで如月きさらぎ武琉。薬には、食べ合わせというものがあります。とある風邪薬と一緒に特定の食べ物を摂取すると、効き目が弱くなる。または、強くなることがあります。それと同様に、服装にもそれがある。スク水と相性のいいものが、あるらしいのです」

　そこからは、あってはならないものが見えた。

　身体を覆うスクール水着。

　まだ、これはいいとしよう。まだマシだ。しかし、なぜ足を覆うモノがある？

　足を覆う黒くフィットしたそれは。紛まぎれも無くニーソックス。












　スクール水着に、ニーソックスを合わせてきた、だと……!?

「こんな病的な組み合わせを考えるなんて、頭がおかしいぞ！　医者を呼んでこい！」

「スク水とニーソックスは最高の食べ合わせだ。仙薬、霊薬、それらの材料にはスク水とニーソが混ぜられていたことは想像に難くない。と、我がゲルツの神の手を持つ医師ゴツツハンドは言いました」

「医者が言ってたの!?」

「この服装によって、交渉の成功率が四百％ほど上昇する、らしいです」

「ええー……」

「ゆえに、如月きさらぎ武たけ琉る。もし私が、最終予選を突破できたら、そのご褒ほう美びを、あなたからいただくと、我がゲルツの首脳会談で決定されました」

「ちょっと、本当に意味がわからないんだが」

「失われたヤマト文明の書籍には、よく記されていたそうです。テストで百点とったらデート。ゲルツ数学界の頂点に立つ数学者マテマテイク・ゲレーアタアは、この法則を転用することを思いつきました。ゆえに、私が予選を頑張ったご褒美に、あなたは私とデートする必要が生まれます」

「待ってくれ。意味が判わからない。『ゆえに』とか言ってるけど、何も結びついてねえだろ」

　武琉があきれ半分で告げると、後ろから声が聞こえた。

「待ちなさい、ノエル。ヤマトのトップとしてそれは認められないわ」

　咲さく耶やは両腕を組みながら、ノエルを見据えていた。

「本戦出場が決まったからデート、ってことよね。それなら、わたしも資格があるはずよ」

「否定します。此この塚づか咲耶。それは予選を頑張ったという過程も評価されてのこと。シード枠であるあなたには、資格はないはずです」

「むっ……」

　ノエルは一瞬あとに表情を緩める。

「ですが、此塚咲耶。私はあなたに恩義を感じています。なので、その……、私が個人的な判断を行うのは、極めて稀まれなのですが」

　ノエルの顔が耳まで赤く染まっていく。

「その……よ、よかったら、三人で、どうですか？」

「え、い、いいの……？」

　いや、いいの？　じゃねえよ。二人で勝手に話を進めやがって。





　■第一次予選　一日目　結果

　　二百五十六名　→　百三十四名








│二章│仮面少女の襲撃






　──第一次予選の二日目。

　その日も武たけ琉るは、担任に授業態度を誉ほめられていた。

　半なかば眠るように俯うつむいた態度は、この対人恐怖症の担任にとって望むところらしい。

　教室の教壇の上に、ぱりっとしたスーツ姿の担任が立っている。その姿は背伸びした高校生くらいに見えた。

「はーい。それでは帰りのホームルーム兼、第一次予選二日目の説明を行います」

　担任の発言を聞いて、授業の余韻で鈍くなっていた武琉の意識が一瞬で覚かく醒せいする。

　身体からだを巡る血液の温度が一瞬にして上昇したような感覚を覚えた。

　昨日はなかなか心が踊る日だった。今日もそんな日が続くといい。

　ここに来てから、楽しいことばかりだ。

　オレを喚よんだのがイレギュラーとはいえ、全部あいつのおかげだな。

　と、桜の花の髪飾りをした少女を思い浮かべる。

「本日の条件も、昨日とほぼ同じです。ただし、ミッションが一つだけ入れ替わります。昨日は『ただ逃げ続ける』だったのに対し、今日は潜入を想定したものとなってます」

　担任は外に視線を向けながら言った。

「光波剣科ルーメンの端にある時計塔は知っていますか？」

　その言葉に周囲の生徒が頷うなずくのが見えた。

「すいません。オレ知らないんですけど」

　武琉が手をあげながらいうと、担任が告げる。

「外に出て、ぐるりと周囲を見渡してください。一際大きな建物がそれです」

　言われて武琉は、学園アカデミア内にある無駄に大きな建物を思い出す。

「残った受験者のみなさんは、そこの最上階に一時間以内にたどりつくこと。それが本日のミッションです」

　担任は瞬まばたきをしてから、続ける。

「残念ながら落ちてしまったみなさんは、そこにたどり着こうとする受験者を阻止してください。受験者の障壁バリアを破壊した生徒は、評価点がプラスされます。なんと、昨日の五十％増しですので、頑張ってくださいね」

　担任がそういうと、「おおっ」という声が教室のあちらこちらから聞こえた。

　おそらく大盤振る舞いなのだろう。

　ゆるふわカティアが「はい」と言って手をあげた。

「昨日から気になってましたけど誰だれが倒したかって、どうやって判定しているんですの？」

「腕輪のほうにちょっとした仕組みを用意しているんです。障壁バリアを壊した剣気オーラの波長を覚えるシステムを組み込んであるんですよ」

「……でしたら、協力することは、意味がないんじゃないかしら？」

「いえ。攻撃を加えた生徒が申請することによって、評価点をみんなで分割することもできますので、安心してください。ただ──」

　担任はほんの少し顔をしかめながら告げる。

「障壁を破壊した生徒がもし自分一人だけのものにしようとした場合。その人が全部の評価点を得ることになります」

「それはあまり美しくはありませんわね」

「他人の心を見抜けなかった方の自己責任です。これは、予選に落ちてしまった人への課題でもあります。全員がこの試験を必死に行うように。そして成長できるように。そのためにこの予選で得られる評価点はとても高く設定されています」

「先生は、卑ひ怯きような人が勝つことが正しいとおっしゃるんですの？」

「そうは思いません。でも、カティアさん。あなたは実際に誰かに騙だまされても、そういうんですか？　相手が悪いと。それが、取り返しのつかないミスだとしても。私は悪く無いから、責任を取る必要がないと」

　カティアは何かを言い返そうとして、結局言葉が出なかったのか口を閉じた。

「どんなに間違っていても、どんなに悪くても、どんなに最低でも、たとえ他人を騙してでも、利を得た人が勝者となります」

　言葉の意味が染み渡るようにだろうか、ほんの少し時間を置いてから担任は続ける。

「そして、どんなに正しかったとしても、どんなに善い人でも、どんなに理念が崇高であっても、たとえまったく非がなかったとしても、奪われた人間は敗者になります」

　担任の言葉にカティアは苦い表情をしながら頷うなずいた。

「……そう、ですわね」

「このルールはどんな手を使ってでも勝利をもぎとれ、というふうに解釈できます」

　そこでいったん言葉を区切ってから担任は口を開く。

「でも、先生個人としては、騙されないように他人を見る目を養ってほしいと思ってます。……あなたたちは、頑張ってくださいね」

　担任はどこか寂さびしげに見える表情でそういった。

「……とにかく。本日は受験者以外の生徒さんに先に、表に出てもらいます。時計塔の周辺やその中に先に行って準備していてＯＫです。鐘の音がなったら、開始なので。それまでに用意を終えておいてくださいね。では、いってらっしゃい」

　担任が告げると、武たけ琉るを含めた三人以外の、鬼側の生徒がぞろぞろと教室から出ていく。

　室内に残ったのは、武たけ琉ると担任。そして、男子と女子が一名ずつだ。

　ピアスをあけた短髪の男子生徒と、おさげの真面目そうな女生徒だった。

　ほとんど話したことがなかったためか、未いまだに名前は覚えていない。

　男子生徒は椅子に体重をかけてぐらぐらと揺らし、時間を潰している。

　彼は何かを思い立ったかのように椅子の動きを絶妙なバランスで止め、口を開いた。

「なあ。おまえらどーすんの？」

　武琉は彼に視線を向ける。

「ああ。俺の名前はデュラン。デュラン・ベイカーだ」

　デュランと名乗ったピアスの男子生徒に、武琉は問いを投げる。

「で、どうするって、何がだ？」

「試験に決まってんだろ、試験。一時間っつーことはァ。結構時間あんだろ？　ぶっちゃけ時計塔入るのなんか五分ありゃ十分じゃん。でもよ、一時間もある。いつ行くか、ってのはすっげえ重要になるじゃんよ」

　その言葉に女生徒が頷うなずいた。

「……そうね。それは同意するわ。他の受験者の突入のタイミングに合わせれば、成功確率は上がるわね。あとは、開始直後と終了直前は、防衛側の集中力が上がるかもね」

「それもあるかもしれねえなァ。あと、気になってるのは、他の受験者の妨害もあるんじゃねえかってこと」

「…………なんで？」

「なんでって、合格者が定員制だからだよ。学園アカデミア全部で、二次予選の勝者が二十五名。んでもって、うちの現在残ってる人数がたしか百二十四人か。めんどくせーから約百二十人。学科が八つで中等部高等部含めて十六、……んでも錬剣術科アルキミアは戦闘学科じゃないから除外か。十四×百二十で、まあだいたい今残ってる受験者が、学園全体で千七百くらい？　これが、最終予選終了時には二十五人まで削られてんだぜ」

「そうね」

「だったら、今のうちに少しでも落としておいたほうが、確率は上がるんじゃねーの」

　デュランがいうと、おさげ女子も頷く。

「……たしかに、そうかも」

「だからさ、俺たちで協力しね？　おー。これ、ナイスアイデアじゃん」

　そういってデュランは両手をあげる。武琉は考える間もなく首を横に振った。

「誘ってくれてありがとうな。だけど、オレはやめとく」

「なんでよ」

　問われてから武琉は考える。

　確かに他人と協力するのも悪くはない。今までそんな経験をほとんどしたことがないから、楽しくはありそうだ。

　しかし、せっかくこんなふつうじゃない学園アカデミアで、ふつうじゃない自分の力を発揮できる機会なのだ。なら、思う存分動き回りたい。そのほうが絶対に楽しいはずだ。

　と、武たけ琉るは考え、返事をすることを忘れていた。デュランの舌打ちが耳に届く。

「ちっ。そーかよ。ヤマトの転校生サマは拒否かよ。んじゃ生き物係。おまえはどーよ？」

「……生き物係って言わないでよ。じゃんけんで負けただけじゃない」

　女生徒が不愉快そうに口にする。

「で、どうだ？」

「私もお断り」

「なんで」

「他ほかのクラスの子と協力することになってるからね」

　きっぱり言われて、デュランは口をつぐむ。

　そのような微妙に居心地の悪い時間が十数分流れ、ようやく鐘の音が鳴った。




　さて、今日の試験も楽しいといいな。

　期待混じりの高揚感を抱きつつ、武琉は開始と同時に教室の前扉を開いた。

　そして、扉の外へと出ていく。

　その瞬間、廊下が炎に包まれた。

　視界を覆い尽くさんばかりの燃えさかる炎が迫ってくる。

　武琉は一瞬で炎の奥に、数人の生徒がいることを視認した。

「よっ、と」

　武琉は窓を割りながら、表へと飛び出す。

　足を思い切り踏み込んでぎゅんと加速。軽く後ろを振り返れば、襲ってきた生徒たちは啞あ然ぜんとした顔で武琉を見送っていた。

「うおー！　いきなりかよっ！　ははっ。すっげえ、いいじゃん」

　武琉の後ろで何度も爆音が鳴り響く。

　他の受験者は、あれを回避できたのかね。

　武琉はそんなことを考えながら、ゆっくりと時計台へと向かう。

　急ぐ必要はない。時間はたっぷりとある。ならば少し待つべきだ。

　クラスメイトは、初めと最後が一番難易度が高いと言っていた。しかし、武琉の考えではそれは違う。

　難易度が低いタイミングを狙うならば、突入するのは始めか一番最後だ。

　始まったばかりなら、きっとまだ地形にも慣れていないだろう。

　終わり間際なら、能力を使いすぎて疲れているだろう。

　そして、一時間程度の短時間で気が抜けるとも思えない。だから中盤の難易度が低いということはない。

　だからこそ、武たけ琉るは少し時間が経たってから時計台へといきたい。

　生徒たちが待ち伏せに慣れた頃ころに。

　身体からだが暖まって性ギ能アが高くなり、疲れる前の、最高のポテンシャルを持っているときに。

　そのせいで試験に落ちてしまうかもしれない。

　だけど、そのほうが絶対に楽しい。

　武琉にしても、相手側の生徒たちにしてもそうだ。

　お互い最高のコンディションでぶつかりあったほうが、いいに決まっている。

　そして武琉は、自分が立ち向かえないかもしれないほどの壁がほしい。

　最高の難易度に、挑戦してみたい。

　それを必死になって、超えてみたいのだ。

　今頃時計台では先陣を切った挑戦者との戦いが始まった頃だろうか。

　そう考えるだけで武琉は自然と拳を握っていた。
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「……まだかなー」

　コゼットはそんなことを呟つぶやきながら、武琉を待っていた。

　間違いなく武琉はここに向かってくるはずだった。だって目的地だから。

　コゼットは少し離れた場所から大時計塔を見上げる。

　大時計塔は巨大だ。

　本当にでっかい。

　直径四十メートルほどもあり、高さ二百十メートルと少し。

　中は吹き抜けになっていて、ぐるぐると壁に沿って広い階段が用意されている。

　だが、いくら大きいからといって、鬼側のすべての生徒が中に入れるほどでもない。

　だから内部には、所有する《偽剣レプリカ》の階位が高い生徒たちが配置されている。

　特に第一次予選の一日目で落ちてしまった生徒たちは総じて高い能力を持っている。今も手ぐすねを引いて階段の途中で待ち構えているはずだ。

　コゼットを含むそれ以外の生徒たちは、時計塔を取り囲むように待ち伏せをしていた。まるで固定砲台のようだ。

　しかし、この固定砲台群は、最初に突っ込んできた生徒たちに軽々突破されてしまった。

　というのも、コゼットたち鬼側の生徒の統制がとれておらず、受験者を狙った流れ弾が他ほかの生徒に当たるという事態が多発したためだ。

　それでためらいが生まれ、攻撃の手がおろそかになり、何人もの生徒を通してしまった。

　その失敗を教訓として、今では声を掛け合い、お互いの場所を把握し、どこになら攻撃を飛ばしていいかを理解している。

　今現在の布陣をとってからは、少数で突破を狙った生徒はすべて撃墜できていた。

　つまり万全の体制ということだ。

「誰だれか、きましたわ！」

　カティアの声に、コゼット、アンジュ、レイチェルが《偽剣レプリカ》を構える。

　武たけ琉るではなかった。

　双子の女生徒だ。名前はローラ・ブリンカー。そして、ローレ・ブリンカー。

　二学年の《ツインズシルフ》として有名で、五階位の《偽剣》を持つ姉妹だった。

　去年は最終予選にまで残った中々の強者でもある。

　彼女たちは風の妖精を思わせるほどしなやかに、素早く迫ってくる。

「お姉ちゃん、たくさんいるね。でも、ちゃっちゃと突破しようね！」

「うん。もちろんだよ！　二人で、最終予選まで突破しようっ！　こんなところで躓つまずいていられないよ！」

　声をかけあうブリンカー姉妹に向かい、炎や氷や土や風などの攻撃がいくつも放たれた。

　しかし、彼女たちは風のように舞い、それらを軽々と回避していく。

　彼女たちがその調子で、鬼側の生徒の間をすり抜けようとしたとき。

　コゼットが刺突剣レイピア型《偽剣》を地面に突き立てる。

「──隆りゆう起きせよー！　土塊障壁テールミユール！」

　突如、土の壁が生まれた。二人のすぐ前だ。二人がぶつかるまいと急停止をかける。

「ふふー。そんな場所で止まっちゃ、だめだよー」

　コゼットがつぶやいた瞬間、周囲からの一斉射撃が始まった。

　この場所で止まれば、この周辺にいる五十名近い生徒が同時に攻撃を加えられる。そんな位置を狙って、コゼットが足を止めさせたのだ。

「お、お姉ちゃんっ！」

　悲痛な叫びとともに、妹のローレが姉のローラをかばうように両手を広げた。

　いくつもの攻撃がツインズシルフのローレを襲う。

「きゃあああっ！」

　そのときローレの腕輪が一際強く発光した。

　青白い球形の障壁バリアが展開され、その直後にパリィィィンと音を立てて砕け散る。

「くっ……！　よ、よくも……！」

　姉のローラは周囲の生徒を睨にらみつけてから、我慢するように息をはく。それから大時計塔のほうを向く。

「おー……。妹さんの犠牲を無駄にしない腹積もりだねー」

　ローラは両手剣型《偽剣レプリカ》を振るい、上に跳ねた。風が彼女の周囲を渦巻く。風に背中を押されるかのように、空を舞う。

「でも、それこそ、失敗だねー」

　宙に浮くということは、障害物がまったくなくなるということ。そして、コゼット側から見れば誤爆の可能性がゼロになるということだ。

　ローラが宙に浮いた瞬間に、空中一帯が光輝く。様々な属性の攻撃だ。

　彼女に直接向かう攻撃や、ややはずれた場所への攻撃もある。

　意図せず行われた、面を制圧するような広範囲攻撃。

「そんなっ！　私たちが、こんなとこでっ……！」

　ローラは回避すらできず、苦く悶もんの表情を浮かべながら、地に落ちていく。

　それを見ながらコゼットがぽつりと告げる。

「ねえ、これさー。もう武たけ琉るくんと交渉してデートするとか、そういう話じゃなくなってるよねー？　『降参しなさいー』とかやってる余裕ないよねー？」

「……確かに、そうですわね」

「うんっ。ガチしょんぼり沈殿丸だねっ！」

「…………こんなに大勢で、武琉さんを、襲う……？　そんな、ああっ……」

「まー。今回はマジメにやろっかー。仕方ないねー」

　と、コゼットがつぶやいたときだった。

　たった一人きりで迫ってくる人影を見つけたのは。

「は、はやー」

　先ほどのツインズシルフなどとは比べものにならないほどの、超速度。

　そして見覚えのある黒髪。

　あまりにも速すぎて、牽けん制せいの攻撃を放つことすらできなかった。

　気がつけば、すぐ目前。

　コゼットは《偽剣》で身体強化をしている。それでもなお目で追うことすらできない。

　しかしコゼットはなんとか反応する。

「え、ええいー。今だー！　──隆りゆう起きせよー！　土塊障壁テールミユール！」

　コゼットは地面に刺突剣型《偽剣》を突き立てる。

　同じ戦略を何度もやって慣れたため。今まで数年間訓練をしてきた成果があるから。それら様々な要因が絡み合い、奇跡のように上う手まく合致する。

　それほどまでに会心の出来。

　地面が隆起して、武琉の目前に土の壁を作る。

　スピードを落とさずには避けられないほどの、抜群のタイミングだ。

　先ほどのツインズシルフのように、止まれば五十近い生徒の一斉射撃が、ジャンプすればそれ以上の生徒の集中砲火が待っている。

　──ふふー。勝っちゃったかもー。

　内心で、コゼットはそう思った。勝ちを確信した。

　しかし武たけ琉るは速度を緩めない。

　現れた土壁を、ただ殴り飛ばした。

　どれほどの強度か分からないはずなのに。一瞬の迷いもなく、ただ真まっ直すぐに殴った。

　コゼットは、躊躇ためらいすらないその動作に、見とれてしまう。

「……すごー」

　武琉の拳こぶしはコゼットの横に作られた土壁を砕き、最短距離の道をこじあける。

　武琉が突如、空を鋭く睨にらんだ。

　釣られてコゼットもそちらに視線を向ける。

　氷柱つららだ。

　太陽のある方向に、氷柱が生まれていた。それは昨日武琉を襲った氷柱によく似ている。その氷柱が恐るべき速度で飛来した。

　武琉ではなく、コゼットへと向かって。

「え、え、えー？」

　氷柱が視界の中で膨ふくれ上がる。

　周囲にまき散らされる剣気オーラの量で、あれがどれほど危険なものか、わかる。

　少なくともコゼットの命を奪うためには余裕すぎる。考えるまでもなかった。

　死が迫ってきているためかコゼットの意識は引き延ばされたかのように、スローモーションになっていく。だから、周囲の状況を認識することができた。

　カティアも、アンジュも、レイチェルも回避の動作に移っている。

　──良かった──とコゼットは胸をなで下ろすような気持ちになる。

　だけどコゼットには避けられない。

　武琉に土壁を作ることに、全神経を集中していた。

　突然の攻撃に対応できるわけもない。

　あの氷柱はおそらくコゼットの胴体を貫き、死に至らしめるはずだった。

　先ほどまでずっと前に向かって駆けていた武琉が、一瞬で方向転換をして、コゼットへ向かって跳躍してきた。

「コゼットッ！」

　その言葉を聞いた瞬間に、覚悟していた死の予感は吹き飛んだ。死ぬかもしれないというのに、それとは違う心臓の高鳴りが身体からだを支配する。

　氷柱があたる直前、コゼットの身体が抱き寄せられた。

　ずがんっ！　と音がして、すぐ近くの地面が大きくえぐれる。

　何が起こったか理解できなかった。そのすぐあとに、武たけ琉るが助けてくれたことに気づいた。もしかしたら攻撃が当たり、失格になるかもしれないのに、それでも武琉はコゼットを救ってくれた。

「平気か？」

　問いかけてくる武琉の顔が、なぜだか、まっすぐに見られない。

「う、うんー……」

「よか、──ったァ!?」

　コゼットを両手で抱いて、一息ついた武琉に攻撃が降りかかる。

　さっきの氷柱つららとは別のもの。武琉を倒して評価点を得たい一部の生徒たちの攻撃だ。

　それを武琉はまるで舞うかのようにそれらの攻撃を避ける。そして攻撃が止やんだ一瞬を見計らってコゼットを地面におろしてくれた。

「無事で良かった。じゃあ、いってくる」

　短く告げて、武琉は大時計塔の入り口へと向かって走っていった。

　ただその背中を見送る。

　コゼットは自らの心臓の高鳴りを抑えることができなかった。
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　武琉は怒りを感じていた。

　あの氷柱は、いったい、誰だれがなんのために？

　武琉を攻撃するのはまだ分かる。これはそういう試験だからだ。

　だけど、それ以外の人間にあんな威力の攻撃をするなんて。

　他ほかの生徒たちの攻撃と比べれば、先ほどの氷柱がどれだけ異質であるかが分かる。

　あれはノエルの攻撃に感じた感覚にすら近い。

　風魔剣科ヴイントでも有数の実力者であるノエルの、おそらく本気の攻撃に、だ。

「ちっ……」

　武琉は舌打ちをしてながらも、降り注ぐ《偽剣レプリカ》の攻撃を回避し、大時計塔の扉を蹴破るようにして中へと転がり込む。

　ひんやりとした空気が充満する内部は、相当に広い。ぐるぐると塔の中で円を何度も描くかのような階段がとりつけられている。螺ら旋せん階段だ。

　その大時計塔の入り口付近には誰もいない。

　入り口を取り囲むように、百名近い生徒が並んでいた。

「来たぞ！　黒髪の奴やつだ！」

「ヤマトの奴やつか!?」

　彼らは思い思いに構えた《偽剣レプリカ》を振るう。《偽剣》からは魔法の攻撃が出現する。

　まさに爆撃。激しい攻撃の嵐。

「あっぶねえ」

　武たけ琉るは地面を蹴って上に飛び、真上にある螺ら旋せん階段の端に手をかける。

　身体からだを引き上げようとすると、螺旋階段の上にも別の生徒がいた。《偽剣》を振りかぶり、そのまま武琉に斬りかかってくる。

　武琉は《偽剣》の横っ腹を殴りつけた。

《偽剣》は弾はじき飛とばされ、壁に衝突して突き立つ。

　武琉はそのまま螺旋階段の上に這はい上がった。

　時計塔の上を見る。階段の所々に生徒が待ち構えていた。外にいた奴らよりも、断然威圧感が上だ。《偽剣》の構えがサマになっているように見える。

　武琉は《偽剣》の構え方など知っているわけではない。だが、見ればわかる。構えている時の自信の持ちようや、無駄な力が入っていないかなど。口では表せないような要素も含めて判断できる。言ってみれば、気配でわかる。

「いいね。楽しいじゃねーか」

　武琉は笑いながらつぶやく。

　まだ数十人が立ちはだかっている螺旋階段を駆け上っていく。

　しかし彼らも武琉を止めるには、力不足だった。

　武琉は上からも下からも飛んでくる攻撃を回避し続け、そのまま大時計塔を踏破した。




　最上階へとあがると、そこはワンフロア丸々使った広い空間だった。

　入った瞬間に、声をかけられた。

「第一次試験、二日目突破おめでとう」

　そういったのは入り口近くにいた職員らしき大人の男性だ。

　それから彼は武琉にこの場で待っているように指示してきた。

　理由を尋たずねると、「まだ試験中の生徒がいるから」とのことだった。

　武琉はその教員相手に合格の手続きを終える。

　本日の予選が終われば、合格者はそのまま帰っていいらしい。

　それ以外の生徒は一度自分の教室によらなければならない。

　落選者の腕輪をチェックして誰だれが倒したかを調べ、評価点の分配を行うとのことだ。

　他の合格者らしき十数名の生徒がそれぞれの場所で座ったり、話したりしている。

　リラックスしているように見えるのに、油断はない。何かがあればすぐに動けるように、身体に適度な力が入っているのが分かる。

　ここにいる奴やつらは、階段の途中にいた奴らよりもさらに強い、と武たけ琉るは感じた。

　彼らを見ていると、強い風が開いた大窓から吹き付けてきた。

　その涼しさに武琉はほうっと息を吐く。

　窓があるなら、外から進入って手段もありなのか──とそちらを見てみると、窓の外にはさらに大勢の生徒がいた。

　受験者の証である青い腕輪はつけていないため、鬼側の生徒だろう。

「なるほど。外側から登ってきた時の対策もしているってことか」

　しばらく大時計塔の中で待っていると、鐘の音が聞こえてくる。予選終了の合図だ。




　一次試験の二日目が終わった。

　それと同時に武琉は大時計塔の正面の入り口から表へと出ていく。

　先ほどの戦いで穴ぼこだらけになった道。

　その脇に、見覚えのある人影が立っている。

　この世界に来てからまず見かけない、黒髪のロングヘアが風にさらりと揺れていた。

　此この塚づか咲さく耶やだ。

　彼女の元に、二日目の予選を合格した数名の男子生徒が我先にと駆けていく。

「コンニチハー。なあ、ちょっといい？　俺さ、二日目合格したんだよ。このまま最終予選まで残ったらさ、俺とデートを──」

「待ちたまえ！　此塚氏は拙せつ者しやと遊びに行くのだよ。以前からそういう約束を──」

「てめえらちょっと黙れって。おれっちは、本戦まで行ってみせるぜ？　だからそのときは結婚、とまではいわねえ。婚約を──」

　必死にアピールしようとする彼らに、咲耶は視線すら合わせず、仏頂面で立っている。

　視界に入れる必要などないし、話もまったく聞いていません、とでもいうかのように返事すらしない。

「此塚さん、聞いてる？」

「こ、此塚氏。以前、好成績を残したら拙者と逢あい引びきしようと言ったではないか。確かに似たようなことを言っている輩やからはたくさんいたが。拙者とは目が合ったではないか！」

「さーくやちゃん。どこ見てんのー？　ねえねえ」

　武琉はそんな様子を見ながら顔をしかめる。

　……いったいあんなトコで何してんだ、あいつ。

　咲耶は、ちらと顔を動かす。武琉と視線が合った。

　黒曜石オブシデイアンの瞳に、陽だまりのような柔らかな色が映る。

　咲耶が微笑ほほえみを浮かべた。

　それを見ていた三人の男子生徒は、目を見開き驚いた表情になる。

「此この塚づかさんが笑った……？」「此塚氏が微笑ほほえんだだと……」「初めて見た……」

　咲さく耶やは呆ぼう然ぜんとつぶやく彼らを見ることすらせず、武たけ琉るに駆け寄ってきた。

「武琉っ。おつかれさまーっ」

「よう、咲耶」

　言いながら武琉は右手をあげる。

　すると、咲耶に声をかけていた男子生徒が武琉を睨にらみつけてきた。

「く……。なんであいつなんだよ。同じ国ってだけじゃねえか」

「許せぬ……。如月きさらぎ武琉め……。許せぬぞ……」

「咲耶ちゃんのあんな顔、はじめてみたよ……。なんであの笑顔を向ける先が、おれっちじゃないんだ……。あんにゃろう……」

　彼らが武琉に文句をつけ始めると、咲耶が初めて彼らを視界に収めた。

　そして鋭い声で告げる。

「──黙りなさい」

　それは武琉が初めて咲耶に会った時向けられたよりも硬質の声に聞こえた。

　そう言って強く睨む。

　彼らはぶるっと身体からだを震わせ、あとずさった。

「まだ、何か用かしら」

　咲耶が威い嚇かくするようにいうと、彼らはそのまま「じゃあ、また」とか「覚えておくでござる如月」とか「……ざーんねん。でもまだ、諦めないよ」などと言い捨てて去っていく。

　それから咲耶がむぅと唇くちびるをつきだしてから、つぶやく。

「ごめんね」

「何がだよ」

「嫌な思いさせて」

「別に、あんなのなんとも思わないけど」

　いうと咲耶は顔をしかめながら口を開いた。

「わたしは、武琉にいっぱい迷惑かけちゃったから、もう、かけたくないのよ」

「それだったらお互い様だろ。俺だって咲耶に拾ってもらって助かってるし」

　咲耶は嚙かみ付つくようにいってくる。

「だってそれは、わたしが武琉を喚よんじゃったからじゃない」

「それはむしろありがたいね。あっちにいるより、オレはずっと楽しめてるよ」

「……むー。とにかく、わたしはあなたに感謝してるの。恩があると思ってるの！　なんでわからないの。わかれっ」

　咲耶が頰ほおを膨ふくらませて、ぷいっとそっぽを向く。

「オレはオレがやりたいようにやってるだけだから、気にする必要なんかない」

　じいさんも『恩は着せるものじゃなく着るものだ』と言っていたしな。

「だったら、いいじゃない。わたしだって、わたしが感謝したいからしてるの。武たけ琉るこそ気にする必要ないじゃない」

　ふくれっ面になった咲さく耶やは、そんなことを言った。

　そこに柔らかな声がかかる。

「如月きさらぎさん。二日目突破おめでとうございます」

　咲耶の仏頂面とも照れたような微笑ほほえみとも違う、丁寧さと育ちの良さを感じさせる笑顔を浮かべた美少女が立っていた。

「……えーと。この前の人だよな。…………確か」

　武琉がつぶやくと、エリヴィラは笑顔をまったく変えないまま口を開く。

「エリヴィラ・パラジャーノフです。そしてこっちはアーニャ・イリンスキー」

　言うと、彼女の横にいた銀髪ロングヘアに、季節はずれのマフラーを巻いたミニマム少女が頭をさげた。

「ああ、そうだ。確かそんな感じだ」

　武琉が頷うなずくと、エリヴィラは口元に手をあて、拗すねたように言う。

「覚えてくれてなかったんですか？　ひどい人です」

「悪い。でも、オレ来たばっかりだろ。名前覚えなきゃいけない人が多すぎてさ」

「あら。それは大変」

「それで、何か用事でもあるのか？」

「二日目を終えた如月さんをねぎらいにきたんですよ」

「ああ。そうなんだ。わざわざ悪いな」

　武琉がそういうと、咲耶がいぶかしげな視線で二人の少女を見つめていた。

　しかしエリヴィラは咲耶の視線を無視するように武琉に近づいてくる。

「戦っている様子を見学させていただきましたが、とても素す敵てきでしたよ。如月さん」

「そりゃ、どーも」

「つれないお返事ですね。どうでしょう？　第一次予選の三日目が終わったら、我が国の領土でお食事会などを催したいのですが」

　そういって優雅にエリヴィラが微笑む。その少し後ろにいるアーニャはほとんど表情を変化させずに口だけを動かした。

「……武琉。来るべき」

　咲耶が堪えられなくなったのか、武琉の袖をちょいちょいと引いて尋たずねてきた。

「ねえ、武琉。この人たち、誰だれ？」

　咲耶に問われ、武琉は知っている限りの情報を答える。

「ナントカって国のオリヴィラさんとアーニャさんだ」

「ナントカじゃわからないわよ！　……まあ、容姿や持ってる《偽剣レプリカ》からみて、ルシアの人みたいだけど。オリヴィラ？　さっき、エリヴィラって言ってなかった？　なんかオリヴィラだとネオリカのオリヴィアみたいね」

　咲さく耶やが言った途端、ゾッとするような冷気が流れた。

　見るとエリヴィラは先ほどとミリ単位の違いすらなさそうな笑顔で武たけ琉るに視線を送ってきている。

「…………その間違え方は、やめていただけませんか？」

「お、おう」

「私の名前は、エリヴィラです。わかりました？」

「ああ。覚えた覚えた。エリヴィラな」

　武琉がそういって手を振ると、また冷たい風が吹いた気がした。

　咲耶が武琉の手をとって、ルシアの二人組に向かっていう。

「じゃあ、わたしたちそろそろ行くわね。それじゃ」

「お待ちください。如月きさらぎさん。ですから、今度我が領土へ──」

　武琉に手をのばすエリヴィラに、咲耶が冷たい声でいう。

「うちの国の人、勧誘するのやめてくれるかしら。エリヴィラさん」

　エリヴィラが柔らかな表情のまま言った。

「大丈夫です。此この塚づかさんには聞いていませんよ。招待するとも言ってませんし。私は如月さんに聞いているんです。そこまで干渉するなんて、彼女か新妻気取りですか？」

　そんなふうに言われた咲耶はカアアっと顔を赤くしていく。

「彼女とか、妻とか。そんなのじゃない、わよ。わたしにはそういう感情、ないもの」

　咲耶がなぜか誰だれもいない方向に向かって言い訳をはじめる。

「如月さん。私の血統にかけて、最高の歓かん待たいをしてさしあげます。ぜひおいでくださいな」

　自分の胸に手を当てながらいうエリヴィラの横で、アーニャがこくこく頷うなずく。

「……そう。くれば、わたしも、なんでもする。武琉が望むことは何でも……」

　そういって逆の手を、アーニャがとった。

「ということで、如月さん。ぜひ」

　エリヴィラが陶磁器のように白い顔を近づけてくる。

「だ、だめっ！　どうせそいつらも、武琉の身体からだが目当てなのよ！　だめーっ！」

　咲耶が武琉の腕を引っ張った。逆側からアーニャにも捕まれており、ほんの少し痛い。

「だとしたら、何か問題でもあるんですか？　此塚さん」

「え、っと……」

「このすばらしいヤマトの血筋は、広げていくべきです。幸い彼は男性です。女性と違って、いくらでも遺伝子をばらまくことができる。もちろん正妻は同じ人種で、姫であるあなたが相応ふさわしいでしょうけど」

　微笑ほほえみとともに告げられ咲さく耶やが目を瞬まばたかせる。

「せ、正妻……。わたしが、た、武たけ琉るの……？」

　言いながら、咲耶は何かを想像するように視線を宙に向けた。

「となれば彼はヤマトの君主になるお方です。世界各国に妾めかけのコネクションを作っていっても、良いのではないでしょうか。それを受け入れる方はいくらでもいると思いますし。うちのアーニャなんて、どうです？　氷雪剣科ザミルザニイの第六位ですよ。とても将来有望です」

　アーニャが下から武琉を見上げながらいう。

「……どう？　わたしは、構わない」

　──正妻とか、妾とか、めんどくせえ。そう考えた武琉は、首を横にふる。

「悪いけど、それよりもやりたいことがあってな」

「…………いったい、なんなんです？」

　それは、とりあえずこの予選を勝ち抜くこと。

　本戦に出ること。

　そして自分がどこで潰されるか、それとも潰されずに最後までいけてしまうのか。それを確かめることだ。

「本気を出せるものが、欲しいのさ」

　武琉が小さくつぶやく。するとエリヴィラが不可解そうな声をあげた。

「…………は？」

「いいや。なんでもねえよ」

「それで、いかがです？」

「やめとくよ。そっちにあんまり興味わかないんでな。せっかく誘いに来てもらって悪いけどさ。じゃあ、行くぞ。咲耶」

　武琉はそういって、自分の手をつかんだままの咲耶の手を引く。

「えっ、あ、うん」

　正気に戻った咲耶がこくこくと頷うなずく。

　武琉が歩くと、地面がパリッと、まるで霜でも踏んだかのような音を立てた。

「…………なんだ？」

　足下を見れば、今は夏だというのに霜のような白いつぶつぶが地面を覆っていた。

　武琉は不可解に思いつつも、歩を進めた。





　　　　　◆　◆　◆






　武琉の背中が完全に見えなくなった頃ころ。

　エリヴィラは、長い金髪を揺らしながら強く地面を蹴った。

　ぱきりと霜が割れる音がする。エリヴィラの足元が霜で覆われていた。

「なんっ……なんですか。あの方々は！」

「…………エリヴィラ。力、漏れてる」

「知っています！　それより此この塚づか咲さく耶やめ……。正当なヤマトの王族でもないくせにっ……！　たまたま、地位が転がり込んできた下げ賤せんの血統め……。この私に、逆らって！」

　エリヴィラが犬歯を向きながらアーニャを見た。

　それから鋭く手をふるう。パン、と乾いた音がして、アーニャの頰ほおが張られた。

「如月きさらぎ武たけ琉るも、血統証のない雑種みたいな人間の分際で、私に逆らうなんて……！　何が、妾めかけですか！　あんな血統、うちの国にいりませんっ！　欲しいのは、身体そのもの！　分バ解ラして、その血の一滴も骨髄も肉も髪の一本までも、私のために役立てて、やるんだからっ！」

　歯をぎりぎりと鳴らしながら、エリヴィラは地じ団だん駄だをふむ。

「あー！　何よりも許せないのは、あのオリヴィアと一緒にされたことです！　あの馬鹿女！　それに、あんな、成り上がりのネオリカという国家自体、大っ嫌いです！　特にオリヴィアは、ああっ！　思い出しただけで腹が立つ！」

　エリヴィラの足下の地面が、霜どころか氷り始めていく。

「アーニャ！」

　エリヴィラが叫ぶと、アーニャは心得たように《偽剣レプリカ》を抜き放つ。

　第七階位刺突剣型《偽剣》が青白く輝いた。

　すると、何もない空間から、氷が生み出されていく。

　その氷は人に似た形を象かたどっていく。

　それは、ロングヘアの少女と、不敵な表情の少年へと変化した。

　咲耶と武琉である。

「ああもう！　腹が立つ！」

　言ってエリヴィラも自らの《偽剣》を抜いて、咲耶の氷像を一撃のもとに砕いた。

　そのまま《偽剣》を翻ひるがえし、武琉の氷像も縦に真っ二つ。

「アーニャ！」

　すると次々に武琉と咲耶。そしてネオリカ代表のオリヴィアによく似た氷像がいくつもいくつも生み出されていく。

「死になさい！　死になさい！　死になさい！　死になさい！　死になさい！」

　叫びながら、エリヴィラはその氷像を屠ほふっていく。

　周囲が砕けた氷像のかけらで埋まる。肌寒さすら感じさせるようになっていく。

　そしてようやく、エリヴィラが落ち着いた様子に戻った。

「アーニャ、今のことは忘れなさい。あなたに指令を与えます」

「…………うん」

「今日試してわかりました。彼は他ほかの生徒が危険にさらされれば、庇かばうみたいですね？」

「…………うん。エリヴィラの、言った通りだった」

「だから、明日は他の生徒を巻き込みながら戦いなさい。最悪、他の生徒も如月きさらぎ武たけ琉るも死んでしまっても構いません」

　エリヴィラの酷こく薄はくな言葉に、アーニャは戸惑いの声を上げる。

「えっ……」

「いいですか？　必要なのは、彼の身体です。そこに、生死は問われない」

「…………うん」

　アーニャは何も言わず、黙って聞いていた。

「明日の試験中は彼に、戦闘不能になるような怪け我がを与えるか。さもなくば。殺しなさい。いいですね？　聞いていますか？　アーニャ」

　エリヴィラの詰問するような言葉に、アーニャは力なく答えた。

「……………………………………うん。わかった」

　アーニャの力ない言葉は、冷えきった空気の中に溶けて消えた。





　■第一次予選　二日目　結果

　　百三十四名　→　五十一名
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　翌日、放課後の教室。

　生徒全員が気を遣つかい視線をそらす中で、担任は黒板の前に立っていた。

　白く小さな手を教卓の上に置いて、クラス全体に向けて口を開いた。

「このクラスで本日まで残ったのは、残り二名になりました。二名とも通過してくれることを先生は願ってます。頑張ってくださいね」

　普通だった。

　誰だれも見ていなければ、ちょっと幼く見える以外は本当に普通の教師なのに。

「あ、せんせ。ちょっといいすか」

　武琉以外の通過者、ピアスの男子生徒デュランが担任のほうを見ながら口を開く。

　すると担任は、

「ほひいぃぃぃぃっっ！」

　などと奇声を上げながら、銃撃でも受けたかのような勢いで教卓の下に身体からだを隠した。

「なな、な、なんでしょうか」

「今って全体で、どれくらい残ってるんすか？」

「い、い、今から説明しますよう。も、もう、こっち見てませんか？　見てませんよね？」

　担任は震える声でそんなことを仰おつしやった。

「みなさん、目を伏せてください。正直に答えてください。目を伏せましたか？　さっき先生のことを見たことは、先生は怒りません。だからちゃんと目を伏せてくださいね」

　ウザいくらいに確認しながら、ようやく担任が立ち上がる。

「それでは、今日のミッションの発表です。本日のミッションは、ターゲットの生徒を倒すこと、です。くれぐれも油断しないでくださいね。ターゲットの生徒は、二日目で惜しくも落選してしまった、精鋭の生徒です。学園アカデミアのどこかにいる彼らを見つけてください。そして、逃げ回り、場合によっては反撃をしてくる彼らを倒してください。第零ぜろ次予選をくぐり抜け、第一次予選の一日目をくぐり抜けた彼らは、手て強ごわいですよ」

　言いながら担任は、んんっと咳せき払ばらいをする。

「しかも、それだけじゃありません。昨日一昨日おとといと同じく、受験者は一撃も当たってはいけません。さらに、千百名近い生徒が、受験者を追いかけます」

　それから担任が、開始場所の説明をする。なんでも、武たけ琉るたち受験者は大時計塔の前から開始らしい。












「そして、ですね！　受験者以外のみなさんにも朗報です！　なんと、受験者を倒せば、与えられる評価点は昨日の倍です！　つまり初日の三倍です！」

　言うと、クラス中からまるで爆発のように叫び声が上がる。

「すげえ！」「ランクが上がったらオレ、告白するんだ！」「こ、これでお母さんに楽をさせてあげられる……！」

　などと若干重たい話も混じりつつ、クラス中が盛り上がり出す。

　そしてすぐに、担任から説明の続きを促うながそうとクラス中が静まった。

　誰しもが真剣に担任の言葉を待つ。

　担任はややうつむいたまま、しゃべらない。身じろぎすらしない。

　担任が気絶しているということに生徒たちが気づくのにはしばらく時間がかかった。

　一年九組の生徒たちは、気絶する担任を放置して、試験の準備を開始したのだった。





　　　　　◆　◆　◆






　開始を告げる鐘の音。それを聞きながら、武たけ琉るは大きく深呼吸をした。

　──狙うべきは、赤い腕輪の生徒だ。

　今回、武琉たち受験者のターゲットに設定されている生徒たちは、赤い腕輪をつけているらしい。

　赤い腕輪は武琉たちがつけている青い腕輪の上位互換で、強力な障壁バリアが張られている。

　それを破壊するためには、強い攻撃を加えなければならない。

　こちらは逆に弱い攻撃をもらっただけでアウト。

　ついでに追いかけてくる生徒からも逃げなければならない。

　そういった、不利な条件のオンパレードだ。

　そんな状況だからこそ、武琉の身体に熱い血流が駆け巡る。

　強く拳を握り、大学のキャンパスにも似た広大な土地の、整備された広い道を歩く。

「いた！　青い腕輪の奴やつよっ！」

　そんな声とともに、ショートカットの女生徒が現れる。そのすぐ後ろにももう一人。

　一番初めに声をかけてきた女生徒が口を開く。

「あなた、転校してきたヤマトの生徒ね。ちょっと強いからって、調子に乗らないことね！　私は二年の、第五階位の《偽剣レプリカ》を持つ──」

　ナントカカントカさんと得意気に自己紹介をしてくる。

　ショートカットの女生徒は武琉に向かって《偽剣》を大きく振り、緑色の剣波を打ち出してきた。それを武琉はあえて紙一重で避ける。

「く、惜しいっ！　ぎりぎり当たらなかったわっ！」

　幾度かかわし続けると、もう片方の女生徒が焦ったような声を出す。

「……違う！　ぎりぎりじゃなくて、完全に見切られてるわ……！」

「ヤマト人って、ここまですごいの……!?　信じられな──」

　話していた二人の声が、突如止まった。

　圧倒的な圧力。

　それが今この場を支配した。

　この感覚には覚えがある。

　一度はノエルと戦ったとき。

　もう一度はアルベルトと戦ったとき。

　体の表面に冷たすぎてヒリつくほどの寒気を覚え、身体の奥が期待に燃えるような感覚。

　そして高位の《偽剣レプリカ》を持つ生徒にしか使えない技術。

「……剣気オーラ解放」

　小さくボソリとつぶやくような声に、武たけ琉るは振り向く。

　そこにいたのは華か美びな装飾の仮面マスクをつけた少女だ。

　やはり背の高さも、顔も、何もかもが認識できない。

　彼女を中心に、セカイが塗りかえられていく。

　セカイは青白くその存在を変化させた。

　──メキ。

　そんな音とともに、彼女の周囲に幾本もの大きな氷柱つららが生まれる。

　まるで氷の洞窟のように周囲が変化する。

　その威圧感だけで、先ほど武琉を襲ってきた女生徒たちが震えている。

　二人の女生徒は抱き合うようにへたり込んだ。

　歯の根が合わないように、ガチガチと歯がぶつかる音。

　寒いのか、それとも恐怖なのか。

　仮面少女は構えた青白い湾刀サーベル型《偽剣》を、へたり込む二人の女生徒に向けた。

「……狙いはオレじゃないのかよ」

　しかし仮面少女は迷うように刃先を震わせる。

　それから武琉に《偽剣》を向け直し、鋭く宙を斬りつける。

　すべてを凍結させる氷の波。三日月のような形の波がただ真まっ直すぐに武琉に向かって迫る。

　銃弾すら凌りよう駕がする速度で迸ほとばしるそれを、武琉は真横に飛とび退のいて回避した。

　武琉の背後に抜けた剣波は木に直撃。幹を横に真っ二つに斬り落とす。

　その一瞬だけでどれだけの冷気が伝わったのか。

　斬られた部分どころか、先端の葉に至るまでが、青い氷に包まれる。

「殺やる気き満々ってわけかよ」

「……おとなしくついてくれば、殺さない」

「ようやくしゃべったな。仮面マスク少女。おまえ、なんでオレを狙ってる？」

「……知る必要、ない」

　言いながら仮面少女は何度も湾刀サーベル型《偽剣レプリカ》を振るい氷の波を繰り出す。

「はっ。じゃあ無む理り矢や理りにでも教えてもらおうか」

　武たけ琉るは仮面少女が繰り出した剣波を回避。同時に前へ跳ぶ。距離を詰める。そのとき、仮面少女は手の中で剣をぐるりと回しながら呟つぶやいた。

「──氷塵爆裂盾ヴズルイフ・リヨートシチート」

　正面に一枚の分厚い氷のプレートが生まれた。

「──弾はじけて」

　その言葉が聞こえた瞬間だった。

　武琉と仮面少女の間を遮る氷のプレートは、自爆するかのように一瞬で砕け散る。その氷片のすべてが面を覆い尽くしながら武琉に向かって襲いかかってきた。

　武琉は一瞬で判断する。あれはおそらく、自分自身は耐えられる攻撃だと。

　しかし青い腕輪の障壁バリアはそうではない。

　攻撃に当たれば、砕ける。

　それは、これ以上武琉がこの試験を進めなくなることを意味する。

「だけど、甘いな」

　膨ぼう大だいな数の氷の欠片かけら。それらが目の前に広がる。迫ってきている。

　しかし、氷の欠片の膜が薄くて抜けられそうな場所があることに武琉は気づいた。

　なら迷わずそこへ向かって飛び込むだけだ。

　青い膜を超えた先で目に入ったのは、仮面少女のニヤリと笑う口元だ。

「──串くし刺ざせ──氷雪鋭砕刺シユトウルム・サスリカ」

　目の前に、最初に武琉を襲った、凶器のように尖とがった氷柱つららが出現していた。

　周囲は氷のつぶてに覆われ、唯一の出口に強力な攻撃を置かれていた。

「マジかよ……っ！」

　避けるスペースなど、先ほどの氷片の隙すき間まほどもない。

　勝ちを確信した仮面少女の笑みが一瞬だけ見えた。

　そうは行かせるかよ……！

　武琉は身体を地面にたたきつけるように、前へと伏せた。

　武琉は横に転がるようにして、氷柱の攻撃を回避。

「……まさか。でも、まだっ」

　仮面少女が地を蹴り超高速で武琉に接近。

　転がったままの武たけ琉るに向かって《偽剣》を振り下ろす。

　その刃の横を、武琉は膝ひざで蹴って斬線を逸そらす。

　逸それた攻撃が地面に直撃し、ずんっ！　と大地が大きく割れた。

　武琉は跳ね起きて、距離を取る。

「すっげえ。今のはちょっとドキドキしたぜ」

「……そのすべてを回避したあなたに言われたくない」

　仮面マスク少女は湾刀サーベル型《偽剣レプリカ》を正面に構える。──次の瞬間には目の前に迫ってきていた。

　武琉と仮面少女の戦いが繰り広げられていく。少女の攻撃を武琉が回避し、隙すきをついて攻撃を狙う。しかし反撃されそうになってまた回避。

　どちらも決め手のない攻防。

　自然と武琉の口元に、笑みが浮かんでくる。

「はっ。いいね。楽しいな。おまえ、すっげえいいよ。マジで」

「……うるさい」

　そういった派手な戦いをしていたためか、ぱらぱら、ぱらぱらと生徒が集まってくる。

「いたぞ！　受験者だ！　ヤマトの奴やつだぞ！」

　武琉の腕輪を破壊しようとする、鬼側の生徒たちだ。

「この上、さらに状況悪化かよ」

「……さっさと倒せなくて、後悔した？」

「するかよ。超、楽しいぜ」

「…………強がりは、見苦しい」

　仮面少女の冷たい声をかき消すように、いくつもの声がした。

「トドメは、もらったぜえええ！」

「させないわ！　私がもらうんだからっ！」

「オレもオレも！」

　生徒たちは我先にと武琉に向かって攻撃を繰り出してくる。

　しかし、甘かった。目の前の仮面少女の攻撃に比べて、狙いも甘ければ速度も遅い。余裕を持って武琉は回避する。

　だが仮面少女は、生徒たちの攻撃を、武琉がそちらへ避けられないようにするための障害物として利用してきた。

　やはり、こいつは別格だ。

　武琉がそんな戦いをしばらく続けていると、見覚えのある淡い金髪の少女が目に入った。

　エリヴィラ。

「……っ！」

　仮面少女の動きが変化したのは、その次の瞬間だった。

　突如、仮面マスク少女は戦い方を変えた。

　今まで仮面少女は、武たけ琉るが回避しても他の生徒が当たらないように、しかし他の生徒の攻撃は利用する、そういった器用な戦い方をしていたのに。

「────串くし刺ざせ──氷雪鋭砕刺シユトウルム・サスリカ」

　生まれるのは巨大な氷柱つらら。

　それは大気を巻き込み、空間そのものさえも凍らせてしまうかのような冷気をまき散らし、飛んでくる。

　武琉ごと背後の生徒を殺し尽くすような大技を放ってきた。

　それと時を同じくして、後ろからも生徒たちの剣波が飛んできている。

　偶然じゃない。おそらく、仮面少女が狙ったのだ。

　後ろから迫る攻撃との挟み撃ちになるように。

「くそっ！」

　避けたら背後の生徒が死ぬはめになる。

　前の攻撃を止めたとしても、背後の攻撃が当たってしまう。

「仕方ねえな」

　武琉は一瞬迷ってから、氷柱を回避した。

　氷柱は武琉の背後にいた生徒たちに迫っていく。

「ひっ……」

　生徒の声が響く。

　武琉は避けた氷柱に追いつき、強く殴りつけた。

「ォ──ラァ！」

　氷柱がひび割れていく。そして、砕け散った。

　前からの剣波は砕けた氷柱の欠片かけらに当たり、相そう殺さいされる。

　武琉の拳は、氷を砕いただけでは止まらず、衝撃波をも巻き起こす。その衝撃波に吹き飛ばされた数名の生徒は、したたかに身体を地面に打ちつけた。

「あ──わりい。でも助かったし、いいよな」

　言ってから、武琉は仮面少女に向き直った。

　すると、十本近い氷柱が中空に浮かんでいた。そのすべてが武琉や、武琉の背後の生徒に狙いをつけていた。

「……おいおい。そりゃ、やりすぎだろ」

　その氷柱がミサイルのように射出される。

　さらに状況を読めない生徒からも剣波や様々な技が武琉に向かって放たれる。

　全方位から、躱かわすような隙すき間まもないほどに、様々な攻撃が空間を覆い尽くしていた。

　このまま行けば、間違いなく大惨事が起こることは、目に見えていた。

「──閉ざせ」

　聞き慣れた声が聞こえた。

　その少女は長い黒髪をなびかせながら、咲さく耶やが武たけ琉るの前へと降り立つ。

「──桜花舞楯さくらまい」

　桜が渦を巻いて舞っていた。

　氷柱つららによって風景が浸食された世界の中で、美しい桜の花弁が大量に踊る。

　それらが武琉と咲耶を包み込み、二人だけを世界から切り離す。

　まるで二人だけの世界だ。

　周囲から放たれる多量の技のすべてを、桜の壁は受け止める。

　何一つとして咲耶の結界を貫く攻撃は存在しない。

　隔絶された空間。

　そこで咲耶は怒ったように武琉に告げる。

「武琉。油断しすぎ。ナメすぎ。あと周りの人を気にしすぎ。武琉が助ける必要なんて、ないわよ」

「そうか？」

　尋たずねると咲耶は眉まゆを吊つり上あげて言葉を返してきた。

「そうよ」

「でも、おまえも同じ状況だったら助けるだろ」

「…………知らないっ」

「わかるよ」

　言うと、咲耶の頰ほおが赤く染まる。

「わ、解わかるとか言うなバカッ！」

　咲耶は仕切り直すように咳せき払ばらいをした。

「とにかく、あの仮面マスクの生徒はやりすぎよ。アレはわたしがなんとかするから、武琉は試験を続けてて」

　そう言って咲耶は、桜の結界を解除する。

　そこに、一部の生徒が罵ば声せいを浴びせた。

「何してるのよ！　此この塚づかさん！」

「そうだ！　守るなんてずるいぞ！　同じヤマトだからって！」

「これは予選なんだぞ!?　こんなのズルだ！」

　たくさんの生徒の罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んでくる。

　咲耶は、彼らを睨にらみつけてから、叫ぶ。

「ふざッけんなッ！　アンタら、何もわかってないくせにッ！」

　ぶわ──と威圧感が周囲に対して放たれる。

　それだけで、身体からだを守るように、生徒たちが身構えた。

「武たけ琉るは、アンタたちを守ってたのよ！　それくらい、気づきなさい！」

　生徒の一部が、気まずそうな顔になる。

　咲さく耶やはそれを無視して、仮面マスク少女に向き直る。

「そして、仮面のアンタ。覚悟は、できてるわね」

　言って咲耶が仮面少女へと跳んだ。

　赤い鞘さや──《龍りゆう刀とう薄うす紅べに桜ざくら》を振りかざし、正面から仮面少女にたたきつける。

　剣と鞘がぶつかったとは思えないような爆発音。

　仮面少女と咲耶の剣けん戟げきの音が響きわたる。

　戦いは咲耶が優位だ。しかし、咲耶の動きは以前武琉が見たのに比べて悪かった。まだ身体が直ってないのかもしれない。

　そんな咲耶は、武琉に向かって告げる。

「とにかく武琉、時間、もうほとんどないからっ！　頑張って！」

「悪い！　あとで礼はする！」

　言って武琉は周囲を見回す。赤い腕輪をしている生徒は見当たらない。

　……さすがに、いないよな。

　その生徒たちを飛び越えて、周囲に視線を投げる。

　──いや──いた！

　と思ったが、その生徒はすでに地面に転がり、誰かに倒されていた。

　赤い腕輪も輝きを失っている。

　仕方なく武琉は学園アカデミア内を駆け回る。

　腕輪をした生徒を何人も見かけるが、すべての腕輪の輝きは失うせていた。

　それは誰だれかに倒された証しよう拠こで、攻撃しても意味がないことを意味する。

　時間が経たつにつれて、武琉の焦りが大きくなる。

　もう全部、倒されてしまったんじゃないか、とか。

　そう思えるほどに見つからない。

「──マジかよ！」

　くっ……！　絶対まだ、どこかにいるはずだ……！

　そう思った瞬間に、鐘の音が学園中に鳴り響いた。

　それは、終了を知らせる合図だった。

「……………………マジかよ」

　そうして、三日目の試験──第一次予選の最終日は終わりを告げた。

　この時点で、次の予選に残る生徒は、確定してしまったのだった。




　こんなところで終わってしまうなんて、本当に残念だ。

　通過できればもっと楽しいことが待っていたはずなのに。

　本戦に出ることができれば、あのオリヴィアと再選できると思っていたのに。

　わざわざ待っていると言っていた彼女に申し訳ない。

　咲さく耶やの期待も裏切ってしまった。

　武たけ琉るは悔しく思いながら、教室で自分の席に座っていた。

　今は三日目の試験が終了したすぐあとである。

「さてさてさて～！　このクラスで、一人だけ、仲間はずれがいます!!」

　いつになく元気な声の担任の声が聞こえた。

　合格者がいる？

　そうか。このクラスには武琉と一緒に、この試験に望んだ生徒が一人いるんだった。

「それはー、なんとー、合格者ですー。さてー、誰だれかなー？」

　担任がわざわざタメを作る。

「如月きさらぎ、武琉くんです。おめでとうございまーす！　武琉くんは最終予選に進出ですね！」

　…………は？

「さあ、武琉くん。立って立って。どーぞどーぞ。って、あれ？　武琉くん？　どうしたんですか？　聞いてます？」

「……先生。なんでオレ合格なんですか？」

「へ？」

「オレは、倒した覚えがない」

　言うと担任は変な顔をした。

「でも、赤い腕輪にも剣波の周波をチェックする機能があるんですよ。それが、武琉くんと一致しましたし……。剣の周波は人それぞれで、同一ってこともないんですよ」

　武琉が迷っていると、ピアスをあけた短髪の男子生徒、デュランが手を挙げた。

　それは武琉と一緒に三日目の試験まで残った男だ。

「俺、見たぜ。如月おまえ、変なのと戦ってただろ」

「…………ああ」

「その氷柱つららを後ろから殴って壊したときだよ。あんときゃ、俺もビビったね。こんなことできる奴やついんのかって」

　あきれたようなため息をつく。

「俺は結構優秀なんだぜ。最高の人材を集めたこの学園アカデミアの中でも、そこそこのエリート、の、はずだったんだけど。自信なくしたぜ」

　デュランは肩をすくめた。

「あの動きも、目で追えなかったほどだ。でもそのあと、ぎりぎり見えたモンがある」

　言って親指を立てた。

「あのおまえの拳こぶしの衝撃波で、数人ぶっ飛んだだろ。その中に、赤い腕輪の奴やつ、いたぜ」

　言われて武たけ琉るは苦い顔をした。

「そうか」

　まったく嬉うれしくなかった。

　偶然でしかない。その偶然がなければ武琉は落ちていた。

「嬉しくねえってか？　おいおい。ふざけんなよ」

　デュランは言いながら武琉のほうへと歩いてきた。

　そして武琉の耳元でささやくように言う。

「おまえが試験以外にも色々苦労してたのを、俺は知ってんよ。負けた俺が言うのも変なんだけどよ。おまえは一次予選くらい、楽勝でブチ抜く力がある」

　そんなデュランを見て──こいつ、いい奴だな、と武琉は思った。

　自分が落ちたというのに、武琉を気遣ってくれている。

「負けた俺が言うのも変かもしんねーけど。喜んでおけよ。クラスの奴らだって、そのほうが嬉しいだろ」

「悪い。そうだな」

「おう」

　それから、隣から声が聞こえた。コゼットたちだ。

「武琉くん、おーめーでーと─────！」

　言いながらぱちぱちと拍手される。

「武琉さんならできると信じていましたわ」

「喜き悦えつぴょんぴょん丸だねっ！　おめー！」

「…………た、武琉さん。わ、私を見てる……？　もしかして勝利の夜は昂たかぶるぜ、げへへ的な……？　だ、だめですだめですぅ……」

　まだ、最終予選へ出ることが決まっただけだというのに、クラス中が拍手に包まれた。

「ああ……。さんきゅー」

　武琉は、現代日本で、こういう場に立ったことがない。クラスの中心に立って全員に祝福されるなど、一度としてなかった。

　そのためか、妙に気恥ずかしいような思いがする。

　だけど、それは、悪い気持ちではなかった。





　■第一次予選　三日目　結果

　　五十一名　→　二十八名








│三章│ルシアの闇






　あの男には死んでもらうしかない。

　エリヴィラはごく自然に、当たり前のようにそう考える。

　彼女は自らの願望を叶かなえるためにあの男の身体からだが必要だった。

　しかし、うまく行かない。一次予選の動きを見る限り、捕らえることはおろか、殺すことすら難しそうに思える。異常と言っていいほどの身体能力を持っていた。

　ヤマト人は、あれほどまでに……？

　そう考えると、エリヴィラの身体は震えた。

　羨せん望ぼうと恐ろしさが混ざり合ったような感情が身のうちにあふれる。

　あんなものに、勝てそうにない。

　エリヴィラには正面からぶつかり合えば、敗北する未来しか見えなかった。

　だが、正面から行って勝てないなら、正攻法を取らなければいいだけの話だ。

　エリヴィラは、とある部屋で口元に笑みを浮かべる。

　人為的に、清潔すぎるほどに清潔にされた部屋。ここは神霊浮遊都市エーテル・フロート内のルシア領土にある研究所の一つだ。そしてエリヴィラがいるのはそこの一室。

　その扉にコンコンとノックの音が響く。

　エリヴィラが返事をすると扉がカチャリと音を立てて開いた。

「……お待たせ」

　言いながら入ってきたのは、季節はずれのマフラーを巻いた背の低い少女アーニャだ。

　彼女は白衣の男性を連れたって入室してきた。

　研究者然とした細身の男性だ。彼は恭うやうやしくエリヴィラに頭を下げる。

「お待たせして申し訳ございません。エリヴィラお嬢様」

「いいえ。別にいいですよ。それほど待たされてもいませんし」

　言ってエリヴィラはいつもの微笑を浮かべる。

　この研究所は、エリヴィラの実家であるパラジャーノフ家が出資している施設だ。そのため、エリヴィラはこの施設を自分の好きなように使うことができた。

　この場所はルシアの特徴が活いかされた場所である。ルシアの特徴は凍える寒さと強い酒。しかし、それ以外にも特徴はある。

　それは表には決して出せないモノだった。ルシアの裏では様々な実験が盛んに行われていた。手術や投薬、洗脳など、そのおぞましい手法は多岐にわたる。

　たとえば、通常人間は無意識化で能力を抑えているという話がある。筋肉などがそうだ。筋肉の力を余すところなく使うことができれば、あまりの力に身体が耐えられなくなる。

　それはエーテルであっても同じことだった。

　投薬により、エーテルを生み出すリミッターを解除するなどのことが行われていた。

　つまるところ、人体実験だ。

　そういった過去のデータがあるため、それらの手法の精度は、他の国に比べ格段に高い。

「例の霊素プロフォトキシンを用意するのに手間取ってしまいまして」

　言いながら白衣の男は、実験用の白い台の上にラット入りのケースを置いた。

「それで、効果のほどは、どうなりましたの？」

　エリヴィラが口元に手を当てながら尋たずねた。

　霊素プロフォトキシン。それは麻酔系の薬品であるプロポフォール、エルゴタミン、エルゴトキシンなどを配合し、《偽剣レプリカ》をすり潰した金属を混ぜ合わせた薬品である。

「ええ。前々から作っていたものからさらに改良されました。効果が二・二五倍。そして何よりも、効果の継続時間が四・三八倍。一ｃｃの経口接種で二日ほど持続します」

　得意気な様子で言う男性を、アーニャが不思議そうに見ていた。

　エリヴィラは銀髪ロングヘアの小さな少女に向かって、そういえば、と口を開く。

「アーニャには説明していませんでしたね。これは、あの男に使おうと思っている薬です」

　エリヴィラが優雅に手を差し出すと、白衣の男は注射器に似た容器を手渡す。

「換気をお願いしますね」

　エリヴィラの言葉に反応した白衣の男が、部屋の入り口付近のボタンを操作する。空調装置が稼働し、強い音を立てた。

「この薬品は簡単に空気に溶けてしまいます。ですから、口から体内に取り込ませるか、注射のように身体に打ち込む必要があります」

　エリヴィラはケースの中にいるラットの口に、スポイトを使って薬品を与える。

　その瞬間、ラットが痙けい攣れんした。痙攣はしばらく続き、次第に動かなくなっていった。

　アーニャが顔をしかめながら、つぶやく。

「……毒？」

「違います。が、似たようなものです。これは疑似的に、エーテル欠乏症と似た症状を引き起こすための薬です」

　そう言った瞬間、アーニャがさらに顔をこわばらせた。

　エーテル欠乏症。

《偽剣》などのオカルト技術が発達する前は、謎なぞの奇病という扱いだった病気だ。

　その病気は、体細胞にとある物質が入り込むことで発症する。

　体内で生成されるエーテル量が極めて少なくなるという症状を引き起こす。

　生物は大なり小なりエーテルを体内で生み出している。それらが血流に乗って体の内部を循環することで、人間は自らの身体からだを動かすことができているのだ。

　心臓も、筋肉も、その機能を十全に果たすためにはエーテルの助けが必要だった。

　エーテルが欠乏するということは、それは身体機能のすべてが低下していくことを示す。

　身体は徐々に重くなり、動かなくなる。内臓の機能も徐々に働かなくなっていき、やがて死に至る。そういった病気である。

「……エーテル欠乏症を、人為的に引き起こすなんて……。治す方法もわからないのに」

　震えを隠せない声で言うアーニャに、エリヴィラは落ち着いた声で返す。

「アーニャ。ラットは死ぬ瞬間、ほんの少しだけ軽くなるという話を知っていますか？」

「……その話が、どう関係が？」

　エリヴィラはアーニャの質問に答えず、言葉を続ける。

「それは長らく魂たましいの質量分だけ、軽くなったのだとか、はかり間違いだとか言われてきました。でも、違うんです。エーテルなんです。死によって身体からエーテルが抜け落ち、ほんのわずかに軽くなる。つまり、エーテルには確固とした質量がある。存在する物質です。だったら、それを操ることは、科学的に可能です」

　エリヴィラが言うと、アーニャがおずおずと顔を上げてくる。

「……だったら、それでエーテル欠乏症も、治せたり……？」

　エリヴィラは申し訳なさそうな顔を作りながら左右に首を振った。

「残念ですが、それはできませんでした」

「……そう」

「でも、将来的にはできるかもしれませんね」

　アーニャの顔が明るくなる。

「……そ、そうなんだ」

　そこでエリヴィラは振り返り、白衣の男性に尋たずねた。

「ねえ、あなた。これは人間でも実験は行ったの？」

「はい。もちろんですよ。でなければ、お嬢様にはお出しできません」

「それは、どのくらいの格の人間でやったんです？　エーテルの保有量は、どの程度？　もちろん学園アカデミアの生徒ですよね。学科の順位はいかほどです？」

　言いよどむ男性を見ながら、エリヴィラは深く息を吐く。

「まあ、実験に使える良い人材なんてなかなか見つかりませんし、仕方ないですか。この薬品、一、二滴ほどならどの程度の効果が見込めます？」

「短くて二時間。長くとも半日ほどでしょうか」

「そう。なら大丈夫ですね。……アーニャ」

　エリヴィラは言いながら、自らの人差し指に薬品をたらす。

　それを、アーニャの小さな顔へと突きつけた。

「お舐なめなさい」

　アーニャは言われるままに膝ひざを折り、突き出された手を両手で取る。

　おそるおそる赤い舌を伸ばし、エリヴィラの人差し指にはわせた。

「……んっ」

　瞬間、アーニャは自らの身体からだを抱きしめながら、息を荒くした。身体に力が入らなくなっていったのか、白い床に崩れ落ちていった。

「……息が、苦し……い」

　あえぐように途切れ途切れの言葉を発する。

「ふふ。効果、ありそうですね。ことがうまく運べば、この研究所のことは、よくお父様に言っておきましょう」

　床に転がるアーニャを見ながらエリヴィラは薄く笑っていた。





　　　　　◆　◆　◆






　第一次予選終了の翌日。今日は学園アカデミアは休日だった。

　武たけ琉るは半分だけ借りている咲さく耶やの部屋に一人でいた。

　咲耶は鍛錬へと向かったため、今はいない。

　三日連続で行われた試験の疲れを取り、万全の体制で最終予選に望めるように、という日程の取り方だと、武琉の担任は言っていた。

　だから今日明日は、身体を休めるのが一番良い選択なのだろう。

　しかし、武琉はいてもたってもいられない。今すぐ最終予選でも、いいくらいだ。

　それくらい気力に満ちあふれている。

　武琉は出窓から外を見る。

　オレンジ色に輝く朝の太陽が、光波剣科ルーメンや、その外の街並みを照らしていた。

「すっげえ、綺き麗れいだな。……じいさんも、好きそうだ」

　武琉の祖父は、世の老人がそうであるように、早起きだった。

　朝の景色が、朝の透き通るような空気が好きだった。

　武琉も祖父にならい朝は早く起き、縁側で茶をすすりながら空を見上げたりしたものだ。

　祖父は自然や風景の愛めで方かたを武琉に説いた。

　それは、武琉が普通の生き方ができなくなってしまったため、別の楽しみを見つけられるようにという意図だったのかもしれない。

　武琉が楽しんで生きていられるように、心を砕いていたのだろう。

「なあ、じいさん。オレは今、すげえ楽しいよ」

　そんなことを武琉は窓の外に向かってつぶやいた。

　祖父と散歩をしたことを思い出した武たけ琉るは、なんとなく外に出たい気分になった。




　気の赴おもむくままに校舎の外に出たところ、休日にはあまり見たくない顔があった。

　アロハシャツにサンダル履き。結構良い年齢だろうに、稚ち気きを振りまく顎あごひげを生やしたおっさん。理事長だった。

「やあ、武琉くん。奇遇だね。というかちょうど武琉くんのところまで、行くつもりだったんだけど」

「……それは奇遇って言わない気がするが」

「まあ、気にしない気にしない。それよりおじさんと、いいところに行かない？」

　承諾する理由もなければ拒否する理由も特にない。そのため武琉が一瞬迷ってしまう。

　すると理事長は馴なれ馴なれしく武琉の肩に手を回した。

「お、おい。オレは行くなんて一言も──」

「いいからいいから」




　そのあと武琉は、黒塗りの高級車に乗せられ移動させられた。車の中はカーテンが閉じられていた。運転手の後ろ姿を見ることもできない、密閉空間だ。そうされた理由は、これから行く場所がどこか分からないようにするためらしい。

「で、どこへ行くんだよ」

「武琉くん。もし君がこれから《神剣刀争ベルム・ラミナ》で勝ち上がっていくのならば、武器は持っていなければならない」

「だけど、俺が持てる奴やつはないんだろ？」

「それは低階位の武器だからかもしれない。高階位のものなら、違う結果の可能性もある」

「でもさ、それが用意できない、って話じゃなかったっけ」

「すぐに用意できなかっただけでね。用意できないとは言っていないよ」

　理事長はニヤニヤと笑いながら説明を続ける。

　第五階位以上の《偽剣レプリカ》はそのほとんどが実力者の手に渡っている。さらに現在所有者がいないものも、高階位《偽剣》を所有するための試験や大会で、使い手が決まる。

　現在は《神剣刀争》の予選が行われているため、そちらの試験や大会も行われていない。

　けれど、理事長が個人で保有しているものが、あるらしいのだ。

「《偽剣》は国が保有できる戦力だ。これを誰がいくら持っているかで、世界のパワーバランスは決まる。一国に大量に流せば、その国は強い力を得るだろうね。しかし力の一極集中は避けたい。あまりにも強すぎる権力は、人も国も狂わせる。だから、その量を調整するという役割を、僕が担っているのさ」

　理事長はニヤけた顔のままそう言った。

「君の国は、正直言って弱い。風前の灯ともし火びだよ。でもできたら、僕は消えてほしくないと思っている。それが君に今肩入れする理由さ。ああ、だからと言って勘違いはしないでくれよ？　僕は誰だれの味方にもなるし、誰の敵にもなる」

　そのような話をしながら、車に一時間ほど揺られたあと、車が止まった。




　車から降りると、そこは地下駐車場のような場所だった。

　あるのは柱と照明だけ。車は一台として停とまっていない。

　ただ武たけ琉るが揺られてきた高級車が一台、ぽつんと置かれている。

　ホラーじみていて不気味だった。

　理事長は車から降りて、運転手にここで待っているように告げ、武琉に手招きをする。

「武琉くん。こっちだ」

　言いながら薄暗く広い空間を歩く。

「……ああ」

　壁に、四角く大きな鈍にび色いろの金属が取り付けられているように見えた。まるでシェルターの入り口のように見えるほど堅けん牢ろうなそれは、エレベーターだ。

　ただし通常のエレベーターではない。呼ぶためのボタンがなかった。その代わりに、暗証番号を入力するためのテンキーが取り付けられている。

　理事長は自らの身体からだで指の動きを隠しながら、番号を入力した。

　鈍色の扉が開く。その中も、普通とは違っていた。

　階を指定するボタンがなく、またしても０～９のデジタルキーがある。

　押し入っても簡単には進めない構造だ。

「……ずいぶん、厳重なんだな」

　武琉が言うと、理事長は苦笑した。

「まぁねえ。決められた番号を入れると、対応する階につくようになっているのさ。ちなみにこんな施設はここだけじゃないからね」

　言いながら理事長は番号を入力し終えたようだ。内臓が持ち上がる感覚。エレベーターが下へと向かって動き出す。

「なぜ？」

「これからキミに渡そうとしているのは、第七階位を越える《偽剣レプリカ》だからさ」

「……第七階位が、最上位じゃないのか？」

　風魔剣科ヴイントの上位であるノエル。そして、炎熱剣科フレイムの第三位であったアルベルトですら、使っていたのは第七階位の《偽剣》だ。

　だから、自然と武琉は第七階位を最高位だと思い込んでいた。

「違うよ。その上がある。ただ、その上を使える人間はほとんどいない。まあ、第七階位でもそうなんだけど。それ以上は次元が違うんだ」

「次元……？」

　理事長が顎ひげをいじりながら口を開く。

「ああ。《偽剣レプリカ》は、生み出した神を封じた剣だってことは、聞いているよね」

「そういや、ノエルがそんなことを言っていたな」

「第八階位《偽剣》は、その神様が強すぎちゃったのさ。人間の意識を浸食する。持ち主を狂気へと誘いざなう危険な武器。これを持って発狂しちゃった人とかもいてね」

　理事長は一瞬言葉を区切ってから続けた。

「これを【特定封印武装】と呼んで、学園アカデミアでは封印しているのさ」

「まるで妖刀だな」

　人を狂気に誘う、か。武たけ琉るは元の世界で妖刀と言われる類たぐいの存在を思い出した。たとえば村むら正まさとかが有名だったはずだ。握ると人を斬りたくなる魔の刀。ここに存在するような、人外の力を得られる《偽剣》でそんなことが起こったら、と考えると、身震いがした。

「ここまで厳重とは。危険なもの、なんだな」

「そうそう。そこが、生徒たちのためってのにかかるのさ。ここの生徒は、それぞれが恐るべき力を持っている。防壁を突破し、封印された第八階位を奪えるくらいにね。そういう生徒を【特定封印武装】に指定された第八階位《偽剣》から守っているのさ」

「つまり、ここは第八階位《偽剣》を隠し閉じこめる檻おりってところか」

　武琉がつぶやくと、エレベーターがようやく停止し、扉が開いた。

　ずいぶん深い地下まで連れてこられたようだ。

「うん。そんなところだね。普通の生徒には、絶対に触らせない。だけど、キミなら、もしかしたらキミならって思うんだよ」

　理事長は期待を込めるような視線で、武琉を見た。

「第一階位とはいえ、《偽剣》を握っただけで壊すなんて、異常だ。他ほかの誰だれにもできないことだ。そんなキミなら、これを使えるかもしれない。っていう、僕の予感」

　すぐに冗談めかした顔になって、理事長はそう言った。

「俺が使えるかもしれないってアンタが思うのは判わかった。だけど、そんな危険そうなもんを俺に渡していいのか？」

　──ヤマトを潰さないために渡すなら、他のものでもいいんじゃないのか？

「だってそのほうが面白そうじゃないか」

　理事長は言外に答える気がないと語っている。おそらく追求しても無駄だろうと思った武琉は、開いたままの扉の外に視線を向ける。

　たどり着いた階のすぐ正面には、頑丈そうな鈍にび色いろのシャッターが降りていた。

　ここでも理事長が暗証番号を入力すると、シャッターは音を立てて持ち上がっていく。

　開いた瞬間、むせ返るような威圧感を覚える。

　ずっと閉じこめられ濃縮された何か。ずっと封じられていた何か。それが解き放たれたかのような雰囲気。

　そこは広い部屋だった。

　コンクリートの壁と床に囲まれたその部屋の中央に、ただ一つ台座が置かれている。

　その台座の上には、一振りの剣が置かれていた。

「……大剣？」

「そう。大剣さ。名を、第八階位大剣型偽剣レプリカ《グラウィス》」

　それは、長大で分厚い剣だった。

　重厚で頑丈な印象。

　豪壮で豪快な雰囲気。

　飾り気は少ない。だが、かえってそれが威圧感を大きなものにしている。

　美術品ではなく、実用品。実用品であるからこそ、美術品に並ぶほどに美しい。

「これが……」

　武たけ琉るが手を特定封印武装《偽剣》第八階位《グラウィス》に向かって伸ばす。

「待った！」

　理事長がいつになく強い声で叫ぶ。

　彼は真剣な声で続ける。いつもの飄ひよう々ひようとした印象は、まったく感じられない。

「武琉くん。少しでも違い和わ感かんがあったら、すぐに放すんだ。決して無理はしないように。いいね？」

「……わかった」

　武琉は《グラウィス》をつかんだ。

　握った腕が沈みそうになる。感じたのは異常なまでの重量だった。

　ぴりぴりと手のひらが痛む。

　違う。そうじゃない。重い？　重いっていうのはどういうことだ？　武琉は重みなんて感じたことは、あのとき以来一度もない。なのに武琉は《グラウィス》を重く感じている。

　たとえこれが鉄の数倍の重さを誇る白銀で作られていたとしても、これほどの重量を感じることはないはずだ。

　武琉は力を込めて持ち上げる。すると《グラウィス》が震えた。それは嬉うれしそうな震え方に思えた。

　何か熱いものが《グラウィス》から武琉の身体へと流れ込む。強く心臓が脈打つ。

　視界が赤く染まっていく。息が荒くなる。脳が焼け焦げそうに熱い。

　気持ちが悪い。不快なナニカが身体を侵食していくような、そんな直感。

「く……あ……っ」

　頭の中に、何か凶暴な意志がたたき込こまれる。思考の中で、見たことのないはずのいくつもの景色が流れた。

　次の瞬間、それとは別に身体の奥から溶けた鉄のように熱い何かが、どろりと溢あふれ出す。

「……は……くっ……」

　それが身体からだ中じゆうを激しく駆け巡った。

　まるで熱が不快な感触を駆逐していくが如ごとく、嫌な感覚が消えていく。

　今たたき込まれた圧力が噓うそのように、何も感じなくなる。

「……武たけ琉るくん！　武琉くんっ！　大丈夫か!?」

　気がつけば、理事長が武琉の肩を揺すっていた。いつの間にか、武琉は《グラウィス》を握ったまま、地面に座り込んでいたようだ。

「……ああ。大丈夫だ。なんともない」

　というよりも、先ほどの感覚を除けばなんともなさすぎる。

　身体能力が強化されたように思えない。頭が狂気に犯されるようにも感じられない。せいぜい、重量を感じるくらいだ。──今は、その程度。

　理事長がそれを見て、「うん。なんとか、耐えれたようだね」とつぶやいた。

「武琉くん、キミは、それを使うといい。それを持つことができる人間自体、ほとんどいないからね」












　理事長はどこまで本気かわからない胡う散さん臭くさい表情を浮かべながらつぶやく。

　そのあと武たけ琉るはまた車に乗せられ、光波剣科ルーメンのある場所まで送ってもらった。




　武琉を光波剣科の校舎まで送り届けたあとのことだ。

　理事長は自らの顎あごひげを撫なでさすりながら、黒塗りの車のところまで戻った。

　それと同時に音を立てて運転席の窓が開く。運転席にはスーツ姿の女性がいた。鋭えい利りなガラスを思わせる美しさだ。眼鏡めがねがその鋭利さと知的さを強めている。彼女は理事長が秘書として使っている人間である。

「よろしかったのですか？　あのようなものを渡してしまって」

　問われて理事長は前髪を指でねじりながら気のない様子で答える。

「あー。あれ？　うん。ヤマトの戦力強化にね。こんなところで潰れちゃっても困るし」

「しかし、あの武器は、狂信の災禍フアナテイクスを巻き起こした……」

　女性がこわばった表情でつぶやいた。

「ストップ。その名前は外であんまり言わないこと。そんなものはなかった。いいね？」

「……失礼しました」

　理事長はひらひらと手を振ってみせる。

「いいよいいよ。君が心配している事態は、それはそれで面白い。僕たちの手で八本目の《神域封剣レグナーレ》を作るためには、失敗はつきものだしね」

「理事長、それは」

「ここには《神域封剣》の所有者が七人もいるんだ。以前みたいなことには、ならないさ」

　理事長はいったん言葉を区切ってから、続ける。

「それに、たぶんそうはならないよ。武琉くんはアレを押さえ込んでたからね。ま、使えてもいないみたいだけど」

「使えていない、ですか」

「うん。あれだと、壊れない鉄の塊かたまりを持ってるのと一緒かな。まあ彼ならそれで十分かもしれないけど。──それより」

「はい？」

「笑顔笑顔。僕は常々、君には笑顔が足りないと思ってるんだ。笑顔は人間関係を円滑にするよ。見れば心が温かくなるらしい」

　理事長が笑みを浮かべて、秘書の顔をのぞき込んだ。

　秘書は冷たい表情を浮かべて告げる。

「善ぜん処しよします。ですが、個人的な感想を言わせてもらうならば、あなたの笑顔には寒気を覚えます」
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　理事長に《グラウィス》を渡された翌日。

　武たけ琉るは咲さく耶やとともに神霊浮遊都市エーテル・フロートの中央、中立領にある繁華街に来ていた。

　そこは学生のための街だった。

　世界各国から集まった選ばれし者エリートであるこの学園アカデミアの学生たちのために、若者が行きたがる様々な店舗が用意されている。

　チェーン店らしき財布に優しそうな食べ物屋から、高級そうな食事処まで。その他にも服屋、本屋、エステサロン、ヘアサロン、ドラッグストア、家具屋、電器店、ゲームセンター、映画館など、およそ生活にも遊ぶことにも困ることはなさそうなラインナップだ。

　まるで普通の街ですらある。しかし、武琉の目にはやはり奇異に映る。

　以前迷まい子ごになったときも思ったことだ。街で見かける人間がほぼ学生であり、彼らは背に腰にと《偽剣レプリカ》を身につけているためだ。

　それこそ現代の歴史にない場所──まるでゲームの中のような光景。

　そんなものが、現実として目の前に存在した。

　空想の中にありそうな街で、武琉は咲耶ととも街をぶらつく。

　武琉の着替えや、今は咲耶に借りたままの布団ふとんなど、生活必需用品を買うためだ。

　だというのに。

　先ほどから咲耶がちらちらと周囲を気にしている。何かに目を奪われているのだ。

　それは、学生同士が楽しげに会話している姿であったり、一緒にクレープを食べている姿であったり、服を買おうとしている集団であったり、ゲームセンターらしきところで遊んでいる友達同士だったりした。

　そんな咲耶がふとつぶやく。

「た、武琉。ちょ、ちょっとだけいい？　ちょっとだけ。ちょっとだけだから」

　武琉の返事も聞かず早歩き。向かって行った先には色鮮やかに光る看板があった。

　中に入ると、そこは武琉の知っているゲームセンターによく似ていた。

　アーケードゲームにクレーンゲームなどだ。知っているがゆえに違い和わ感かんが激しい。そんなよくある遊具で遊んでいるのは、剣を背負った学生たちである。非常に奇妙な感覚だ。

　また、アーケードゲームの近くに張り紙があった。

『《偽剣》による身体強化は、ゲーム中はお控えください！　台を破壊した方は学園に連絡の上、賠ばい償しよう金きんを請求いたします』

「……あー」

　武琉はそれに親近感を覚えた。なぜならば、武琉も元の世界でそれをやってしまったことがあるからだ。

　何をしても楽しく思えず、やることすらなかったあの頃ころ。武たけ琉るは気まぐれでゲームセンターへと足を運んだ。そのときに格闘ゲームで遊ぼうとしたことがある。

　最初は力をセーブして、慎重にゲームをしていた。だが、途中でアツくなってしまった。とっさに押した弱パンチボタン。次の瞬間、ゲーム台が爆砕した。

　……まあ、そんなことがたくさんあったら、あんな注意書きもされるよな。

　などと思いながら咲さく耶やの様子を見てみる。すると、咲耶は一つのクレーンゲームに張り付いていた。

「……何これ、かわいい」

　それは、デフォルメされた西洋龍ドラゴンの人形だった。

「ねえ、武琉、これかわいくない？　りゅーくんだって」

　透明な板を両手で触りながら、のぞき込むように見ている。

「……そうか？」

「そうよっ。すっごいかわいい」

　言いながら咲耶は、硬貨コインをちゃりん。投入する。

　しかし。

「あ、あーっー！　だ、だめよっ！　ああっ！　落ちないで。頑張って！　うううっ！」

　などと言いながら何度もチャレンジする。

「ううっ！　また……！　これ、ずるしてるんじゃないの！」

　悔しそうな顔で言った。

「次、次でだめだったらもうやめる！　あーっ！」

　悩むような様子を見せ、武琉に言い訳するように言う。

「……い、今のは練習だもん。……もう一回っ！」

　本当にいいお客さんである。

　とりあえず咲耶はギャンブルはやらせないほうがいいな。

　武琉は自らのポケットにじかに入れた金銭を手で触って確認した。これは学園アカデミアから支給されたものだ。学園内の評価点により額面が決まる、生活費とかお小遣いのようなものだった。神霊浮遊都市エーテル・フロート内で使える通貨である。どの国の所有物でもないこの場所の中では、どの国の通貨も使えない。

　入学したばかりで、評価点がゼロに等しい武琉も、ほんのわずかな金額をいただいた。

「ちょっと、オレにやらしてみ。こういうのは、ガッってやって、ガッだ」

　言って、硬貨を投入する。

　迷うことなくクレーンは中央へ。たくさんの人形の中に、半なかば埋もれるようにして入っている巨大りゅーくん人形。それが狙いだ。クレーンは狙いをたがわず頭をガシッと鷲わし摑づかみ。しかしまったく持ち上がらない。

　けれど、タグが引っかかり、ずももと人形が持ち上がる。少し持ち上がったところで、ずるりとタグ部分がクレーンからはずれ、人形は落ちた。

　そのせいか、積まれていた周囲の人形が崩れる。

　ころん、と、親指サイズのキーホルダー型人形が、景品として落ちてきた。

「ほら、やるよ」

　言って、武たけ琉るはそれを咲さく耶やに差し出す。

　咲耶は戸惑うような様子を見せてから、口を開く。

「いいの？」

「ああ」

「…………うれしい」

　咲耶はそういって、かわいらしく笑った。まるで桜のつぼみが開き始めるかのような、静かで綺き麗れいな微笑ほほえみだ。

「こんなふうに、物をもらうの、初めて」

「そうなのか？　なんかすごいたくさん言い寄られてたし、贈り物とかも、貰もらってきたんじゃないのか？」

　武琉は気になって尋たずねた。咲耶の顔に面白くなさそうな表情が浮かぶ。

「そうだけど、全部たたき返してるもの。あれとこれは、意味が違うの。あれは『贈る人が自分のために相手に贈る』贈り物。相手に気に入られるための投資。買い物や賭け事と一緒。でも、これは違うわ」

　咲耶が武琉の顔を見ながら告げる。

「『わたしのため』に、くれた贈り物。下心も何もない、とても嬉うれしいものだわ。だから、わたしは嬉しい。うん、これは、嬉しいんだと思う。とっても、胸が温かい」

　そのような評価をされることに、武琉は戸惑ってしまう。

「……そんな大層なもんじゃないぞ。オレはただなんとなく、咲耶が欲しそうにしてたから、やっただけで。そんなこと考えてねーよ」

「それがいいの。そんなふうに、無意識にしてくれたことが嬉しい。そんな人、いなかったから」

　そう言って咲耶は幸せそうな笑顔を見せた。

「それにね、武琉がくれたことも、嬉しいんだよ。……これ、大事にするね」

　言われて武琉は、心臓が脈打つのを感じた。

　なんでこいつ、こんなに嬉しいなんて恥ずかしげもなく言えるんだ、と。

　きっと無自覚で言ってしまっているのかもしれない。

「……そっか。とりあえず、そろそろ他のところに行こうぜ」

　武琉はごまかすようにつぶやいて、ゲームセンターの出口へと向かう。

　背後からは咲さく耶やが慌あわててついてくる気配。

　自動扉が開いたところで、見知った二人の姿を見かけた。

「あら。如月きさらぎさんじゃないですか。奇遇ですね。奇遇ついでに、お茶でもいかがです？」

「……偶然。びっくり。驚きよう愕がく。喫茶店、行こう」

　ウェーブの淡い金髪のお嬢様に、季節はずれのマフラーをまいた少女だった。
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　二人に押し切られて連れて行かれた先は、喫茶店だ。

　喫茶店といっても、武たけ琉るの知っている喫茶店とはまったく違う。まず入ってすぐの階に座席がない。一階は贅ぜい沢たくにスペースを使ってケース入りの茶葉や珈琲コーヒー豆が並べられている。

　品の良い制服を着た壮年の男性が、カウンターに姿勢良く立っていた。

「いらっしゃいませ」

　その声とともに、奥から店員の女性が現れ、上の階へと案内してくれた。

　勧められるままに座席へとつく。すると椅子の柔らかさに武琉はちょっとびっくりする。

　それからメニューを見て、武琉は困惑した。

「値段が書いてない……」

　正面に座ったエリヴィラが不思議そうな顔で「え？　当然でしょう？」と言った。

「ええ？　普通は値段が書いてあるもんじゃないのか？」

「ああ、そういうことですか。ここにある茶葉も珈琲豆も、特定の農園で作られたとても貴重なものなんですの。誰だれがどれくらい求めるかで、日々価格は変動します。その値段はつけられるものじゃない。つまり、時価、ということですわ」

　武琉は気が遠くなった。なんかすごい世界だ。

「心配しなくても大丈夫ですよ。ここはパラジャーノフ家がもたせてもらいますので、お気になさらず」

「いや、でも、それは申し訳ないぞ」

「そのような些さ事じは気にしないでくださいな」

　言うと、武琉の隣に座っていた咲耶が口を開く。

「ルシアのほうに施して貰もらう必要なんてないわ。わたしと武琉の分は、ヤマトが持ちます。勧誘なんてさせないんだから」

　警戒するような目つきの咲耶に、エリヴィラは笑みを浮かべたまま対応していた。

「いいえ。ただの善意ですよ」

「もしそうだったとしても、借りなんて、作りたくないもの」

「そうですか。それは残念です」

　言いながらエリヴィラが店内を見回す。

　その動作だけで店員が気づき、こちらにやってくる。

　アーニャが言葉少なに「これとこれ」と注文する。咲さく耶やと武たけ琉るもそれに続いた。

「本日は、ヤマトのお二人はデートですか？　お似合いで羨うらやましいです」

　エリヴィラに突然そんな言葉を投げかけられて、咲耶は慌あわてて口を開く。

「ち、違うわよ。べ、別にそんなのじゃないし」

「ああ。全然そんなのじゃないぞ。オレが買い物する必要があったから、案内してくれただけだ」

「そうよ。案内しただけ。忙しかったけど、武琉が必要だと思ったから、仕方なく、だし」

　エリヴィラは同意するように頷うなずく。

「そうですか。咲耶さんは、嫌々案内していただけなんですね。失礼しました。でしたら、如月きさらぎさん。わたしに言ってくださったら、いつでも、誠心誠意ご案内いたしますよ」

　咲耶が武琉とエリヴィラの前を遮るように、手をぶんぶんと振った。

「だめ、だめだめ！　そんなのだめっ！　武琉は、わ、わたしの国の人だし、他に案内できる人いないし……。わたしが案内するのが、自然な流れなのよ」

「それは残念です」

　そういった話をしている間にも、店員が銀色のトレーに乗ったドリンクを運んできた。

　彼はエリヴィラの前にコーヒーを置く。それ以外のメンツには、目の前で紅茶を優雅に注ぎ、一礼をして去っていった。

　口に含むと、鼻にすうっと抜ける格調高い香りに、後味の良い渋みが残る。

「おお……」

　紅茶ってこんなにおいしいものだったのかと、武琉がプチ感動していると、エリヴィラがカップを置くのが目に入った。

「如月さん。コーヒーはお好き？」

「いや……。苦いし、あんまり好きじゃないな」

「紅茶は？」

「普通かな。でもここのは、すげー飲みやすかった」

「じゃあ、こちらのコーヒーも一口試してみません？」

　エリヴィラの笑顔の裏に、ちらりと何かが見えた感覚。

　でも、それは気のせいだったかのように一瞬で収まる。

　横のアーニャはぎゅっと手を握り、真剣な顔で武琉を見ていた。

「飲んだら、何か変わるかも知れませんよ。飲み物の好み、とか。ほら、どうぞ」

　言いながらエリヴィラはコーヒーカップを武琉に差し出した。

　武琉は戸惑いながらコーヒーカップを受け取る。

　なぜだか咲さく耶やまで武たけ琉るの手元を凝視していた。

　武琉は受け取ったカップを口元に近づけた。コーヒーの香りが鼻をくすぐる。

「や、やっぱりだめっ！　か、間接キスっ！」

　などと咲耶は謎の叫び声を上げながら武琉の手を払った。

　ごっと音を立てカップがテーブルの上に転がる。エリヴィラの制服にコーヒーがかかる。

　その瞬間、先ほどまでちょうど良い空調だったのが、唐突に冷えた。

「……エ、エリヴィラ」

　アーニャがそうつぶやいた瞬間、寒さが収まっていった。

　店内の温度は、ほんのわずかな冷気の残ざん滓しを残し、何もなかったかのように元に戻った。

　咲耶が慌ててエリヴィラに頭を下げる。

「ご、ごめんなさい。つ、つい。……大丈夫だった……？」

「別に、いいです。大丈夫ですよ」

　突如、声がかかった。




「ハァイ。如月きさらぎ武琉。そしテ此この塚づか咲耶。変なトコロにいますネ」




　中々見ることができないほどに明るい笑顔を浮かべて現れたのは、ネオリカの《神域封剣レグナーレ》である《炎えん獅じ剣けんレーヴァテイン》の所有者。学園アカデミア最強と言われている少女。

　オリヴィアだ。

　豪ごう奢しやな金髪に、夜が明ける瞬間の空のような青い瞳。惜しげもなく太ふと股ももをさらけ出したマイクロスカート。そのオリヴィアが武琉に声をかけてくる。

「如月武琉。予選の調子はどうですカ？　と聞くのも失礼かもしれませんケド」

「次の最終予選まではなんとか残ってるよ」

　武琉が言うと、オリヴィアは嬉うれしそうに笑う。

「フフ。それは良かっタ。ワタシ、如月武琉と戦うノ、とてもとても楽しみデス。くれぐれモ、予選などで負けないでくださいネ」

「ああ。オレもアンタと当たるの、楽しみだぜ。そっちも負けるなよ？」

　武琉が言うと、オリヴィアはきょとんとした顔になってから、大きく笑う。

「アハ。アハハ、アハハハハハ！　やはリ、如月武琉。アナタはいいデス。そんなことを言われたのハ、初めての試合以来でス。それから何度も試合がありましタ。でモ、ワタシは一度も負けてまセン」

「だったらオレも負けなしだぜ？」

「アア、そうでしタ。でハ、同じですネ。そういえば如月武琉」

　言って、オリヴィアが鋭い目で武琉を見た。

「アルベルトを倒したそうデスネ？　我が国の民ヲ」

　咲さく耶やが腰の赤あか鞘さやを握り、警戒を露あらわにする。

「先に喧けん嘩かを売ってきたのは、そっちの人なんだけど？　だいたい──」

　咲耶の言葉を遮るように、武たけ琉るは口を開く。

「アルベルトを倒したのはオレだ。咲耶は関係ないからな。恨むならオレだけにしろ」

「ちょ、武琉っ──！」

　言うと、オリヴィアが盛大に吹き出した。

「プッ──アハ、アハハハハハ！　大丈夫。そんなに怯おびえないでくだサイ。此この塚づか咲耶。他の方がどう思っているかは知りまセン。だけド、ワタシ個人ハ、なんとも思ってまセン」

「へ？」

「だっテ、それはアルベルトが弱かっただけのことデス。負けた彼は正義ではナイ。彼よりは如月きさらぎ武琉が正義だったというコト。パワー・イズ・ジャスティス。ワタシがジャスティスなのト、同じ理由デス」

　そこまで聞いて、咲耶がほうっと安あん堵どするように息を吐いた。

　ふと、武琉はエリヴィラたちのほうに目をやる。

　アーニャは両手でティーカップを持ちながら、ちびちびと飲んでいる。エリヴィラはじいっと無言でオリヴィアを見ていた。

　オリヴィアはそんなエリヴィラに視線を向ける。するとエリヴィラが口を開いた。

「星せい焰えんのオリヴィアさん。お久しぶりですね」

　ネオリカの少女は、ルシアの少女をちらりと見る。

「ええト。どちら様デスカ？」

　オリヴィアがそう言った瞬間、店内が極寒の大地と化した。店員や他の客が身体を押さえて震え出す。アーニャでさえも、首に巻いたマフラーをぎゅっと握った。

「……エリヴィラです。エリヴィラ・パラジャーノフ」

「おヤ。ワタシと似た名前ですネ。それハ、とても強そうでス」

「という話を一年前にもしたのですけど、覚えていませんか？　鳥のように頭が空っぽなんですね」

　エリヴィラは微笑ほほえんだまま、棘とげのある言葉を発した。

「アア。なるホド。ワタシが覚えていない。では覚える必要がなかったということデスネ」

「……記憶力がないだけでしょう？　私は、今でも覚えていますよ。あの合同実習の日を。あなたの名前を」

「フーム……」

　言ってからオリヴィアは軽く手を挙げる。すぐにやってきた店員に短く告げた。

「以前、頼んだものヲ」

「かしこまりました」

　店員がそう言って、奥へと下がっていく。

「私の話を、聞いているんですか？」

　穏やかな声のまま、エリヴィラが言った。

「モウ少し待ってくだサイ」

　それから店員がやってきて、オリヴィアの前に一杯のコーヒーを置いた。

「ウン。ヤッパリ」

「……何がですか？」

「ワタシ、この店に来たノハ、二年前に一度だけデス」

「それが、どうしたっていうんですか」

「でモ、覚えられていタ。ワタシのことを覚えている人はたくさんいマス。おそらク、この神霊浮遊都市エーテル・フロートの全員が知ってイマス。ダケド、ワタシはその人たち全員を覚えられナイ。そういうことデス」

　オリヴィアは息を吐き出しながら告げた。

「なっ……」

「ダカラ、ワタシに名前を覚えさせてくだサイネ。……サテ、そろそろ帰りマス」

「あれ、おまえ、何しに喫茶店に来たんだよ」

　武たけ琉るが気になって尋ねると、オリヴィアは片手を挙げながら言った。

「アナタの剣気オーラを感じたからデス。如月きさらぎ武琉。ワタシは今、アナタに一番興味がアリマス。ダカラ、調子を聞きにキタ。それだけデス。アア、そのコーヒー、あげマス。確カ、中々おいしかったデスヨ。でハ、バーイ」

　そう言って、オリヴィアは悠ゆう然ぜんと去っていく。……すげえフリーダムな奴やつだな。

　すると咲さく耶やが席を立ち、武琉に耳打ちをした。

「オリヴィアに今ネオリカが仕掛けてくるつもりあるかどうか、聞いてくるわ。こっちをちょっとだけお願い」

　咲耶はそう言い残してオリヴィアの後ろを追いかけていく。

　武琉は固まった様子のエリヴィラに声をかける。

「なあ、エリヴィア。……その、元気出せよ」

「エリヴィラです……！　まったく。これだからネオリカ人は……。歴史がない野や蛮ばん人め」

「……お、おう」

　エリヴィラの矛先が武琉に向く。

「そういえば、此この塚づかさんも先ほどとても失礼な態度でした。ネオリカとか、ゲルツとか、いろんな国を敵に回したりしているだけはありますね」

「……いや。コーヒーカップをはね飛ばしたのは、わざとじゃないと思うんだ」

「制服、シミになってしまいそうです」

　エリヴィラは確か、ルシアの貴族だとかなんとか言っていたはず。これ以上、他国から悪感情を持たれるのは非常に良くない。

　武たけ琉るはそう思って、今ここにいない咲さく耶やの援護をする。

「悪かった。俺から謝る。だからあまり咲耶のことを悪く思わないでやってくれ」

「……如月きさらぎさんの態度次第では、考えないでもないですけど」

「え？」

「コーヒーは……もう、ありますね」

　エリヴィラは新しくやってきたコーヒーに目を向け、それから武琉の手元に残ったオリヴィアのコーヒーを見て、何か言葉を飲み込んだ。

「でしたら、如月さん。これを受け取ってください。勝利祈願のペンダントです」

　言いながらエリヴィラは制服のポケットから、精緻な作りのペンダントを取り出した。

　見たことのない不思議な模様。中央に宝石のようなものがはまっている。アンティークな雰囲気の代物。とても高そうだ。

「いや、こんな高そうなもん、悪くて貰もらえねえよ」

「……私は、武琉さんの応援がしたいんです。そういった好意をすべて否定されるのは、悲しいです」

　そういって寂さびしそうに微笑ほほえむエリヴィラを見て、武琉はちくりと心が痛んだ。

「先ほど咲耶さんにコーヒーをかけられてしまったことは忘れます。ですから、ペンダントを受け取ってはいただけませんか？　私はただ、あなたの応援がしたいだけなんです」

　武琉はそういったエリヴィラを見て思う。エリヴィラはわざわざオレを応援してくれている。制服を汚されて怒ってもいいはずなのに、武琉にお詫わびと称してプレゼントを与えて、なかったことにする。こんなのは、中々できることじゃない。

「……わかった。貰うよ。ありがとな」

　微笑むエリヴィラを見ながら、武琉はあることを言うかどうか迷って、結局口を開いた。

「もう一個だけ頼みがあるんだ」

「なんですか？」

「咲耶と仲良くしてやってほしいんだ。あいつ、他国の人間とかをすごい警戒してるんだ。でもそれ、すげーつらいと思うんだよ。誰も信用できないってのはさ。あいつ、同じ国の人間いないし。だから、国とかそういうの抜きで、あいつと付き合ってやってほしい」

　そこまで武琉は一気に言い切った。

　今日も、咲耶は非常に楽しそうだった。まるで誰かと遊びに出かけるのが初めてみたいに、はしゃいでいた。だから、武琉はエリヴィラとアーニャに頭を下げる。

「頼む」

　言うと、エリヴィラは婉えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「いいですよ。もちろんです」

　アーニャはわずかに眉まゆをひそめ、戸惑うような表情をしている。

「ね？　いいですよね。アーニャ」

「…………うん。わかった」

　アーニャがゆっくりと頷うなずいた。

「さんきゅ。本当に助かる」

「いいえ。たいしたことではありません。如月きさらぎさん、そのペンダントは勝ちを運んでくれるペンダントです。なので、明日、ぜひつけていってくれると嬉うれしいです」

　そのあとすぐに咲さく耶やが戻ってきた。

　先ほどまでとは打って変わって和やかな様子で、お茶会は終わった。





　　　　　◆　◆　◆






　深夜のルシア領。

　広大な庭の中に明かりのともっている屋敷があった。

　とても静かな夜の屋敷。その中にある防音完備の部屋で怒声が響いていた。

「ああっ！　許せません！　あの女……！」

「……落ち着いて」

「落ち着いています！　新興国のくせに！　歴史が、ない、くせにっ！　この私を馬鹿にして……!!」

「……うん」

「アーニャだって、あのときのわたしの屈辱を、覚えているでしょう!?」

　それを、何度も聞かされたアーニャは忘れることができない。

　最初から高い能力を有していたオリヴィアに、エリヴィラは声をかけた。しかし、そっけない態度を取られたのだ。それだけではなく、他の生徒たちが『名前は似ているのに実力が全然違う』と言っているのを聞いてしまった。

　そしてオリヴィア自身もエリヴィラに興味を示さなかった。

　それだけのこと。

　だけど生来の気質か、プライドの高いエリヴィラは我慢できなかった。

　エリヴィラは優れた血統の、尊敬されるべき人間のはずなのに、相手にされない。

　だから恨んだ。──このわたしを見ないことは何事ですか。パラジャーノフ家のこのわたしを──といった様子で、荒れに荒れた。

　ずっとエリヴィラと一緒にいたアーニャは、そのことを知っている。

「……うん。だから、エリヴィラ。……くっ」

　頰ほおを張られて、アーニャは顔をしかめる。

「あなたも、私のことを馬ば鹿かにしてるんでしょう!?」

　そんな言いがかりみたいな言葉にも、アーニャは真しん摯しに答えを返す。

「……そんなことない」

　アーニャはそう告げる。

　たとえ、エリヴィラがどんな人間であったとしても、アーニャには従うしか道がない。

　だからアーニャはエリヴィラが良い人であると思い込もうとする。

　自分がそうしようとしていることに気づいて、気づかないふりをする。

　アーニャにできないことがエリヴィラにはできるから。

　エリヴィラにできないことがアーニャにはできるから。

　だから、二人はすばらしい関係。

　すばらしい関係でなければいけない。

　そうでないはずが、ない。

「……エリヴィラがいないと、わたしはどうしようもない」

　アーニャはそんな自分の言葉が、むなしく屋敷の中に響いた気がした。

　最終予選直前の夜が更けていく。






│四章│鎖で捕らわれた氷姫






《神剣刀争ベルム・ラミナ》最終予選、当日。

　武たけ琉るは朝の教室に行くと、本日は授業免除だと告げられた。武琉だけが別行動を取り試験を受けるということらしい。

　担任の話を聞いてクラスを出ようとすると、クラスメイトたちに様々な激励の言葉を貰もらった。「武琉くんなら行けるよー」とか「頑張ってこいよ、期待してるぜ」とか「……この俺を超えたんだ。負けるなよ」などだ。クラスに馴な染じんでるとは言いがたい武琉にそんな言葉を投げてくれるのは、ありがたくもあるが、それ以上に戸惑ってしまう。

　そのあとで武琉は指定された先へと向かう。

　たどり着いた先は屋内の訓練場だ。

　見上げるほどに高い天井には光り輝く照明がいくつも取り付けられていた。地面は土で固められている。まるでドーム型の球場にも似た場所だ。

　そんな広い場所にいるのは、わずか二十人に満たない。武琉がやってきた時には、すでに彼らはその場にいた。

　それぞれが距離を取り、お互いを計り合うように視線を投げ合っている。

　武たけ琉るが見知った顔は、ただの一つもない。ピリピリとした空気が室内に充満している。

「いいね」

　これはわくわくせざるを得ない。

　それぞれが本気で何かをしようとしている、この張りつめた空気。

　たとえば、部活をやっている生徒から感じたり、テレビで放映されている試合などで漂っていた緊迫感。現代にいた頃は外から見ていることしかできなかった、この場所。

　武琉はその中心に入ることが初めてだった。

　それは胸が躍おどる空間だ。

　今までこんな空気の場所に来れなかったことを、もったいなく感じるほどに。

　そう考えていると、その中の一人が近づいてきた。坊主頭にラインを入れた、ガラの悪そうな男だった。深夜の繁華街などでたむろしていそうな印象を覚える。

「その髪と目の色……、貴様が光波剣科ルーメンの如月きさらぎか」

　彼は鋭い視線で武琉の全身を眺めるように見てから、口を開いた。

　わざわざ光波剣科、ということは、彼が違う学科であることの証あかしだ。零次予選、一次予選は光波剣科の中だけで行われた。この最終予選からは、全学科を混ぜた上でランダムに振り分けられている、らしい。

「──フム。弱そうだ」

　興味を失ったような口調で言われ、武琉は言葉を返す。

「へえ。見ただけでよくわかるな」

　そして同時に疑問に思う。この学園アカデミアでは、鍛えた肉体がそのまま強さに結びつくわけではない。エーテルという物質や剣によっていくらでも増幅ブーストできる。実際に、咲さく耶やもノエルもアーニャもエリヴィラも、強そうに見えるわけではない。

「見ただけである程度はわかる。貴様の持っているその大剣型《偽剣》グレートソード。それは我がネオリカの《神域封剣レグナーレ》がベースになっているものだな。その武器からなんの圧力も感じん。そんな武器を抱え、よくここまで残ったものだ」

　坊主頭がそう言うと、周囲の生徒たちのうち何人かが、かすかに頷うなずくのが見えた。

　一部から、冷笑すら起こる。

「貴様の噂うわさは面白かった。素手で第七階位《偽剣レプリカ》に勝利しただとか。あのオリヴィアの攻撃を切り裂いただとか。どんなものかと思ったが、失望だ」

　坊主頭が重厚な声でつぶやく。

「今にして思えば統一性がないのだ。素手で戦うだとか、焰塊射出メテオフレイムを切り裂いたとか。そして今は、切ることなどできない《偽剣》を持っている」

　髪の毛を逆立たせた生徒が、流れに乗っかるように告げる。

「つまり、ペテン師ってことだろー。噓うそつくなら、もう少し上う手まくつけばいいのにな。金でも積んだか？　それかヤマトの遺伝子でも引き替えにして便宜でも計ってもらったのか？　いずれにしても、この場じゃそんなの通用しないぜー」

「うむ。そこまで言うつもりはないがな。だが、せいぜい見た通りではないこと願おう」

　言われて武たけ琉るは鼻を鳴らした。

「いいぜ。じゃあオレも祈っておいてやるよ。あんたは強そうだからな」

「何を祈ると言うんだ。我と同じく見た通りではないということにか？　確かに我が見た目通りでなければ、相当に弱かろうよ。貴様でも勝てるほどに弱ければ満足か？」

　軽視するような視線を投げつけられる。

「いいや。おまえが見た通りであることにさ。見かけを裏切って雑ざ魚こじゃないことを楽しみにしている」

　武琉が笑うと、相手も呼応するように笑った。

「抜かせ」

　その時、鐘の音が聞こえた。同時に「みなさーん。注目してくださーい」という声。

　いつの間にかスーツ姿の女性が現れていた。

　生徒にも見えるほど年若く見える彼女は、武琉のクラスの担任だった。

「今日の試験官はわたしです。よろしくお願いします」

　見覚えのある、はちみつ色の髪。腰にはルシアの湾刀サーベル型《偽剣レプリカ》を帯びている。

　しかし、様子がおかしい。全員に注目されているのに、すらすらと話しているのだ。まさか、よく似た別人だろうか？

　かと思うと、担任は武琉に視線を合わせ、にこりと微笑ほほえんだ。

　!?　だ、誰だれだコイツ……！　別人なのか？　それかもしくは何か理由があるのか。

　武琉は一人で息を吞のんだ。担任はにこにこと優しげな笑顔で告げる。

「では、最終予選の試験内容を説明しますねー。内容は、わたしを捕まえることです」

「こんな逃げる場所もないところで、か？」

　武琉が口にすると、担任は首を頷うなずいてみせた。

「ええ、捕まえられるものなら、ですけど」

　それは、一対二十ということか？　そういえば、最終予選をくぐり抜けられる人数は、二十五名固定と聞いた。そしてここにいるのが二十名。……ってことは、定員割れか？

　だとしたらこれは、一次試験を突破できた人数が思ったより少なかったための、勝利確定のボーナスゲームなのか？

「あ、勘違いはしないでくださいね。この試験で勝者は一人です。先生を捕まえられたただ一人が、予選を突破できます」

　一人だけ。

　それはシビアな条件だった。生徒たちはお互いを警戒するような視線を投げ合う。

「ええ。このような試験が、本日合計二十五カ所で行われてるんです。試験内容の違う、それぞれの場所で、一人ずつ予選突破者が決まります」

　そこで、先ほど武たけ琉るを煽あおってきた髪の逆立った男が声を出す。

「だけど、それはおかしくね？　公平じゃない。試験内容が得意なもんだったとか、優秀な奴やつと同じ組になっちまったとか、事故が起こるじゃん」

　問われた担任は極めて冷静な様子で答えを返す。

「ええと、確かに不公平な点は多くありますね。だけど、あなたの中に真に優秀な人材がいるなら、どんな状況でも勝てるはずです。逆に、この程度で落ちてしまう人材は不要、ということらしいですよ。あ、念のため言っておきますが、わたしの意見じゃないです」

　担任は付け足すように言ったあと、さらにルールの説明を続ける。

「今からこのドームを、二時間だけ、特殊なフィールドにします」

　担任は言いながら青い水晶玉のような物体を掲げた。丸い曲線を描く美しい球体だ。

　担任の手から、青白い色の、粘度の高い気体のようなものが、水晶玉に流れ込んでいく。

　途端、水晶玉が光を発する。水晶球は半透明の風船やシャボンのように変化する。大きく大きく膨ふくらんでいく。それは担任の身体を通過し、生徒たちの身体を通過し、広がっていった。さらに、この訓練場すらも飲み込むほどに膨ふくれ上がり、見えなくなる。

「二時間だけ、この場所に結界を張りました。一次予選の時につけてもらった腕輪と同じようなものです。遺跡から発掘された技術の一つですね」

　担任が入り口を示しながら続ける。

「これで外部からの手助けも妨害も不可能。外からは入れないし、出れもしない。ここは、完全に隔離された空間になりました。二時間後に、誰だれもわたしを捕まえることができなかったら、全員失格です。さ、頑張ってくださいね。──開始です」

　唐突に開始が告げられる。

　担任が言った瞬間、逆毛の男が飛びついた。担任は笑顔のまま反応すらしない。

「貰もらったぁぁぁ！　俺の勝ちだあああ！」

　逆毛が担任に触れた瞬間、ぱしゃん。担任が弾はじけた。まるで針を突き立てられた、パンパンの水風船のように。

　水が飛び散り、逆毛は頭からずぶ濡ぬれになる。

「……なんだよ、これ」

「もう少し疑う心を持ちましょう。目に見える物がすべてじゃないですよー」

　ドームの反対側に担任が立っていた。

　それに一部の生徒たちが反応する。いち早く担任の元へと駆けようとした。その背後から、別の生徒が刺突剣型《偽剣レプリカ》を振るう。地割れだ。地面がめきめきと割れて、走っていた生徒が飲み込まれていく。

　開始が告げられた五秒後に、ドーム内は阿あ鼻び叫きよう喚かんの有様になっていた。

　そして地割れを跳躍して回避した生徒が担任の元へたどりつき、また、ぱしゃん。担任の姿をした何かがはぜ割れる。それはおそらく水で作られた分身だった。

「ああ！　もうなんなのよ！　ダミーをばらまいて、自滅を誘う意地の悪い試験じゃない！」

　ずぶ濡ぬれになった女生徒が「出てきなさいよ！」と叫ぶ。

「そんなに言うなら、仕方ないですねー。さー、どれが本物でしょう？　見つけて捕まえれば合格でーす」

　力の抜ける声とともに、担任の姿が現れる。

　それも、大量にだ。ドーム内のあちこちに担任の姿があった。

　ごろんと横になっている姿や、担任の分身同士でふざけ合っている姿すらある。

　武たけ琉るは動かず、そんな生徒たちの姿や、担任の分身を眺める。

　──あれは違う。あそこにいるのも、違う。あの担任のくせに、余裕がありすぎだ。

　見れば判わかるはずだ。担任はあんなに余裕のある態度を人前で取れるはずがない。

「……なるほどな」

　この中に本物の担任はいない。余裕のある奴やつは水で作成された偽物だ。

　本物はきっと、人目を忍ぶ犯罪者のように、隅っこで小さくなっているはずだ。

　もし頑張ってあの中に紛まぎれていたとしても、目が合えば逃げ出すはず。

　たとえば、天井に張り付いているとか。土の中に隠れているとか──。

　そのとき、ライン入りの坊主頭が静かにつぶやいた。

「どれが本物か判らぬならば、まとめて吹き飛ばせば良いだけのこと。燃え広がれ──火炎扇剣フレイム・セクタ！」

　大剣型《偽剣》グレートソードを腕の稼働域ぎりぎりまで後ろに振り──ブンッ！　と横に薙ないだ。

《偽剣レプリカ》の先端から燃えさかる火炎が膨ふくれ上がる。炎は大量の担任の姿を飲み込んでいく。担任の姿をした分身は白い煙を残し蒸発していった。

「そうか！　攻撃しちまえば判るよなっ！」

　叫びながら別の生徒が土塊つちくれでできた弾丸を射出する。

　一人の担任の胸をつらぬく。その担任は消えず、胸を押さえうずくまり、大地に伏した。

　それを周囲の担任の分身が「せんせー！」「死なないでー！」と集まっていく。

「あいつかっ！」

　土塊で攻撃した生徒が倒れた担任に触れると、またしても破裂して水と化す。

　近くの分身が「今のはちょっと頑張って作ったやつです。ふふ」と小憎らしげに言う。

「馬鹿にしやがってえええ！」

　そうこうしているうちに、生徒たちの動きが悪くなってくる。

　剣を地面につき立て、まるで寄りかかるようにして息を荒くしている生徒すらいた。

　奇妙だ。

　一次予選の一日目で、武たけ琉るに集中砲火していた一般生徒たちよりも、早く疲ひ弊へいしているように思える。この、最終予選にまで残った生徒たちが、である。

　担任を見つけるために見けんに徹していた武琉すらも、息が少し苦しいような感じを覚えた。まるで酸素が薄くなっているような、そんな感覚。

　それでも生徒たちは必死に担任を捜す。

　その時だった。

　武琉の近くにいた男子生徒が突如、苦しげにうめき、倒れ込んだ。

「おい。大丈夫か？」

　近づき、男子生徒の青白くなっている顔を覗のぞき込こみながら尋たずねる。

「……な、んだ。これ……。気分が、わる、い……」

　額に脂汗が浮かび、呼吸が浅く速くなっている。

「いつも、は、こんなこと、ないのに、おかしい、ぞ……」

　彼の様子に、武琉は言いようのない嫌な予感を覚えた。

　このまま行ったら、何かマズいことになりそうな直感。誰もが感じるだろう、根拠のないちょっとした胸のざわつき。多くの人間が気のせいで済ますような何か。

　だけど、武琉の祖父は直感を大事にしろと言っていた。

『直感というのは、ただの勘のことじゃない。今まで無意識に学んできた経験のこと。言葉にしたり体系化したりすることが難しいこと。だけど、今まで覚えてきたすべてを使って一瞬にして答えを導き出す手段のことだ』

　祖父はそう武琉に教えたのだ。それに従って武琉は叫ぶ。

「ちょっと待て！　いったん中止だ！　何かが起こってる、嫌な予感がする！」

　しかし、冷めた視線が武琉に降り注ぐ。

　逆毛が息を荒くしながら告げる。

「そんな手には、乗ら、ねえよ。ヤマトのペテン師め」

　坊主頭が静かに口を開く。

「何かが起きていることは、判わかっている。この中の誰かの攻撃か、試験官の攻撃か」

　そう言いながら攻撃をやめない彼らに、武琉は嚙かみつくように言った。

「こんな状況で、攻撃を受けたら死んじまう奴やつも出るかもしれないだろうが」

　すると、ライン入り坊主頭は疲れた様子を隠せないまま告げた。

「もしかしたら、非情さを、勝利を求めるどん欲さを確かめ、ている、試験の可能性も、ある。ゆえに……ここで、手を緩めるわけには、いかんのだ。そうすれば、敗北が決まって、しまう、からな……っ！」

　言いながら、ライン入り坊主頭は炎の扇を広範囲に向けて放った。

　次の瞬間、彼はくらりとふらつき、頭に手を当てながら地面に座り込む。

　先ほど地面に《偽剣レプリカ》をつき立て、休んでいたはずの生徒が、目を閉じて倒れている。

　気を失っているかのように。

　まるで立っているだけで体力が吸われていっているようだ。

　気づけば、担任の分身体も数が相当減っている。

　武たけ琉る以外、立っている生徒が一人もいなくなっていた。

　広いドームに一人きりで、他の生徒は全員が苦しげに倒れている。

「おい。中止だ！　聞こえてんだろ!?　もうやめてやれ！　先生がやってんのか!?」

　その声が、むなしく響く。

　なんの反応も、返ってこない。

「おい！　聞いてんのかよ！」




　背後から、風を切り裂く音がした。




　背筋が冷えた。慌てて振り返る。それはここ最近で何度も見た氷柱つららだった。

　蒼あおく鋭い氷柱が高速で迫る。

　それを武琉は重い身体をなんとか逸そらし、すれすれで回避した。

　──また、あいつか!?

　そう思って見てみれば、やはり想像した通りの少女がいた。

　ヴェネツィア風の華か美びな装飾の仮面マスクをつけた少女だ。周囲の空気が揺らめいている。

「……驚いた。立っていられるんだ」

「おい、おまえ。こんな状況にしたのは、おまえか？」

　武琉が睨にらみつけながら言うと、仮面少女はこくりと頷うなずく。

「……あなたたちのエーテルを、薬で制限させてもらっただけ。大丈夫。死にはしない」

　言いながら仮面少女は湾刀サーベル型《偽剣》を構える。

　少女は冷たい声で「──あなた以外は」と付け加える。

「──串くし刺ざせ──氷雪鋭砕刺シユトウルム・サスリカ」

　仮面少女の湾刀型《偽剣》から冷気が噴出し、先ほどと同じ氷柱が出現する。

　それが、武琉へと飛来してくる。

「待ってください！」

　その刹せつ那な、横合いから滝のような水の奔流が宙を舞い、氷柱に衝突する。

　氷柱は水に押し流される。冷たい水滴が武琉の肌に触れた。

　水が出現した方向には、やはり天井に捕まっていたのだろうか、湾刀サーベル型《偽剣レプリカ》を携え、上から落下してくる担任の姿があった。それを見て仮面少女が口を開く。

「……びっくり。この状況で、二人も立っていられる人間がいるなんて」

「あなたは、誰だれですか！」

　担任が鋭く問うが、仮面マスク少女は答えを返さない。そのためか、担任は質問を変えた。

「どうやって、ここに？」

「……簡単。あなたのあとからこの場所にきた。結界が張られる寸前に入った。あとは入り口のところで待ってただけ」

「なるほど。しかし、結界はあなたを逃がさない檻おりにもなります」

「……構わない」

　首を横に振る仮面少女を、担任は遠くから眺めながらつぶやいた。

「その仮面、遺物品アーテイフアクトの技術を流用したものですか。そんな物を用意できる人間というだけで、少し絞られますけど。そしてその《偽剣》からして、九割方ルシアの人間、ですね？」

　担任の言葉に、仮面少女の威圧感が増す。

　すると担任は肩を震わせて「ひぃぃぃ」と情けない声を出した。

　……ああ、あれ、本物だ。本物の担任だ。

「おい、先生。大丈夫かよ？　人前が怖いんなら無理に出てこないほうが……」












　武たけ琉るが言うと、担任が首を横に振る。

「ええ。怖いですよ。知らない人の前に出てくるのが怖くて、助けに入るのに時間がかかってしまいました」

　などと、とても情けないことを言い出す。

「人の視線は怖い。目の前に立つだけで、身体が震えます。でも、教師っていうのは生徒たちを守るものでしょう？　あなたたちを失うほうが、よっぽど怖い」

　担任が湾刀サーベル型《偽剣レプリカ》を仮面マスク少女に向ける。その手が震えていた。

「武琉くん。ここは、先生に任せてください。先生と、この第六階位湾刀型偽剣《ルサールカ》に」

　言いながら担任は気を落ち着かせるかのように、深呼吸。

「──剣気オーラ解放」

　担任がつぶやくと、景色がじわりと溶けるかのように変化していく。

　今まで見たことがある剣気解放とは様子が違った。

　それは音一つ立たない、静かな変へん遷せん。

　土の上にいたはずだった。

　なのに、その土が、砂粒の一つ一つが水の一いつ滴てき々いつ々てきに変化する。

　青く透き通った水が現れた。

　武琉の立っている地面すら、水に見えた。

　幻視された景色は静かな湖。

　さざ波一つ立たないその湖の上に、担任は立っていた。目をつぶった状態で。

「さて、やりましょうか」

「……目を閉じたまま戦える？」

「問題ありません。見られていることが見えなければそれでいい」

「……だったら、試すだけ」

　仮面少女は言いながら《偽剣》を振りかぶる。そのまま担任へと向かって疾走。

　二つの湾刀型《偽剣》が激突した。

　仮面少女の攻撃はただひたすらにまっすぐ。横からの切りつけ、上からの切り落とし、正面からの突き。そのすべてが、直線的に、最速の動きで担任へと迫る。

　しかし担任はそのすべてを流れる水のように流麗にいなす。

　危な気をまったく感じさせない動き。

「……なぜ、見えてる……っ!?」

　担任が仮面少女に向かって、《ルサールカ》を振るった。たった一度だけの攻撃。それを仮面少女は大きく飛とび退のいて回避する。

「このあたりの水は、すべてわたしの支配下です。空気中にも水分はあります。それらの動きを感じ取れば、目を閉じたままでも、あなたの動きは先生にはすべてわかります」

　担任は目を閉じたまま、寸分違たがわず武たけ琉るの方向へと顔を向けた。

「武琉くん。ここで授業です。先生が教えてあげます。この剣気オーラ解放は、夢想を現実にします。剣に封じられた神の力によって、わたしの無意識が思い描くものを、呼び出そうとしている。この場を《顕現剣界ラミナ・アニマ》と呼びます。今あなたが見ているモノは、夢幻と現実の狭間はざまにあるモノ。呼び出す一歩手前に待機させているモノ。だから──」

　担任が《ルサールカ》を地面に振り下ろす。

「この湖はわたしの自由自在です」

　ぽちゃん、と幻覚のはずの水の中に《ルサールカ》の先端が沈み込んだ。

　同時に、幻だった『はず』の湖の水が激しく舞い上がる。

《ルサールカ》が仮面マスク少女にまっすぐに突きつけられた。

「──降り注げ──烈風冷雨ブーリヤ・ニーヴエニ！」

　舞い上がった多量の水が、雨の散弾となって仮面少女に向かって降り注ぐ。

　担任の《ルサールカ》は湖の水を操る指揮棒のようにすら見えた。

　その水の一いつ滴てき々いつ々てきが強烈な弾丸となって仮面少女の足下の地面をえぐる。

　仮面少女は身をのけぞらして回避行動。

　しかし、隙すき間まのない豪雨はそんな余裕すら与えない。

「……くっ……」

　仮面に雨の弾丸が直撃。仮面はわずかにひび割れる。また直撃。ひびが大きくなる。

　何度も、何度も直撃していく。そして、仮面が砕けた。

　ブレて見えなくなっていた仮面少女の周囲の揺らぎが消えていく。

　季節はずれマフラーが見えた。

　仮面の下から現れたのは、武琉の見知った顔だった。

　──アーニャ・イリンスキー。

　それは道に迷った武琉を、わざわざ光波剣科ルーメンまで案内してくれた少女。

　エリヴィラと一緒に武琉をルシアに勧誘した少女。

　その少女と、何度も武琉に襲いかかってきて、他の生徒を巻き込もうとした少女が同一人物だっていうのか……？　なぜ？　なんの、ために？

　担任が口を開く。

「あなた、氷雪剣科ザミルザニイの、アーニャさん……！　なぜ、こんなことを……！」

　アーニャはわずかに顔をしかめて、《偽剣レプリカ》を強く握った。

「……あなたには関係ない。……剣気、解放」

　アーニャがつぶやくと、メキ、と音が聞こえた。

　地面がメキリ、パキリ、と激しい音を立てる。

　アーニャを中心に地面が凍る幻影が見えた。

　幾本もの氷柱つららが、氷の大地から生えていく。

　それはまるで氷の洞窟だった。

　氷だらけの寒くて寂さびしい景色。

　それが、アーニャの無意識が思い描くセカイなのか。

　氷の洞窟の奥で、美しい銀髪ロングの少女が《偽剣レプリカ》を片手に立っている。

「……わたしは、わたしの成すべきことを、ただ、行うだけ」

　寂しげな様子でつぶやくアーニャに、担任はたしなめるように言った。

「わたしの目の前で生徒は、傷つけさせません。アーニャさん、こんなことをして、後悔しますよ。これは、学園アカデミアに対する敵対行動です」

「……違う。後悔、したくないから、する。後悔したくないから、戦わなきゃ、いけない」

　振り絞るような声でアーニャは言う。

「──串くし刺ざし尽くせ──氷雪鋭砕刺連剣シユトウルム・サスリカ・ヴイスプリルイヴ」

　複数の氷柱が発現し、担任に降り注ぐ。

　それを弾き飛ばすように、担任は足下の湖から水を呼び出し、氷柱に正面からぶつける。

「……やる。けど、そろそろ、諦めて」

　アーニャが小さくつぶやく。担任は無理に笑みを作るように口の端はを引いた。

「先生を舐なめないでください。これでも、昔は、結構強かったんですよ」

「……結構どころじゃない。今でも相当強いのは、認める。なんの対策もせず、この中でそれだけ動ける。それはすごいこと。わたしには、きっとできない」

　担任が肩を大きく上下させ、荒い息をついていた。

「この程度でっ……！」

　アーニャの生み出した氷柱。担任は眉まゆ根ねを寄せながらそれに顔を向けていた。

　だが突如、担任の背中に氷柱が刺さる。

　それは、担任が生み出した湖の中から延びていた。

　呆ぼう然ぜんとした表情で担任がつぶやく。

「え……。ど、う、して……」

「……《顕現剣界ラミナ・アニマ》の構築が緩んでいた。きっとエーテルが制限されたせい。だから、乗っ取った。同じ水属性同士、親和性が高い。とても浸食しやすかった」

　アーニャは担任を、どこか申し訳なさそうな目で見ながら、つぶやく。

「……水の精ルサールカ。その《偽剣》の名前と同じように、水の中に沈んでいて」

「オペラ、ですか……。そのオペラ、あまり好きじゃないんです、よね……」

　そう言いながら担任はふらりと崩れ落ちる。

「先生っ！」

　武たけ琉るは駆け寄り、抱きかかえるように支えた。

　その瞬間、今まで幻視していた静かな湖が、突如として消失する。

　あるのはただの地面と訓練場。そして、アーニャの周りにある氷柱つららの群生地だ。

「おまえ、いったいなんのつもりなんだよ」

　武琉はアーニャを睨にらみつけながら告げる。なぜこんなことをするのか、武琉には理解できない。少なくともこの場にいた生徒たちは、本気で最終予選を通過したかったはずだ。それを、横から怪しげな薬を使い邪魔してきた。そのことがやけに不快に思える。

「なんで、こんなことするんだよ」

「……別に殺してはいない」

「そうかよ。だからって、なんでもしていいわけじゃねえよな」

　武琉が言うと、アーニャがぎゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

「……そんなことは、判わかっている」

「じゃあ、どうしてだ。こいつらが何かしたのか？　ただ試験を邪魔したいのか？　なあ。教えてくれよ」

　アーニャは硬い声で言った。

「……それでも、しなければいけないから」

「何が目的だ」

「……如月きさらぎ武琉。あなた。あなたが、必要。一緒に、来て」

　武琉の胸の奥に不快感が走った。

　オレを手に入れるために、こんなことを？　確かにアーニャたちがルシアへ招きたいと言っていたのは、覚えている。だが、そんなことのために、他ほかの生徒まで巻き込んだのか。

「こんなことをしておいて、それを言うのか？」

　武琉は周囲に力なく倒れている生徒を、腕の中の担任を見て、つぶやいた。そして担任をゆっくりと地面に横たえる。

「…………来て」

「断る」

　アーニャはまるで哀願するように、武琉を見た。ここにいる生徒全員に毒をまき散らし、武琉の担任まで傷つけたとは思えないほどの、つらそうな表情で言う。

「……お願い」

「絶対に嫌だ」

　武琉の睨むような視線と、アーニャの切望するような視線が交じり合う。

　そして、アーニャは諦めたように息を吐いてから口を開いた。

「……如月武琉。この状況で逆らうことが、死ぬだけということ、わかっている？　ここは、普通の人間ならば、すでに立っていられないほどの場所になっている。いくらあなたでも、弱体化はまぬがれない」

　武たけ琉るは鼻を鳴らしながら返す。

「さあな。さっぱりわからん」

「……一次予選の三日目の戦い。剣気オーラ解放をしたわたしと、あなたは、いい勝負だった。今、あなたのエーテルは大きく制限されている。つまり、あなたはあのときよりも不利」

「へえ、そうだったんだ。知らなかったぜ」

「……馬鹿にしてる？　あなたは逆らえば死ぬしかない」

　鋭い声でアーニャはそう言った。

「そりゃ困ったな。その状況で逆らうなんて、馬鹿げているな」

「……そう」

「だけど、それはおまえの仮定が正しかったらの話だ。正しい保証はどこにもねえよ」

「…………そう。なら、仕方ない。今のが、最後の交渉だった」

　それは無機質な、感情の混じらない声。機械のような人形のような、氷のような声だ。

「……もう、死体でいい。連れ帰る」

　アーニャは武琉を硝子がらすの瞳で見た。

「できるもんなら、やってみろよ」

　言いながら武琉は理事長から渡された第八階位大剣型偽剣レプリカ《グラウィス》を抜き放ち、鞘さやを放り投げる。

「……それは、何？」

「何って《偽剣》だよ」

「……？　そう、なんだ……。でも、全然力を感じない」

　戸惑うようなアーニャの言葉。それは武琉を惑わすためかもしれない。だから武琉は会話を打ち切り、口を開いた。

「行くぜっ！」

　土が爆はぜた。

　武琉はアーニャに肉薄し《グラウィス》を大きく振る。しかし切り裂いたのは空気だけ。

　後ろに飛とび退のいたアーニャを武琉は即座に追う。

「──氷塵爆裂盾ヴズルイフ・リヨートシチート──弾はじけて」

　武琉の突撃に合わせた詠唱。すぐ前に分厚い氷のプレートが出現し、道を遮さえぎる。

　それは武琉の眼前で破裂。無数の氷片となって武琉に降り注ぐ。

　武琉が以前、なんとかぎりぎり回避した攻撃だ。

　けれど。

「そんなの、効くかよ！」

　武琉は正面から突撃。無数の氷片が武琉の肌を打つ。肌に痛みを感じる。

　だけど、その程度だ。

「あの腕輪さえ守ってなきゃ、怖くねえよ！」

「っ……！　──串くし刺ざせ──氷雪鋭砕刺シユトウルム・サスリカ」

　次に出現したのは何度も武たけ琉るを襲ってきた巨大な氷柱つらら。

　武琉は正面から《グラウィス》を振りかぶる。

　無骨な西洋大剣グレートソードと氷柱が正面から衝突する。氷柱にひびが入った。圧倒的な力を真上からぶつけられた氷柱。それは、地面へと強くたたきつけられる。

「……そん、なっ……！　こんな、あっさり……!?」

　アーニャが目を見開き驚きよう愕がくの表情を浮かべながら、バックステップ。

「──盾を成せ──氷結長盾リヨート・シチート！」

　透明な盾。それがアーニャの正面に形成される。

　武琉は構わず盾の上から思い切り《グラウィス》で殴りつける。

　一瞬だけ《グラウィス》を受け止めた盾は、そのままアーニャに激突した。

「……う、く、あっっっ！」

　アーニャの小さな身体が吹き飛ばされる。足がもつれ地面に倒れそうになる。

　湾刀サーベルを杖つえ代わりについて、なんとかこらえていた。

「……負け、られない」

　アーニャがギリと歯を鳴らす。武琉を睨にらみつけてくる。

　武琉はため息とともにつぶやいた。

「もうやめておけよ。オレの勝ちは見えている」

「……負けてない」

「それで、他の生徒や先生に謝っちまえ。なんでそんなにオレを連れていきたいか、知らないけどさ」

「……それでも、負けられないっ、からっ！」

　アーニャは叫んだ。足が震えている。そんな状態で武琉に《偽剣レプリカ》を向ける。

　彼女が跳ねた。足下の土が弾はじける。湾刀型《偽剣》が正面から迫る。

　そんなアーニャに、武琉はただ《グラウィス》を武器の上からたたきつけた。

　膨ぼう大だいすぎるエネルギー量がアーニャを吹き飛ばす。

　見るからにボロボロの状態なのに、アーニャはそれでも立ち上がる。

　手足が震えている。立っているのも、かろうじて。《偽剣》を持っているのもやっとの状況。それなのに、なぜ立ち上がるのか。

　どうしてアーニャはこんなにも立ち向かってくるのか。

　こんなどうしようもない状態で、未いまだに剣を向けてこられるのか。

「いったい、なんでだよ」

　もはや勝負はついているはずだった。なのに、なぜこんなにも食らいついてくるのか。

　武たけ琉るにはわからない。そんな武琉を、アーニャはただ睨にらみつけながら口を開いた。

「……あなたが必要だから」

「だから、ちょ、っと、待て、って──！」

　タケルの言葉を遮さえぎるように、小柄な身体からだが迫ってくる。背後で土が大きく破裂するほどの速度。後のことなんか考えてない、捨て身の特攻だ。

　武琉はそれを軽く回避する。

　アーニャはぐしゃりと無様に転倒した。それでも土をつかみながら、立ち上がる。

「アーニャ。おい、大丈夫か」

「……妹が、いる、から……！」

「それとこれ、いったいなんの関係があるんだよ」

　武琉が困惑を言葉に乗せて発する。しかしアーニャはもはや答えない。

「……あなたを倒して、連れ帰る」

　アーニャは緩慢な動作で《偽剣レプリカ》を振りかぶる。

「……串くし刺ざせ……氷雪鋭砕刺シユトウルム・サスリカ」

　青い氷柱つららが形成されていく。

　あんなに堅く鋭かった氷柱は、今にも霧散しそうなほどに力ない。

　飛来する速度すらも遅い。武琉に向かって飛んでくるそれは、たたき落とすまでもなかった。《グラウィス》を盾にするだけで、砕け散った。

　もう一度氷柱が迫る。先ほどよりもさらに威力がない。

　それから何度も、何度もアーニャは攻撃を繰り返す。

　気づけば、周囲を塗り固めていた氷の洞窟すら消えていた。

「……串刺せ……氷雪鋭砕刺シユトウルム・サスリカ」

　氷柱が空中に形成されかけて、失敗。塵ちりに分解されるかのように溶けて消え去った。

　それと同時にアーニャがぐらりと揺れる。片手で額ひたいを抑える。

　どさりと音を立てて、土の上に倒れ込んだ。

「……リディ……ごめん、な、さ…………」

　それは誰だれかの名前だった。おそらくは妹の名前。いったいアーニャが何を狙って戦っていたのか、どういう気持ちで迫ってきていたのか、武琉には判わからない。

　ただ、それがどうしようもなく強い気持ちだったことだけが解る。

　きっと、さっき言葉に出した妹のために。

　妹のためにと武琉をどうして襲ったかのつながりは、まだ見えない。

　だけどそれは、武琉が祖父を想おもう気持ちに似ているような気がした。

　武琉は祖父が助かるのなら、自分を犠牲にすることも怖くなかった。

　自分が擦すりつぶれたとしても、助かってほしいとすら思う。

　きっとそれと、同じことなのだ。

　だからといって他人を傷つけてもいいわけじゃない──と武たけ琉るの理性は言う。

　しかし武琉には、武琉を殺そうとしたこの少女を憎むことはできなかった。

　やりきれない気持ちがわだかまる。武琉は痛くなるほどに拳こぶしを握る。

　胸のうちに不快感だけが残った。




「美しい姉妹愛ですね。如月きさらぎさん」




　楽しげな声。訓練場の入り口の陰から、ウェーブがかった淡い金髪の少女が現れた。

　その少女は、二十名近い生徒が倒れている場面を見ても、自らの友人であるはずのアーニャが倒れている場面を見ても、婉えん然ぜんとした笑みを浮かべていた。

「ええ。如月さん。大体お察しの通りです。アーニャは妹さんのために、頑張っていた。いいお姉さんですね」

　なぜ、エリヴィラまでここに？　いや、それより、アーニャはなんで戦っていた？

「……どういう、ことだ？」

「アーニャには妹さんがいます。身体の弱い、妹さんがね。食べたいものも食べられず、病室の外にも出れない。ああ、可哀かわい想そうですね。いつ死ぬともしれない身体の妹さん」

「……それが？」

「今まで、私がその妹さんが治療を受けれるよう、取り計らってあげていたんです。だから彼女は私に逆らえない」

　武琉はエリヴィラを睨にらみつけながら口を開く。

「……つまり、おまえが命令してたってことかよ？」

「いいえ。違いますよ。如月さん。ヤマト人のあなたをすり潰して薬にすれば、妹さんが助かるかもしれない、って教えてあげたんです。他に方法、ないですしね」

「薬、だと？」

「ええ。この世のありとあらゆる生物は、エーテルを消費して身体を動かしています。どんなに才能のない人間でも、多少のエーテルを生み出している。だけど、エーテルを生み出せない種類の人間がいます」

「……それが、アーニャの妹だってことか」

「ふふ。そういう病気に対して、豊富なエーテルは役立つと思いませんか？　《偽剣レプリカ》を使うのに優れた遺伝子を持つヤマト人は、通常の人間よりもエーテルの生成量が非常に高い──という説明で、お分かりになります？」

　つまり。病気で助からない妹がいて。その妹をエリヴィラが握っていて。妹が助かる唯一の道は、オレを殺すこと──。

「っ……。そうか、だから、あいつは」

　やりきれない。もし俺が死んでアーニャの妹が助かるとしても、そう簡単に殺されてやることなんかできやしない。

　怒り悲しみ無力さ、いくつもの感情が混ざり合った気持ちで武たけ琉るはアーニャを見る。

　アーニャは震える腕を地面について、力の入らない様子の上半身を起こしていた。

「……エリ、ヴィラ……ごめん、なさい」

　謝るアーニャに、エリヴィラは気遣うような声で言う。

「気にしなくてもいいんですよ、アーニャ。私とあなたは、どんな関係でしたっけ？」

　エリヴィラが告げたのは、何か特別な関係性を感じさせる言葉だった。

「……お互いできないことができる、すばらしい関係」

　アーニャがおずおずと答える。

　するとエリヴィラは今まで武琉に見せてきた中で、一番良い笑顔を浮かべた。

「ええ。アーニャ。あなたにできないことが、私はできる。──でも残念」

　エリヴィラが柔らかな声のまま、続ける。

「私にできないことが、あなたにはできなくなってしまいました」

　アーニャは半なかば倒れ込んだまま、目を大きく開く。

「もう、あなたとはやってられません。だってすばらしい関係じゃなくなってしまったんですから。私の命令を上う手まく達成できず、教師にまで顔を見られてしまって」

「……で、でも」

「生徒の死亡事故は、珍しいことではありません。でも、さすがに試験官を殺せば学園アカデミア側も本気で捜査に乗り出すでしょう。だって試験官をつとめるほどの能力を持つ教師が死亡するのは、明らかに異常事態ですから。だから、この教師は殺せない。そして、殺せない教師にあなたは顔を見られてしまった。つまり、もう利用価値、なくなっちゃいましたね」

　エリヴィラは明るい声で、そう言った。

　──なんだ？　それは。おまえはアーニャの仲間じゃないのか？　なあ。アーニャがしたことは確かにおかしなことだ。だからといって、どうしてそう簡単に裏切れるんだよ。

「なんでおまえ、そんなこと言えるんだ。どんな理由があって、こんなことをするんだよ」

「理由ですか？　それは、私もあなたが欲しいから」

　エリヴィラが頰ほおに手を当てる。武琉は吐き捨てるように言葉を返す。

「はっ。ありがたいね。すっげえ情熱的な要求だ」

「あなたの身体からだが欲しいんです。知ってます？　ヤマト人を体内に取り入れれば強くなれるという話」

　一瞬理解できなくて、武琉は間の抜けた声を出してしまう。

「…………は？」

「私、強くなりたいんです。あの成り上がりの頭を踏みつけたいです。私を馬鹿にした、あの、オリヴィアを」

「…………」

「だから、精製されてお薬になってくださいな」

　つまりそれは、自分がオリヴィアを倒したい、それだけのために、ここまで多くの人を傷つけたって言うのか？

　武たけ琉るは冷えた声でつぶやいた。

「……そんなことの、ためかよ」

　たったそれだけのために、妹を助けたいアーニャまで利用したって言うのか。

　不愉快だった。気持ちが悪かった。許せなかった。

　誰かの大事な人間を人質にするかのような行為に嫌けん悪おすら覚えた。

「さて、如月きさらぎさん。先ほどよりも、身体からだ、重くなってません？」

　言われて武琉は気づく。

　空気が薄いような感じと、身体中がけだるいような感覚。

　先ほどまでよりもその感覚が強くなっている。

「さすがにこの場所は広いですね。霊素プロフォトキシン──エーテル抑制剤というものを、ここの空気中に溶きました。実はこれ、本当は相手に飲ませないと効かないんです。すぐに揮発しちゃって。でも、今のここは密閉空間。たくさん揮発させればいいのです。あなたは、一呼吸ごとに弱くなる。最後にはエーテルが、使えなくなる」

「それは、おまえも同じ条件じゃねーのかよ」

「いいえ。わたしと、そこのアーニャは対策をしていますから」

　くすくすとエリヴィラが笑った。

「まあ、いいさ。時間が経たてば経つほど不利になるなら、すぐに終わらせてやる！」

　言って武琉は《グラウィス》を振りかぶる。一瞬にしてエリヴィラへと迫った。

「……重圧起動チヤージイスチ」

　エリヴィラがそうつぶやいた瞬間。

　首にまとわりつくような、激しい痛み。

　いっそ異常と言っていいほどの重さ。突如としてそれが発生した。

　目の前に地面が迫ってきていた。そのまま無様に顔面を土にたたきつけられる。

　見れば、首回りに異変が起きていた。エリヴィラから渡された、勝利を呼ぶというペンダント。それが、異様な重量となって武琉にのしかかっている。

　肌にからみつくようにめり込んでいく。

　首回りの骨がギシギシと嫌な軋きしみを上げる。

「それ、実は私に勝利を呼ぶペンダントなんです」

「ぐ……」

「《偽剣レプリカ》使い用の拘束具。圧倒的な重量で、そのまま相手を押しつぶし動けなくするためのものなんです」

　動けないでしょう？　とエリヴィラは微笑ほほえみかけてきた。

「はっ。こんな、もんで、勝った、つもり、かよ……」

　武たけ琉るはペンダントをぐいいと引っ張る。しかし、肌にめり込んだペンダントははずせもしないし、壊せもしない。

　息を荒くしながら、武琉は右手をついて立ち上がる。

　エリヴィラが笑みを忘れたような無表情で、つぶやいた。

「……エーテル抑制剤まみれになって、重圧に押し潰されそうになって、それでもまだ、立ち上がれるんですか……」

　エリヴィラが一歩あとずさる。

「………………化け物ですね」

　エリヴィラは胸に手を当て、落ち着こうとするかのように一呼吸置いてから言った。

「でも、立ち上がっただけで何ができると言うんです？」

　エリヴィラが湾刀サーベル型《偽剣》を振りかぶる。

「もしかして、私のこと弱いとか思っています？」

　言いながら、詠唱もせずに、ただの青い剣波を打ち出す。

　剣の斬撃跡をなぞるように放たれるそれが、武琉の身体からだに直撃した。

「ぐ、あっ……！」

　腹部に激しい圧迫感と痛み。それから弾はじき飛とばされるように武琉は転がった。

　倒れたまま武琉は強く睨にらみつける。

「……そこの、アーニャにばかり戦わせていただろうが」

「ああ。あれは、もし私が汚い手段を使っていることが、学園アカデミアのほうにバレたら面倒だからですよ。必要でしょう？　トカゲの尻尾しつぽ」

　エリヴィラは見下すような笑い方をしながら、口を開く。

「この《偽剣》は第七階位。そして、私はルシアの裏七位です」

「…………裏？」

　初めて聞く単語に、武琉は眉をひそめた。

「ええ。裏です。学園に報告していない、ルシアが有する戦力。表に出すことのできない手段を用いたり、隠しておきたい戦力のこと。どこの国でも保有しているものですよ。つまり、私は、あなたより強い」

　わかります？　とエリヴィラが尋たずねてくる。

「毒でエーテルを抑え、遺物品アーテイフアクトで身体を拘束する。そのために、情報を集めましたし、道具も集めていました。それは私の強さです。そしてあなたを手に入れ、私はさらに強くなる。……あの女を、超える」

　武たけ琉るの額に水が垂れるような慣れない感触があった。

　手で触る。赤い液体が指先についた。

「…………血を流したのとか、すげえ、久しぶりだぜ」

　立ち上がろうとする武琉を、エリヴィラは蹴り上げた。

　エーテルとやらが失われていったのか、身体に力が入らない。その上に、ペンダントで拘束された武琉に、何度もエリヴィラの蹴りが突き刺さる。

　だけど、負けが確定したわけじゃない。

　徐々に失われていっているが、身体の中を何かが流れている感覚がある。温かく力強いナニカ。きっと、これがエーテルに違いない。

　まだ、エーテルは残っている。身体のあちらこちらに少しずつだけ、温かなエーテルの流れを感じる。しかし身体は動かない。武琉は全身のエーテルを振り絞るように、精神を集中させていく。ほんの少しだけ腕に力が入った。だが身体を動かすにはまだ足りない。

　上う手まくいって、あと一撃。外したらきっとお終しまいだろう。

　動かなくなった武琉に、エリヴィラはゆったりとした足取りで近づいてきた。

　武琉と視線が交差する。

「……っ！　その状態で、まだそんな目が……！」

　エリヴィラは警戒するような視線で武琉を見て、それから、すぐに息を吐いた。

「は……。その状態で諦めないあなたの心意気は、買いましょう。でも現実では、あなたは動くことさえできない。毒と、拘束具。あなたは二つの鎖で絡め取られている」

　エリヴィラは武琉のすぐ近くまで、歩いてきた。

　武琉の額から流れる血を見て、つぶやく。

「ああ、これが力を与えてくれる、ヤマトの血液……。どうしてこの力が、高貴なる私になくて、ヤマト人なんかに」

　エリヴィラが膝ひざをついて、武琉に顔を近づけてきた。

　額に生暖かい感触。唇。そして舌だ。

　たらたらとあふれ出る血を、エリヴィラが舐なめあげていく。

「だけど、私のものになるなら、愛いとおしくも、ありますね」

　言いながらエリヴィラが額の傷口に舌を押しつけてきた。

「ん、ぐっ……！」

　行ける。あと一撃くらいなら、思い切り放てる。

　ぴちゃ、ぴちゃ……という音を聞きながら、武琉はただ一撃を当てることだけを考える。

「ふふ、うふふ。やはり私は強い」

　そうやって陶酔するようにエリヴィラがつぶやいた。

　そのとき、ようやく武たけ琉るの身体に力が入る。ほんのわずかな力だ。

「こんな、もんで、抑えられると、思うなよ」

　荒い息をつきながら、武琉は体中の力とエーテルを振り絞って立ち上がる。

「な、なぜ、立ち上がれるの……!?　毒でも、拘束具でも、どちらか片方でも十分すぎるのに……！」

　焦ったような声。同時にエリヴィラが飛とび退のいて武琉から距離を取った。

　武琉は《グラウィス》を強く握りしめる。すべての力をただ地面を蹴ることと、剣を振ることだけに振り絞る。蹴った地面が爆発のような音を立てた。防御を一切合切考えない攻撃。エリヴィラは反応すらできない。

　武琉はただ、思い切りたたきつけた。

「──オ、ラァァァ！」

　通常の第七階位《偽剣レプリカ》を凌りよう駕がする、特定封印武装として隠されていた武器。

　当たる寸前エリヴィラは武琉を見た。驚きよう愕がくの顔。《グラウィス》はエリヴィラの肩口にぶち当たる。

「──キャァァァァァッ！」

　そんな悲鳴を上げながら、エリヴィラが宙を滑るように吹き飛んでいく。

　圧倒的な力をたたきつけられ、壁に強く身体を打ちつけていた。

　バンッ！　壁に蜘く蛛もの巣状のひびが入ったのが見える。

　その中央には、半ば埋まるようなエリヴィラの姿があった。

「……おし。これで、勝った」

　ぐたり、と武琉が身体から力を抜く。大の字に倒れ込み、大きく息を吐いた。

　その瞬間、不気味な音が聞こえてくる。

　ふふ、ふふふふふ。

　うふふふ、ふふふふふ。ふふ。ふふふふふ。うふふふ。

　それは不気味すぎて、一瞬、声として認識できなかった。

　壁に張り付けられたままのエリヴィラから、その声は出されていた。

「ふふ、ふふふふふ。ああ、私の、私の高貴なる血液が」

　髪を振り乱しながら、腕から血を流すエリヴィラがいた。

「ふふふふ、ふふふふふ。この、黄色いお猿さん？　もう、許しませんよ。殺します。苦しませて苦しませて苦しませて殺してあげます。もう、容赦なんかしません。全力です」

　気味が悪いほどに明るい笑みを浮かべながら、エリヴィラは告げる。

「──剣気オーラ、解放」

　エリヴィラは壁から降りながら、つぶやいた。

　おぞましいまでの寒気が空間を支配する。

　それは、氷の河だった。

　周囲の景色が凍った河へと変化する。

　現実では決してあり得ない光景。

　凍ったままの、動かないはずの氷でできた河が流れている。

　ギシギシ、ギシギシと音を立てながら、氷の河は激しく荒れ狂う。

　担任のものとは比べるべくもなく、アーニャのものとも比較にならないほどの暗さを帯びた景色。その寒気に、倒れていた生徒の一人が身じろぎをした。武たけ琉るに絡んできたライン入り坊主頭の生徒だ。

「さ、寒い……」

　彼はそう言いながら、上半身を起こす。

「こ……、これは……いったい、何が……？」

　ライン入り坊主頭はつらそうに目をあけ、エリヴィラを見た。

　エリヴィラはにっこりと微笑ほほえむ。

「見てしまいましたか。残念。死んでください。──砕き、つぶせ」

　穏やかな表情で剣を振り下ろす。

　剣の先から流れる氷が生まれる。

「──氷河落下リジニーク・パダーチ」

　それは桁はずれの冷気をまき散らしながら、ライン入りの坊主頭の男子生徒へ降り注ぐ。

「おい、避けろ！　……ぐっ」

　武琉は彼の元へ駆け寄ろうとしたが、力が入らなかった。ただ、身体に痛みが走るだけだ。

　目の前で、鋭い氷の河が、暴威を振るう。

　もうあの生徒は助からない。そう思ったとき。

　飛び出す一人の少女がいた。

「……させない」

　少女は片足を氷の河に飲み込まれながらも、その男子をつかみ、乱暴に放り投げた。

「……エリヴィラ。それは、やりすぎ」

　エリヴィラは不思議そうな顔をする。

「アーニャ。あなたは、いつから私に口出しできるほど偉くなったんですか？」

　言いながら、何かいいことを思いついたと言わんばかりに、エリヴィラは微笑む。

「アーニャ。ああ、そうです。あなたに一つ言わなければいけないことが、あったんでした。あなたの、妹さん。エーテル欠乏症って言いましたよね」

　エリヴィラが優しげに言った。

「あれ、噓うそです」

　言われた意味が判わからなかったのか、アーニャがぽかんとした表情になる。

「……え？」

「最初は風か邪ぜで、私の家の経営する病院に来ただけ。でも、あなたが、強かったから。氷雪剣科ザミルザニイで上位に入るくらいには強かったから、使わせていただきました」

　アーニャの顔が蒼そう白はくになっていく。

「…………え？」

「まだ、気づかないんですか？　今ここで如月きさらぎさんたちに起こってる症状。なーんだ？」

　信じられないと言うような、そんな顔。

「………………………………え？」

「察しの悪い人ですね。つまり、私がちょっとお薬を、ね」

「じゃ、じゃあ、妹は……」

「ええ。ちゃんと生きてはいます。病気でもないです。これから、仲良く暮らすこともできるかもしれませんね」

「あ、ああ……。そっか、そうなんだ……」

　アーニャの瞳に涙が浮かぶ。

「仲良く暮らしたいですよね？」

　問われた意味を判断する間もなく、アーニャは頷うなずいた。

「う、うん」

「わかりました。えっと、エーテル欠乏症って、治癒した記録ないんですよね。で、治ったら変に話題になっちゃうじゃないですか？」

「…………そ、れは」

　戸惑うアーニャに、エリヴィラは非常に良い笑顔で言った。

「今からあなたは私が殺します。ああ、妹さんのことは心配しなくても大丈夫ですよ。ちゃんと私があなたの所まで送り届けます。あんな愛らしい女の子が、頼れる家族もいないなんてお気の毒ですもの。月並みなせりふで申し訳ないんですが、あの世で仲良く暮らしてください」

　アーニャは歯を強く嚙かむ。地の底から響くような声を出す。

「……エリ、ヴィラ」

　強く、アーニャは自らの武器《マロース》を握る。

「……エリ、ヴィラアアアァァア！」

　叫んだ。アーニャが跳んだ。不格好に。どこにそんな力があったのか、残った力を全部振り絞ったのか、それとも怒りで普段以上の力が出たのか。

　しかし、アーニャの一撃をエリヴィラは軽々といなす。












　そして本当に何気なく、湾刀サーベル型《偽剣レプリカ》を振り下ろし、アーニャに向かって剣波を放つ。

　アーニャは回避行動すら取れない。取る余裕も体力もない。

　剣波は直撃して、アーニャはまるで紙製の人形のように軽々と吹き飛んだ。

　武たけ琉るのすぐ近くに落下する。受け身すら取れていない。

　アーニャは痛みをこらえるようにうめき声を上げる。

「……そんな、そんなの。そんなのって、ないよぉ……」

　仰あお向むけに倒れながら、涙声で言った。

「…………なんで、そんな、ひどい」

　ひく、ひっくとしゃくり上げるような音が響く。

「ああ。なんて気持ちいいんでしょう。これが力。力があればなんでもできる」

　エリヴィラは恍こう惚こつとした表情で、武琉とアーニャを見てくる。

　武琉は隣ですすり泣くアーニャについ声をかけた。

「大丈夫か？」

「……う、く、ひっく。……武琉。ごめん、なさい……」

「あ？」

「……本当に、ごめん。わたしが、馬鹿だったせいで、関係ない、あなたまで」

「気にしてねーよ」

　まあ、完全に気にならないと言ったら噓うそになるかもしれない。

　だけど、アーニャの理由は理解できたし、共感もできた。大切な誰だれかのため。家族や友人、武たけ琉るには縁がないが恋人だとかもそうだろう。彼らが危険な目にあったり、人質にされたりしたら、武琉自身、自分がどうするか判わからない。だから、仕方ないとすら思う。

「でも、倒れているあいつらには、ちゃんと謝れよ」

「……できたら、そうしたい。でも、もう、そんな機会なんて」

「きっと、あるだろ」

「…………うん。だと、いいな」

「……さて。ちょっと休めたし、倒してくるか」

　噓ぶきながら武琉は立ち上がる。

　すでに身体は満身創痍ぼろぼろだった。

　もうほとんど力も入らない。

　立ち上がるのがやっとの状況。

「あいつ、赦ゆるせなくてさ」

「……うん。こんな卑ひ怯きような手段で、攻撃されたんだから、怒って当然」

「そうじゃねえよ」

「……他に理由が、あるの？」

「自分を信じてついてくる人間を裏切ったらいけない。じいさんが言ってたのさ」

　誰かを陥れ、自作自演で救ってみせる。それを盾に取って、自分の意のままに操る。そんなことが──、そんなことが許されていいはずがない。

　アーニャが目を丸くしてから、ほんの少しだけ笑みを漏らす。

「……わたしのために、怒ってる？」

「さあな。ただ、あいつは気に食わない」

「…………武琉。頼めた義理じゃない、けど、お願いがある」

　意を決したような、強い願いのこもった、震える声でアーニャは言う。

「なんだよ」

　アーニャは泣きそうな声で、懇願する。

「…………助けて。わたしは、助けなくてもいい。どうなってもいい。だけど、妹を。妹を、助けて……」

「はっ。任せろよ。おまえの妹も、おまえだって、助けてやる。オレが助けてやる」

　エリヴィラが口を開く。

「あなた、ひどいことをするんですね。希望を見せて奪うんですか？　この状況で勝てるはずなんてないのに」

「勝てるはずがない？」

　武たけ琉るの中に熱い何かが流れ込んできた気がする。

　それは想おもいだ。

「勝てる気しかしねえよ」

　アーニャの妹を想う気持ちの熱が流れ込んできた。

　そしてエリヴィラへの怒り。

　それらが混ざり合い、凝縮されていく。

　心臓が溶け出しそうなほどに熱い。

　──ここは、絶対に勝たなければならない。

　思った瞬間だった。武琉の左手に青白い光が生まれた。それはゆっくりと、【特定封印武装】第八階位偽剣レプリカ《グラウィス》へと流れ込んでいく。

　誰だれも扱えず、ずっと封印されていた武器。

　それが赤く光る。

　炎の色だ。すべてを溶かす灼しやく熱ねつの炎の色。

　その武器が光を、エーテルを増幅ブーストして武琉に返還する。

　──ああ。そうか。

　おまえ、オレが勝ちたいと思ってなかったから、今まで使わせなかったのか。

　──ああ。勝ちたいさ。












　勝たなければいけない。ここで勝利を望まないなんて、あり得ないだろう？

　──あいつは、赦ゆるせない。

　家族を人質にアーニャを利用した人間を、赦せるわけがない。

「さっきまでは、よくもやってくれたな？　ここからはオレの番だ」

　言いながら刀を握った手で、ペンダントをつかんで紙細工のように引きちぎる。

　それを見たエリヴィラは目を見開く。

「そ、そんな……。その遺物品アーテイフアクトが壊れるなんて……そんなの、あり得ません！　それに、なんて膨ぼう大だいな、剣気オーラ……」

　気け圧おされたように、エリヴィラがあとずさる。

「な、なんですか、その、大剣は……！　さっきまでは、何も感じなかったのに……！」

　言いながら、氷の河の上でだくだくと汗を垂れ流すエリヴィラに武たけ琉るは一歩、一歩と近づいていく。

「こ、来ないでください！　──砕き、つぶせ──氷河落下リジニーク・パダーチ！」

　暴虐的な威力の氷の滝。それが武琉めがけて降り注ぐ。

　しかし武琉は慌あわてない。慌てる必要すら感じない。

　ただ、《グラウィス》を振るった。

　巻き起こったのは圧倒的な破壊。

　先ほどまでの破壊が児じ戯ぎとすら思えるほどの超火力。

　降り注ぐ強固な氷の滝を《グラウィス》はただの一撃で粉砕し、圧砕し、砕いて、砕いて、砕いて、砕いた。

　塵ちりのようになった氷が照明の光の下できらめく。

「だったら──！　雪よ閉ざせ！　永久舞吹雪ヴエーチノスチ・メチエーリ！」

　放たれたそれはまさに吹雪ふぶき。

　極寒の地に降り注ぐ暖かさを知らない豪雪。

　形のないそれが、武琉に向かって降り注ぐ。

　武琉は、ただ、《グラウィス》を振るった。

　光を遮る吹雪が、風圧だけでぶち破られた。

　武琉は一歩、また一歩とエリヴィラへと足を進める。

　触れられるものすべてを打ち砕く大剣。

　どんな盾も防御も、ただ破壊する。

　そんな武器を携え、武琉はエリヴィラへと歩いていく。

「来るな、来るなっ！　来ないで！」

　エリヴィラが半狂乱になる。笑みを浮かべる余裕すらなくしていた。

　その状態で、次々に攻撃を繰り出す。

　しかし、そのすべてが武たけ琉るには意味をなさない。

　氷の滝を砕き、氷の槍やりを粉砕し、氷塊を塵ちりへと返す。

　吹雪をぶち破り、雹ひようの豪雨も殴り飛ばし、凍りつく雪崩なだれすら完全粉砕くだきつくす。

「なんなの……!?　これは、なんなのよ……！」

　腰が抜けて倒れそうになるエリヴィラに向かい《グラウィス》を大きく横に振りかぶる。

「やめ、やめなさい！　今すぐやめなさい、野や蛮ばん人！　こんな、力、こんな武器、あなたよりも私に相応ふさわしい──！　なんで、あなたがっ──！」

　斜め下からたたき上げる。

「あ、ぐっ────！」

　エリヴィラが第七階位湾刀サーベル型《偽剣レプリカ》で防御。

　爆発が起こった。剣と剣の激しすぎる衝突。

　たたきつけた衝撃が大きすぎた。

　余波で《グラウィス》が触れてもいない地面が激しくえぐれた。

　エリヴィラが防御に使った《偽剣》は、ほんの一瞬だけ耐え、

　砕けた。

　何一つ切れない。しかし、すべてを圧砕する武器《グラウィス》。それには第七階位《偽剣》すら相手にならない。

《偽剣》を粉砕した《グラウィス》はそのままエリヴィラに迫る。力の限り振り上げた。

「ぐひ、ふぇえぁぁ──！」

　声にならない声を残して、エリヴィラは音を超える速度で吹き飛ばされる。

　訓練場の天井をぶち抜き、遙はるか高い空へと消えた。

　それから少しして、天井に穴をあけて落下。

　頭から地面に衝突したエリヴィラは、身体を痙けい攣れんさせていた。




　倒れている生徒たちも、致命傷を負ったものはいないように見えた。

「勝ったぞ」

　言いながら武琉は倒れたままのアーニャに近づいていく。

「……うん。すごかった。勝てるなんて、思わなかった」

　それからアーニャは顔をしかめながら、上半身だけを起こす。

「…………ありがとう。本当に、…………ありがとう」

　瞳に涙をためながら、そう告げてきた。彼女はマフラーの端を大事そうに手に乗せる。そのまま武琉に向けて持ち上げてみせた。

「……これ、妹が選んでくれた、やつ。すごく、いい子。……ありがとう」

「おう」

　武たけ琉るがつぶやくと、アーニャは視線をはずす。口を開こうとして、また閉じる。それから決意したように頷うなずいて告げた。

「……きっと、武琉ともう会うことはない。わたしはきっとこの学園アカデミアを追い出される。こんなことをしたから、当然。だから、わたしの一番大事なモノをあげる」

　言いながらアーニャは、そのマフラーを自分の首からはずす。

「……かがんで」

　言われるままに武琉がかがむと、アーニャが武琉の首にマフラーを巻いた。

「……ふふ。似合ってる」

　武琉は苦笑した。

「デザイン、かわいらしすぎだろ。でも、ありがとな」

「…………うん。色々、ごめん」

「まあ、構わねえよ。そうするしかなかったんだろ」

「………………うん」

　アーニャが寂さびしそうにつぶやく。

「……あなたは、とてもいい人だね。…………もっとはやく、会いたかったな」

「まあ、オレもおまえみたいに、家族のために頑張れる奴やつは、嫌いじゃない」

「…………また、会いたいね。そっちには、迷惑かも、だけど」

　言われて武琉はため息をついた。

「じゃあこれ貸しておいてやる」

　武琉は先ほど受け取ったマフラーをはずして、アーニャの首に巻く。

「結構気に入ったんだから、そのうち絶対返せよ」

　アーニャは温かく笑う。

「……ふふ。このマフラー、もっと大事になっちゃった」

　アーニャが、天井にあいた穴から空を見上げつつ、口を開く。

「……ああ、残念だなあ。もう、会えないの。本当に、残念」

「だから、おまえがそのマフラーをオレに返すとき、会えるだろ。それともアレか？　おまえは借りパクでもするつもりなのか？」

「…………うん。しないよ。でも、残念だなあ。お礼する時間なさそう。本当に、なんでもしてあげたいのになあ。ううん。させてほしい、かな」

　アーニャが何度も残念、と繰り返す。

　うめき声が聞こえた。どうやら誰だれか気がついたみたいだ。

　それははちみつ色の髪をした女性。担任だった。

「い、つつ……。って、二人とも、こちらを見ないでください。さっき一生分、他人と向き合ったんですから、もう嫌です……」

　言いながら担任が立ち上がる。

「さて、こちらを振り向かないまま聞いてください。半ば夢うつつの状態ですが、話は聞かせてもらいました。アーニャさん。あなたは罪を償う必要があります」

「お、おい！　待ってくれよ。それは、エリヴィラに脅されてやったことで……！」

　そう言う武たけ琉るを、アーニャは「……いい」と押しとどめる。

「判わかっています。そこのパラジャーノフ家のご息女に脅されて、今回の事件を起こした。ということでいいですよね」

「……うん」

「わかりました。パラジャーノフ家は、あまり性質が良くないですしね。……わたしも過去に、色々ありましたし。そのあたりは考慮します」

　担任は頷うなずいてみせる。

「でも、おそらく無罪放免にはできません。学園アカデミアの秩序にも関かかわりますしね。ただ、わたし個人は、あなたのために動きます。全力で」

「……うん」

「まずは妹さんの件ですね。取り戻しましょう。わたしに任せてください。まあ、その話はあとで。そういえば、二時間経たっているみたいですね。結界がすでに解除されています」

　言ってから、担任が武琉を見る。武琉は視界の端でそれを確認した。

「武琉くん、わたしの肌に触りましたね」

「……え？」

「ということは、武琉くんの勝ち抜けです。本戦出場、おめでとうございます」

「あ、ああ……。ありがとう、ございます」

　そういえば、そんな試験だった。すっかり忘れていたが。

　次に大きな影が延びた。ネオリカの坊主頭の生徒だ。それを皮切りに、むくり、むくりと生徒たちが起き上がりながら、うめき声を漏もらした。

　ネオリカの坊主頭の生徒が、髪の毛を逆立てた生徒に近づいていく。

　何かを話してから、二人は武琉のほうへと向かってくる。

「如月きさらぎ殿。すまなかった」

「え？」

「如月殿は、我らを助けてくれた。愚ぐ弄ろうして、申し訳ない。謝罪と感謝を。──おい」

　逆毛の生徒はどこかすねたような口調で告げた。

「……その、なんだ。こいつから話は聞いた。ペテン師なんて言って、悪かったよ」

「まあ、別に気にしてねえよ」

　そういう武琉は、眩まぶしさを感じて少し目を細める。

　ブチ抜かれた天井から、太陽の光が注ぎ込んできていた。






│　　│エピローグ






　最終予選が終わり、数日が経たったある日のことだ。

　クラスの担任を経由して、一枚の手紙が届いた。差出人は、先日の事件以来会っていない、銀髪のルシア人。アーニャ・イリンスキー。

　武たけ琉るは咲さく耶やの部屋の中で、その手紙を開く。

　手紙には武琉が読めないはずの文字が書かれていた。

　しかし、つくづく不思議なことなのだが、意味が理解できる。異世界へ渡った影響か、それとも武琉が普通でなくなってしまった影響か。それはわからない。ただ単純な事実として、ごく普通に、日本語のような感覚で読めるのだ。

　そのため、授業中なども困ったことはない。だが、それと内容ができるのはまったく別の話だ。

　手紙に記されていた内容は三つほど。まず一つが武琉への感謝だ。

　二つ目はエリヴィラのこと。

　彼女は今回の件以外にも、裏でいくつもの問題を起こしていたようだ。それが明るみになり、学園アカデミアからの追放処分が決定された。被害にあった生徒には彼女の実家から、金銭面での負担がされるということだ。

　そして三つ目。妹のことだ。

　アーニャの病気だった妹は、担任の協力もありすぐに救出された。気絶していたエリヴィラを学園側が確保したため、パラジャーノフ家との交渉はスムーズに進んでいったらしい。すぐに元気に、とまでは行かないものの、回復のめどは立っているようだ。

「良かった」

　武琉はアーニャの顔を思い出しながらつぶやいた。

「何、その手紙。また女の子？」

　尋たずねられて視線を向けると、咲耶の黒曜石オブシデイアンの瞳ひとみが武琉に向けられていた。

「……またってなんだ。またって。人聞きが悪いだろ」

「だって武琉いつも女の子に囲まれてでれでれ、してるし」

「してないだろ、そんなの、全然」

「してる」

　正直なところ困っているくらいなのだが、咲耶の目にはそうは見えないらしい。

「大体な、学園じゃ会うのは仕方ないだろ。でも、放課後とか休日は全然会ってねーよ」

「……ふうん。まあ、いいけど。でも、なんの手紙なの？　すごい優しい顔してたわ」

「んー。ちょっとした恩返し、かな」

「恩？」

「学園アカデミアの外で迷子になってさ。まあ、そのお返し」

「そっか。なら、良かったわね」

「おう」

　武たけ琉るが短く返事をする。

　そのまま静かな時間が流れていく。緩やかな時間。元の世界では、他人と一緒にいるときに決して感じることがなかったような穏やかな時だ。

　それがとても心地よい。

「なあ、咲さく耶や。──ありがとうな」

「………………な、何よ。いきなり」

「ただ、なんとなく」

　言うと、咲耶が小さく吹き出した。

「何よ、それ。意味がわからないわよ」

　武琉はこの世界に来て、手にすることができた。いや、完全にではないが、以前の世界よりもずっとずっと楽しめているような気がする。自分を阻む壁を。自分が進んでいく道を。そして、世界が広がっていく感覚を。

　それはとても楽しいもので、非常に胸が踊るもので、本当に身体からだが沸き立つような、言葉にしづらいもの。けれど、心地よい何か。

　エリヴィラという鎖から放たれたアーニャも、きっとそのうち病室から出れるようになるアーニャの妹も、こんな感覚が胸に広がるような何かが見つかるといい。

　武琉は出窓に近寄って空を見る。

　神霊浮遊都市エーテル・フロートの上にある青い空は、どこまでも果てしなく広がっているように見えた。





あとがき




　皆様お久しぶりです。お元気でしたでしょうか？

　あれー？　返事が聞こえないぞぉー？

　まあ聞こえるはずもないんですけども。

　ともかく、皆様にこうしてお会いすることが（文章をお見せすることが）できて幸せでございます。




　さて、あとがきについて。

　作家さんの中にはあとがきが一番書くのが大変だと仰る方も多くいらっしゃるようです。

　しかし私は違います。

　皆様に私のことを知っていただきたい。私をもっと見て欲しい。そうすると気持よくなれます。さあ、もっと見て、恥ずかしい私を見てください。




　噓うそです。




　私もあとがきは苦手です。

　何を書いていいか判らないし、誰だれも私のことなんか知りたくないでしょう。

　そう思うと何を書いていいか判らなくなり、頭が痛くなり、心が苦しくて歯も痛いです。

　──というのは言い過ぎにしろ、やっぱり苦手です。

　しかし、このあとがきを読んでくださる貴方あなたをできる限り楽しませたい！　などとは思うもののネタがない。




　そんな皆さんと、きっと気持ちを共有できる事柄が一点。




　アーニャかわいいよね！　←表紙の子です。

　非常に可愛かわいらしい！　銀髪！　ロング！　少女！

　この属性だけでテンションが上がる私ですが、このイラストで更にテンション急上昇！

　かわいいかわいいかーわーいーいー！

　と、おそらく気持ちが一つになった所で、あとがきを閉じさせていただこうと思います。

　それでは皆さんお元気で、風か邪ぜなど召さぬようにお気をつけ下さい。

　また次巻でお会いできれば嬉うれしく思います。
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